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茨城大学大学院　教育学研究科　教育実践高度化専攻(P)

（注）１　「計画の区分」は設置時の基本計画書「計画の区分」と同様に記載してください。

　作成担当者

　　担当部局（課）名 総務部総務課

・大学院設置の場合：「○○大学大学院」

・大学院の研究科の設置の場合：「○○大学大学院　○○研究科」

例）　○○大学　△△学部　□□学科

（旧名称：◇◇学科（平成◇◇年度より学科名称変更））

・短期大学の学科の設置の場合：「○○短期大学　△△学科」

設置時から対象学部等の名称変更があった場合には、表題には現在の名称を記載し，その下欄に

（　　）書きにて、設置時の旧名称を記載してください。

２　大学院の場合は、表題を「○○大学大学院　・・・」と記入してください。

報告書の提出について（依頼）」の別紙に記載のある大学番号を記載してください。

・大学院の研究科の専攻の設置等の場合：「○○大学大学院　○○研究科　○○専攻（修士課程）」

・通信教育課程の開設の場合：「○○大学　△△学部　□□学科（通信教育課程）」

３　大学番号の欄については、調査対象大学等に対して別途発出する、事務連絡「令和３年度の履行状況

・学部の学科の設置の場合：「○○大学　△△学部　□□学科」

表題は「計画の区分」に従い、記入してください。

例）

・学部の設置の場合：「○○大学　△△学部」

・大学の設置の場合：「○○大学」

注３
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設　　置　　時 変　更　状　況 備　　　考

（ ｵｵ   ﾀ ﾋﾛ  ﾕｷ ）

太　田　寛　行

（令和2年4月）

（ ｱﾗ　ｶﾜ　　  ｻﾄｼ ）

荒　川　 　智

（平成30年4月）

（ ﾐ ﾜ ｼｭｳ ｼﾞ ）

三　輪　壽　二

（令和3年4月）

（注）・「変更状況」は、変更があった場合に記入し、併せて「備考」に変更の理由と変更年月日、報告年度を

（　）書きで記入してください。

（例）令和２年度に報告済の内容　→（２）

令和３年度に報告する内容　→（３）

・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば、「変更状況」に赤字にて記載（昨年度までに報告

された記載があれば、そこに赤字で見え消し修正）するとともに、上記と同様に，「備考」に変更理由等を

記入してください。

・大学院の場合には、「職名」を「研究科長」等と修正して記入してください。

・大学独自の職名を設けていて当該職位がない場合は、各職に相当する職名の方を記載してください。

ください。

理 事 長

（４） 管理運営組織

研究科長

専 攻 長

学　　長

職　　名

１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

国立大学法人茨城大学

・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には、複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載して

茨城大学

　　茨城県水戸市文京２丁目１番１号

（注）・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合、本部の位置を（　）書きで記入してください。

（２） 大　学　名

〒310-8512

（３） 調査対象大学等の位置

1



（注）・　当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等、定員を定めている組織ごとに記入してください（入試
　　　　区分ごとではありません）。
　　　・　なお、課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は、法令上規定されている最小単位
　　　　（大学であれば「学科」、短期大学であれば「専攻課程」）のほか、それらのコースや専攻単位でも記載してください。
　　　　その場合別ファイルを作成し提出してください。
　　　・　様式は、平成２９年度開設の４年制の学科の完成年度を越えて報告する場合（令和２年度までの５年間）ですが、
　　　　完成年度を越えていない場合は修業年限に合わせて作成してください。（修業年限が４年以下の場合には欄を削除し、
　　　　５年以上の場合には、欄を設けてください。）

　　　・　留学生については、「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により、我が国の大学（大学院を含む。）、短期大学、高等専門学校、専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など、定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　

教育学研究科 教育学部

14条特例実施

教職大学院

対象年度

区　分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

－人 －人 －人 －人 －人 －人 －人 －人 43人 0人

－ － － － － － － － 42

(　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　)

[ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ]

－ － － － － － － － 42

(　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　)

[ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ]

－ － － － － － － － 42

(　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　)

[ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ]

－ － － － － － － － 40

(　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　)

[ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ]

入学定員超過率
Ｂ／Ａ

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・　（　 ）内には、編入学の状況について外数で記入してください。なお、編入学を複数年次で行って

　　　　いる場合には、((  ))書きとするなどし、その旨を「備考」に付記してください。 該当がない年度には

　　　　「－」を記入してください。

　　　・　転入学生は記入しないでください。

　　　・　[ 　 ]内には、留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「入学定員超過率」については、各年度の春季入学とその他を合計した入学定員、入学者数で算出して

　　　　ください。なお、計算の際は小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで記入してください。

　　　・　「平均入学定員超過率」には、開設年度から報告年度までの入学定員超過率の平均を記入してください。

　　　　計算の際は「入学定員超過率」と同様にしてください。なお、完成年度を越えて報告書を提出する大学等は、

　　　　報告年度（令和３年度）から起算した修業年限に相当する期間の入学定員超過率の平均を記載してください。

　　　・「開設年度から報告年度までの平均入学定員超過率」は、完成年度を越えて報告書を提出する大学等のみ

　　　　記入してください。完成年度を越えていない場合は「－」を記入してください。

（５）　調査対象学部等の名称、定員、入学者の状況等

　（５）－①　調査対象学部等の名称等

調査対象学部等の
名称（学位）

学位又は学科
の分野

設 置 時 の 計 画 学生募集の停
止について

備　考
修業年限 入学定員 編入学定員 収容定員

人

（注）・　定員を変更した場合は、「備考」に変更前の人数、変更年月及び報告年度を（　）書きで記入してください。

教育実践高度化
専攻

教職修士（専門
職）

教育学・保育
学関係

2年 43人 －年次 86人

　　　・　基礎となる学部等がある場合には、「備考」に基礎となる学部等の名称を記入してください。
　　　・　「学位又は学科の分野」には、「認可申請書」又は「設置届出書」の「教育課程等の概要（別記様式第２号
　　　　（その２の１））」の「学位又は学科の分野」と同様に記入してください。

　 　　・　学生募集停止を予定している場合は、「学生募集の停止について」で「新規入学者を募集停止予定」を選択すると
　　　　　ともに、「備考」に「令和○年度から学生募集停止（予定）」と記載してください。

　（５）－②　調査対象学部等の入学者の状況

平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度
平均入学定員

超 過 率

開設年度から
報告年度まで
の平均入学定

員超過率

備　　考

Ａ　 入学定員

0.93倍 －倍

(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　)

[ 　－　 ] [ 　－　 ] [ 　－　 ] [ 　－　 ] [ 　－　 ]

志願者数

受験者数

合格者数

Ｂ　 入学者数

93%
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対象年度

学　年 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

－ － － － － － － － 40 －

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ]

（ － ） （ － ） （ － ） （ － ） （ － ） （ － ） （ － ） （ － ） （ － ） （ － ）

－ － － － － － － －

[　－　 ] [　－ 　] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ]

（ － ） （ － ） （ － ） （ － ） （ － ） （ － ） （ － ） （ － ）

－ － － － － －

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ]

（ － ） （ － ） （ － ） （ － ） （ － ） （ － ）

－ － － －

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ]

（ － ）（ － ）（ － ）（ － ）

　　・令和３年５月１日　公表

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・　[ 　 ]内には、留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年度には「－」を記入してください。

　　　・（　）内には、留年者の状況について、内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してください。

　　　・　編入学生や転入学生も含めて記入してください。その際、備考欄に人数の内訳を記入してください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「計」については、各年度の春季入学とその他の学期を合計した在学者数、留学生数を記入してください。

　（５）－③　調査対象学部等の在学者の状況

平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度
備　　　　　考

１年次

２年次

３年次

４年次

計

－ － － － 40

[　　－ 　] [　　－ 　] [　　－ 　] [　　－ 　] [　　－ 　]

（　　－　 ） （　　－　 ） （　　－　 ） （　　－　 ） （　　－　 ）
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　（５）－④　調査対象学部等の退学者等の状況

人 人 平成２９年度 人 人

平成２９年度 人 人

平成３０年度 人 人

平成２９年度 人 人

平成３０年度 人 人

令和元年度 人 人

平成２９年度 人 人

平成３０年度 人 人

令和元年度 人 人

令和２年度 人 人

平成２９年度 人 人

平成３０年度 人 人

令和元年度 人 人

令和２年度 人 人

令和３年度 人 人

0 人 人 人

（注）・　数字は、報告年度の５月１日現在の数字を記入してください。　

　　　・　各対象年度の在学者数については、対象年度の人数を記入してください。（在学者数から退学者数を減らす必要はありません。）

　　　・　内訳については、退学した学生が入学した年度ごとに記入してください。また、留学生数欄の人数については、退学者数の内数を記入してください。

　　　・　在学者数、退学者数には編入学生や転入学生も含めて記入してください。

　　　・　「主な退学理由」は、下の項目を参考に記入してください。その際、「就学意欲の低下（○人）」というように、その人数も含めて記入してください。

　　　　　　（記入項目例）・就学意欲の低下　　　・学力不足　　　・他の教育機関への入学・転学　　　　　　　・海外留学

　　　　　　　　　　　　　　　・就職　　　・学生個人の心身に関する事情　　　　・家庭の事情　　　・除籍　　　　・その他

　（５）－⑤　調査対象学部等の年度ごとの退学者の割合

【平成２９年度】

平成２９年度の退学者数（ａ） 0
平成２９年度の在学者数（ｂ） 0

【平成３０年度】

平成３０年度の退学者数（ａ） 0
平成３０年度の在学者数（ｂ） 0

【令和元年度】

令和元年度の退学者数（ａ） 0
令和元年度の在学者数（ｂ） 0

【令和２年度】

令和２年度の退学者数（ａ） 0
令和２年度の在学者数（ｂ） 0

【令和３年度】

令和３年度の退学者数（ａ） 0
令和３年度の在学者数（ｂ） 40

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

#DIV/0! ％

#DIV/0! ％

#DIV/0! ％

= = 0 ％

#DIV/0! ％=

=

=

=

=

=

=

=

人

合　　計

人

令和２年度 人 人

人令和３年度 40 人 0

人令和元年度

退学者数
主な退学理由

（留学生の理由は[　]書き）

　　　区　分

対象年度
うち留学生数

平成２９年度

平成３０年度

在学者数（b） 退学者数（a）

内訳

入学した年度

人
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必

　

修

選

　

択

自

　

由

教

　

授

准

教

授

講

　

師

助

　

教

助

　

手

必

　

修

選

　

択

自

　

由

教

　

授

准

教

授

講

　

師

助

　

教

助

　

手

1前 1 1 1 1前 1 1 1

1前 1 　 　 3 2 　 　 　 10 1前 1 　 　 4 1 　 　 　 10

1前 2 　 1 　 　 1 1前 2 　 1 　 　 1

1前 　 2 　 2 　 　 　 1前 　 2 　 2 　 　 　

1前 　 2 　 1 1 　 　 　 1前 　 2 　 1 1 　 　 　

1前 　 2 　 　 　 　 　 　 4 1前 　 2 　 　 　 　 　 　 4

1前 　 2 　 　 1 　 　 　 2 1前 　 2 　 　 1 　 　 　 2

1前 　 2 　 1 　 2 1前 　 2 　 1 　 2

1前 2 1 1前 2 1

1前 2 3 1前 2 3

1前 2 2 1前 2 2

1後 2 1 1 1後 2 1 1

1後 2 2 1 1後 2 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 2 1後 2 2

1前 2 1 1 1前 2 1 1

1前 2 1 1 1前 2 1 1

1前 2 2 1 1前 2 2 1

1前 2 1 1 1前 2 1 1

1後 2 1 2 1後 2 1 2

小計（21科目） - 6 34 0 13 4 0 0 0 27 小計（21科目） - 6 34 0 14 3 0 0 0 27

1後 2 3 2 3 1後 2 3 1 3

1後 2 1 1 1後 2 1 1

- 0 4 0 3 3 0 0 0 4 - 0 4 0 4 1 0 0 0 4

1前 2 1 1 1前 2 1 1

1後 2 1 1 1後 2 1 1

1前 2 2 1前 2 2

1後 2 1 1 1後 2 1 1

1後 2 2 1後 2 2

1前 1 3 1 1前 1 3

1後 1 3 1 1後 1 3

2前 1 3 1 2前 1 3

2後 1 3 1 2後 1 3

1通 1 3 1 1通 1 3

2通 1 3 1 2通 1 3

1前 2 1 1 1前 2 1 1

1前 2 2 1前 2 2

1後 2 1 1 1後 2 1 1

1前 1 2 1 1 1前 1 2 1 1

1後 1 2 1 1 1後 1 2 1 1

2前 1 2 1 1 2前 1 2 1 1

2後 1 2 1 1 2後 1 2 1 1

1通 1 2 1 1 1通 1 2 1 1

2通 1 2 1 1 2通 1 2 1 1

1後 2 1 1 1後 2 1 1

1前 2 2 1前 2 2

1前 2 1 1 1前 2 1 1

1前 1 2 2 1前 1 2 2

1後 1 2 2 1後 1 2 2

2前 1 2 2 2前 1 2 2

2後 1 2 2 2後 1 2 2

1通 1 2 2 1通 1 2 2

2通 1 2 2 2通 1 2 2

専
　
門
　
科
　
目

コ
ー

ス
別
科
目

専
　
門
　
科
　
目

コ
ー

ス
別
科
目

児童生徒支援実践研究Ⅰ

児童生徒支援実践研究Ⅱ

学級経営と個別指導の実践

学級集団づくりとソーシャルスキル教育
の実践法

児童生徒支援課題研究Ⅰ

児童生徒支援課題研究Ⅱ

児童生徒支援課題研究Ⅲ

児童生徒支援課題研究Ⅳ

教育方法開発課題研究Ⅱ

教育方法開発課題研究Ⅲ

教育方法開発課題研究Ⅳ

教育方法開発実践研究Ⅰ

教育方法開発実践研究Ⅱ

学校不適応問題への理解と対応

共
通
科
目

学

校

改

善

と

校

内

研

修

に

関

す

る

領

域

校内研修の企画・立案と実践

教育測定（評価）と校内研修

小計（2科目）

教育政策の実施と評価

共
 

通
　
科
　
目

教

育

課

程

の

編

成

・

実

施

に

関

す

る

領

域

カリキュラム・マネジメントの理論と実践
Ⅰ

カリキュラム・マネジメントの理論と実践
Ⅱ

教

科

等

の

実

践

的

な

指

導

方

法

に

関

す

る

領

域 ICT活用とプログラミング

心とからだの発達と保健

生

徒

指

導

、
教

育

相

談

に

関

す

る

領

域 発達障害児の理解と支援

教育相談の課題と支援

子どもの健康と生徒指導

特別支援学校のセンター的機能とケー
スカンファレンス

子ども理解にもとづく学習指導

授業研究の方法と実践

主体的・対話的で深い学びの授業づく
り（言語・社会・生活科学系）

主体的・対話的で深い学びの授業づく
り（自然・科学技術系）

主体的・対話的で深い学びの授業づく
り（芸術・スポーツ系）

特別支援教育の自立活動の授業づくり

教育行財政と法規

スクール・リーダーシップとその実践

学校運営実践研究Ⅰ

学校運営実践研究Ⅱ

教材研究と授業設計

人間形成の現代的課題と学習指導

授業研究による授業改善

教育方法開発課題研究Ⅰ

学校危機管理論と実践演習

学校における評価マネジメント実践演
習

学校運営課題研究Ⅰ

学校運営課題研究Ⅱ

学校運営課題研究Ⅲ

学校運営課題研究Ⅳ

児童生徒支援課題研究Ⅳ

児童生徒支援実践研究Ⅰ

児童生徒支援実践研究Ⅱ

学校不適応問題への理解と対応

学級経営と個別指導の実践

学級集団づくりとソーシャルスキル教育
の実践法

児童生徒支援課題研究Ⅰ

児童生徒支援課題研究Ⅱ

児童生徒支援課題研究Ⅲ

教育方法開発課題研究Ⅰ

教育方法開発課題研究Ⅱ

教育方法開発課題研究Ⅲ

教育方法開発課題研究Ⅳ

教育方法開発実践研究Ⅰ

教育方法開発実践研究Ⅱ

共
通
科
目

学

校

改

善

と

校

内

研

修

に

関

す

る

領

域

校内研修の企画・立案と実践

教育測定（評価）と校内研修

小計（2科目）

教育政策の実施と評価

共
 

通
　
科
　
目

教

育

課

程

の

編

成

・

実

施

に

関

す

る

領

域

カリキュラム・マネジメントの理論と実践
Ⅰ

カリキュラム・マネジメントの理論と実践
Ⅱ

教

科

等

の

実

践

的

な

指

導

方

法

に

関

す

る

領

域 ICT活用とプログラミング

子ども理解にもとづく学習指導

授業研究の方法と実践

主体的・対話的で深い学びの授業づく
り（言語・社会・生活科学系）

主体的・対話的で深い学びの授業づく
り（自然・科学技術系）

主体的・対話的で深い学びの授業づく
り（芸術・スポーツ系）

特別支援教育の自立活動の授業づくり

心とからだの発達と保健

生

徒

指

導

、
教

育

相

談

に

関

す

る

領

域 発達障害児の理解と支援

教育相談の課題と支援

子どもの健康と生徒指導

特別支援学校のセンター的機能とケー
スカンファレンス

教育行財政と法規

学校運営課題研究Ⅳ

学校運営実践研究Ⅰ

学校運営実践研究Ⅱ

教材研究と授業設計

人間形成の現代的課題と学習指導

授業研究による授業改善

スクール・リーダーシップとその実践

学校危機管理論と実践演習

学校における評価マネジメント実践演
習

学校運営課題研究Ⅰ

学校運営課題研究Ⅱ

学校運営課題研究Ⅲ

専任教員等の配置

学

級

経

営

、
学

校

経

営

に

関

す

る

領

域 インクルーシブ教育の学校づくり

学校マネジメント実践演習

学級経営実践演習

学級力を高めるコミュニケーション

学

校

教

育

と

教

員

の

在

り

方

に

関

す

る

領

域

茨城の教育改革と開かれた学校づくり

教師のライフステージと資質向上

学校における多様性の受容と活用

学

級

経

営

、
学

校

経

営

に

関

す

る

領

域 インクルーシブ教育の学校づくり

学校マネジメント実践演習

学級経営実践演習

学級力を高めるコミュニケーション

学

校

教

育

と

教

員

の

在

り

方

に

関

す

る

領

域

茨城の教育改革と開かれた学校づくり

教師のライフステージと資質向上

学校における多様性の受容と活用

２　授業科目の概要

＜大学院教育学研究科　教育実践高度化専攻(P)＞

兼

任

・

兼

担

（１）－① 授業科目表

【認可時又は届出時】

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置
兼

任

・

兼

担

【令和３年度】

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数
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必

　

修

選

　

択

自

　

由

教

　

授

准

教

授

講

　

師

助

　

教

助

　

手

必

　

修

選

　

択

自

　

由

教

　

授

准

教

授

講

　

師

助

　

教

助

　

手

1前 2 1 3 1前 2 1 3

1後 2 3 1後 2 3

1後 2 1 2 1後 2 1 2

1通 2 1 4 1通 2 1 4

2通 2 1 4 2通 2 1 4

1前 2 1 5 1前 2 1 4

1前 2 1 2 1前 2 1 2

1後 2 2 1後 2 1

1前 2 2 1前 2 2

1後 2 2 1後 2 2

1通 2 1 3 1通 2 1 2

1通 2 2 1通 2 2

2通 2 1 3 2通 2 1 2

2通 2 2 2通 2 2

1前 2 1 5 1前 2 1 5

1後 2 1 2 1後 2 1 2

1後 2 3 1後 2 3

1通 2 1 5 1通 2 1 5

2通 2 1 5 2通 2 1 5

1前 2 1 7 1前 2 1 7

1前 2 1 3 1前 2 1 3

1後 2 1 4 1後 2 1 4

1通 2 1 7 1通 2 1 7

2通 2 1 7 2通 2 1 7

1後 2 1 5 1後 2 1 5

1後 2 1 2 1後 2 1 2

1前 2 3 1前 2 3

1通 2 1 5 1通 2 1 5

2通 2 1 5 2通 2 1 5

1後 2 1 5 1後 2 1 5

1前 2 1 3 1前 2 1 3

1後 2 4 1後 2 4

1通 2 1 6 1通 2 1 6

2通 2 1 6 2通 2 1 6

1後 2 1 7 1後 2 1 7

1前 2 1 3 1前 2 1 3

1後 2 1 5 1後 2 1 5

1通 2 1 7 1通 2 1 7

2通 2 1 7 2通 2 1 7

1前 2 1 5 1前 2 1 5

1後 2 1 3 1後 2 1 3

1前 2 3 1前 2 3

1通 2 1 5 1通 2 1 5

2通 2 1 5 2通 2 1 5

1前 2 1 5 1前 2 1 5

1後 2 1 2 1後 2 1 2

1前 2 3 1前 2 3

1通 2 1 5 1通 2 1 5

2通 2 1 5 2通 2 1 5

1後 2 2 1後 2 1

1後 2 2 1後 2 2

1後 2 1 2 1後 2 1 1

1通 2 1 4 1通 2 1 3

2通 2 1 4 2通 2 1 3

1前 2 1 1前 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 2 4 1後 2 2 4

2前 2 2 4 2前 2 2 4

2後 2 2 4 2後 2 2 4

1前 2 2 4

単位数 専任教員等の配置
兼

任

・

兼

担

専
　
門
　
科
　
目

英語科総合演習Ⅱ

特別支援学校の教材開発

特別支援学校の授業づくり

感覚障害児のアセスメントと支援

家庭科科目研究（人間生活分野）

家庭科科目研究（生活環境分野）

家庭科総合演習Ⅰ

家庭科総合演習Ⅱ

英語科内容総合研究

英語科科目研究（英語学）

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置
兼

任

・

兼

担

科目
区分

英語科科目研究（英語文学）

英語科総合演習Ⅰ

技術科内容総合研究

技術科科目研究（材料と加工・生物育
成）

技術科科目研究（エネルギー変換・情
報）

技術科総合演習Ⅰ

技術科総合演習Ⅱ

家庭科内容総合研究

美術科総合演習Ⅱ

体育科内容総合研究

保健体育科科目研究（保健・体育学）

保健体育科科目研究（運動学）

保健体育科総合演習Ⅰ

保健体育科総合演習Ⅱ

音楽科総合演習Ⅰ

音楽科総合演習Ⅱ

図画工作科内容総合研究

配
当
年
次

コ
ー

ス
別
科
目

専
　
門
　
科
　
目

コ
ー

ス
別
科
目

知的障害児のアセスメントと支援Ⅱ

障害児の生理機能評価と支援

特別支援教育課題発見演習

特別支援教育課題分析演習

特別支援教育課題解決演習

特別支援教育総合演習

英語科総合演習Ⅰ

英語科総合演習Ⅱ

特別支援学校の教材開発

特別支援学校の授業づくり

感覚障害児のアセスメントと支援

知的障害児のアセスメントと支援Ⅰ

家庭科科目研究（生活環境分野）（未
開講）

家庭科総合演習Ⅰ（未開講）

家庭科総合演習Ⅱ

英語科内容総合研究

英語科科目研究（英語学）

英語科科目研究（英語文学）

技術科科目研究（材料と加工・生物育
成）

技術科科目研究（エネルギー変換・情
報）

技術科総合演習Ⅰ

技術科総合演習Ⅱ

家庭科内容総合研究（未開講）

家庭科科目研究（人間生活分野）

体育科内容総合研究

保健体育科科目研究（保健・体育学）

保健体育科科目研究（運動学）

保健体育科総合演習Ⅰ

保健体育科総合演習Ⅱ

技術科内容総合研究

音楽科総合演習Ⅱ

図画工作科内容総合研究

美術科科目研究（絵画・彫刻）（未開
講）

美術科科目研究（デザイン・工芸）

美術科総合演習Ⅰ（未開講）

美術科総合演習Ⅱ

理科総合演習Ⅰ

理科総合演習Ⅱ

音楽科内容総合研究

音楽科科目研究（表現）

音楽科科目研究（鑑賞）(未開講）

音楽科総合演習Ⅰ（未開講）

数学科科目研究（解析学・統計学）

数学科総合演習Ⅰ

数学科総合演習Ⅱ

理科内容総合研究

理科科目研究（エネルギー・粒子）

理科科目研究（生命・地球）

社会科総合演習ⅠA

社会科総合演習ⅠB

社会科総合演習ⅡA

社会科総合演習ⅡB

算数科内容総合研究

数学科科目研究（代数学・幾何学）

国語科総合演習Ⅱ

社会科内容総合研究

社会科科目研究（歴史）

社会科科目研究（地理）

社会科科目研究（社会と人間）

社会科科目研究（法律と政治）

国語科内容総合研究

国語科科目研究（国語学・書写書道）

国語科科目研究（国文学・漢文学）

国語科総合演習Ⅰ

授業科目の名称

知的障害児のアセスメントと支援Ⅰ

知的障害児のアセスメントと支援Ⅱ

障害児の生理機能評価と支援

特別支援教育課題発見演習

特別支援教育課題分析演習

特別支援教育課題解決演習

美術科科目研究（絵画・彫刻）

美術科科目研究（デザイン・工芸）

美術科総合演習Ⅰ

理科科目研究（生命・地球）

理科総合演習Ⅰ

理科総合演習Ⅱ

音楽科内容総合研究

音楽科科目研究（表現）

音楽科科目研究（鑑賞）

数学科科目研究（代数学・幾何学）

数学科科目研究（解析学・統計学）

数学科総合演習Ⅰ

数学科総合演習Ⅱ

理科内容総合研究

理科科目研究（エネルギー・粒子）

社会科科目研究（法律と政治）

社会科総合演習ⅠA

社会科総合演習ⅠB

社会科総合演習ⅡA

社会科総合演習ⅡB

算数科内容総合研究

国語科総合演習Ⅰ

国語科総合演習Ⅱ

社会科内容総合研究

社会科科目研究（歴史）

社会科科目研究（地理）

社会科科目研究（社会と人間）

国語科内容総合研究

国語科科目研究（国語学・書写書道）

国語科科目研究（国文学・漢文学）
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必

　

修

選

　

択

自

　

由

教

　

授

准

教

授

講

　

師

助

　

教

助

　

手

必

　

修

選

　

択

自

　

由

教

　

授

准

教

授

講

　

師

助

　

教

助

　

手

1後 2 2 1後 2 2

1後 2 2 1後 2 2

1後 2 2 1後 2 2

1後 2 2 1後 2 2

1後 2 2 6 1後 2 2 6

2前 2 2 6 2前 2 2 6

2後 2 2 6 2後 2 2 6

- 0 180 0 16 8 0 2 0 64 - 0 182 0 17 6 0 2 0 63

1前 2 1 1 1前 2 1

1前 2 1 1 1前 2 1 1

1後 2 1 1 1後 2 1 1

1後 2 1 1 1後 2 1 1

1後 2 4 3 1 1後 2 4 3 1

1後 2 1 2 1後 2 1 2

1後 2 3 1後 2 3

1前 2 2 1前 2 2

1後 2 1 1 1後 2 1 1

1後 2 4 1後 2 4

1前 2 1 1 2 1前 2 1 1 2

1前 2 4 1前 2 4

1前 2 3 1前 2 3

1前 2 1 3 1前 2 1 3

1後 2 1 1 4 1後 2 1 1 4

1後 2 1 1 4 1後 2 1 1 4

1後 2 1 4 1後 2 1 4

1後 2 5 1後 2 5

1通 2 7 4 1 1通 2 8 3 1

- 0 38 0 12 8 0 2 0 35 - 0 38 0 13 6 0 2 0 35

1後 3 3 1 1後 3 3 1

2通 5 3 1 2通 5 3 1

1後 3 2 1 1 1後 3 2 1 1

2通 5 2 1 1 2通 5 2 1 1

1後 3 2 2 1後 3 2 2

2前 3 2 2 2前 3 2 2

2後 2 2 2 2後 2 2 2

1後 3 5 4 1 52 1通 3 6 3 1 50

2前 3 5 4 1 52 2前 3 6 3 1 50

2通 5 5 4 1 52 2通 5 6 3 1 50

1前 1 2 4 1前 1 2 4

2前 1 2 4 2前 1 2 4

1後 1 2 4 1後 1 2 4

2後 1 2 4 2後 1 2 4

1前 1 2 4 1前 1 2 4

2前 1 2 4 2前 1 2 4

2通 5 2 4 2通 5 2 4

1通 2 2 4 1通 2 2 4

2通 4 2 4 2通 4 2 4

2通 4 2 4 2通 4 2 4

1後 2 2 6 1後 2 2 6

- 0 58 0 16 8 0 2 0 62 - 0 58 0 17 6 0 3 0 60

1前 2 7 4 1 3 1前 2 7 3 2 3

1前 2 7 4 1 3 1前 2 7 3 2 3

1前 2 7 4 1 3 1前 2 7 3 2 3

1前 1 5 4 1 52 1前 1 6 3 1 50

1前 1 2 4 1前 1 2 4

1前 1 2 6 1前 1 2 6

2前 1 5 4 1 52 2前 1 6 3 1 50

2前 1 2 4 2前 1 2 4

1通 1 5 4 1 52 1通 1 6 3 1 50

専
　
門
　
科
　
目

コ
ー

ス
別
科
目

専
　
門
　
科
　
目

コ
ー

ス
別
科
目

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置
兼

任

・

兼

担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置
兼

任

・

兼

担

教材開発実習ⅡＡ(特別支援科学コー
ス）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

養護科学実習Ⅳ

小計（21科目）

コ
ー

ス
別
実
習

学校運営実習Ⅰ

学校運営実習Ⅱ

教育方法開発実習Ⅰ

教育方法開発実習Ⅱ

児童生徒支援実習

学校適応アセスメント実習

学校適応支援実習

教科領域実習Ｉ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

特別支援教育教材開発実習Ⅰ

特別支援教育教材開発実習Ⅱ

特別支援教育アセスメント実習Ⅰ

特別支援教育アセスメント実習Ⅱ

特別支援教育ケースカンファレンス実
習Ⅰ

特別支援教育ケースカンファレンス実
習Ⅱ

特別支援教育授業改善実習

養護科学実習Ⅰ

養護科学実習Ⅱ

養護科学実習Ⅲ

課題発見実習(学校運営コース)

課題発見実習(教育方法開発コース)

課題発見実習（児童生徒支援コース）

教材開発実習ⅠＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＡ(特別支援科学コー
ス）

教材開発実習ⅠＡ（養護科学コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

小計（100科目）

コ
ー

ス
間
融
合
科
目

学校を基盤としたカリキュラム開発と実
践

学習指導・学習評価の課題と方法

教育カウンセリング実践と事例研究

教育臨床問題と道徳

子ども理解と学習支援

ことばの諸相と教育

近代化と現代の生活問題

芸術の言葉

茨城に学ぶ－地域における教員の在り
方－Ⅰ

茨城に学ぶ－地域における教員の在り
方－Ⅱ

防災を含む安全に関する教育

持続可能な開発目標(SDGs)を学ぶ

課題探索演習

小計（19科目）

社会の数理

自然現象の数理

あそびに学ぶ-Communication with
Imagination-

時間と空間の表現世界

読み・書き・計算のつまずきと支援

動きにぎこちなさがみられる子どもの指
導方法

学校における医学・看護学

養護活動と健康増進科学

臨床医学特論

養護科学課題発見演習

養護科学課題分析演習

養護科学課題解決演習

健康科学と社会創造

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ(特別支援科学コー
ス）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

養護科学実習Ⅲ

養護科学実習Ⅳ

課題発見実習(学校運営コース)

課題発見実習(教育方法開発コース)

課題発見実習（児童生徒支援コース）

教材開発実習ⅠＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＡ(特別支援科学コー
ス）

教材開発実習ⅠＡ（養護科学コース）

児童生徒支援実習

学校適応アセスメント実習

学校適応支援実習

特別支援教育アセスメント実習Ⅱ

特別支援教育ケースカンファレンス実
習Ⅰ

特別支援教育ケースカンファレンス実
習Ⅱ

特別支援教育授業改善実習

養護科学実習Ⅰ

養護科学実習Ⅱ

教科領域実習Ｉ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

特別支援教育教材開発実習Ⅰ

特別支援教育教材開発実習Ⅱ

特別支援教育アセスメント実習Ⅰ

養護科学課題解決演習

小計（99科目）

コ
ー

ス
間
融
合
科
目

学校を基盤としたカリキュラム開発と実
践

学習指導・学習評価の課題と方法

教育カウンセリング実践と事例研究

教育臨床問題と道徳

子ども理解と学習支援

ことばの諸相と教育

近代化と現代の生活問題

動きにぎこちなさがみられる子どもの指
導方法

茨城に学ぶ－地域における教員の在り
方－Ⅰ

茨城に学ぶ－地域における教員の在り
方－Ⅱ

防災を含む安全に関する教育

持続可能な開発目標(SDGs)を学ぶ

課題探索演習

芸術の言葉

社会の数理

自然現象の数理

あそびに学ぶ-Communication with
Imagination-

時間と空間の表現世界

読み・書き・計算のつまずきと支援

小計（19科目）

健康科学と社会創造

学校における医学・看護学

養護活動と健康増進科学

臨床医学特論

養護科学課題発見演習

養護科学課題分析演習

教育方法開発実習Ⅰ

教育方法開発実習Ⅱ

コ
ー

ス
間
融
合
実
習

実
　
習
　
科
　
目

コ
ー

ス
間
融
合
実
習

実
　
習
　
科
　
目

小計（21科目）

コ
ー

ス
別
実
習

学校運営実習Ⅰ

学校運営実習Ⅱ
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必

　

修

選

　

択

自

　

由

教

　

授

准

教

授

講

　

師

助

　

教

助

　

手

必

　

修

選

　

択

自

　

由

教

　

授

准

教

授

講

　

師

助

　

教

助

　

手

1通 1 2 4 1通 1 2 4

1通 1 2 6 1通 1 2 6

2通 1 5 4 1 52 2通 1 6 3 1 50

2通 1 2 4 2通 1 2 4

1前 1 5 4 1 52 1前 1 6 3 1 50

1前 1 2 4 1前 1 2 4

1前 1 2 6 1前 1 2 6

小計（16科目） - 0 19 0 16 8 0 2 0 65 小計（16科目） - 0 19 0 17 6 0 3 0 63

- 6 333 0 16 8 0 2 0 70 - 6 335 0 17 6 0 3 0 71

教材開発実習ⅠＢ(特別支援科学コー
ス）

教材開発実習ⅠＢ（養護科学コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ(特別支援科学コー
ス）
子どもと大人への一次救命処置実習
（教科領域コース）（未開講）

子どもと大人への一次救命処置実習
(特別支援科学コース）（未開講）

子どもと大人への一次救命処置実習
（養護科学コース）（未開講）

授業科目の名称

合計（179科目）

子どもと大人への一次救命処置実習
（教科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習
(特別支援科学コース）

合計（178科目）

教材開発実習ⅠＢ(特別支援科学コー
ス）

教材開発実習ⅠＢ（養護科学コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ(特別支援科学コー
ス）

実
　
習
　
科
　
目

コ
ー

ス
間
融
合
実
習

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置
兼

任

・

兼

担

コ
ー

ス
間
融
合
実
習

実
　
習
　
科
　
目

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置
兼

任

・

兼

担

科目
区分

子どもと大人への一次救命処置実習
（養護科学コース）
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【学校運営コース】
○共通科目（20単位以上修得すること）
・教育課程の編成・実施に関する領域（2単位修得すること）
・教科等の実践的な指導方法に関する領域（4単位以上修得すること）
・生徒指導、教育相談に関する領域（4単位修得すること）
・学級経営、学校経営に関する領域（4単位以上修得すること）
・学校教育と教員の在り方に関する領域（4単位修得すること）
・学校改善と校内研修に関する領域（2単位修得すること）

○専門科目（18単位以上修得すること）
・コース別科目（16単位修得すること）
・コース間融合科目（2単位以上修得すること）

○実習科目（10単位修得すること）
・コース別実習（8単位修得すること）
・コース間実習（2単位修得すること）

【教育方法開発コース，児童生徒支援コース】
○共通科目（20単位以上修得すること）
・教育課程の編成・実施に関する領域（2単位修得すること）
・教科等の実践的な指導方法に関する領域（4単位以上修得すること）
・生徒指導、教育相談に関する領域（4単位修得すること）
・学級経営、学校経営に関する領域（4単位以上修得すること）
・学校教育と教員の在り方に関する領域（4単位修得すること）
・学校改善と校内研修に関する領域（2単位修得すること）

○専門科目（18単位以上修得すること）
・コース別科目（12単位修得すること）
・コース間融合科目（6単位以上修得すること）

○実習科目（10単位修得すること）
・コース別実習（8単位修得すること）
・コース間実習（2単位修得すること）

【教科領域コース】
○共通科目（18単位以上修得すること）
・教育課程の編成・実施に関する領域（2単位修得すること）
・教科等の実践的な指導方法に関する領域（4単位以上修得すること）
・生徒指導、教育相談に関する領域（4単位以上修得すること）
・学級経営、学校経営に関する領域（2単位以上修得すること）
・学校教育と教員の在り方に関する領域（2単位以上修得すること）
・学校改善と校内研修に関する領域（2単位修得すること）
※「教科等の実践的な指導方法に関する領域」、「生徒指導、教育相談に関する領域」、「学
級経営、学校経営に関する領域」及び「学校教育と教員の在り方に関する領域」から合計14単
位以上修得すること

○専門科目（20単位以上修得すること）
・コース別科目（10単位以上修得すること）
・コース間融合科目（10単位以上修得すること）

○実習科目（10単位修得すること）
学部新卒学生
・コース別実習（6単位修得すること）
・コース間実習（4単位修得すること）
現職教員学生
・コース別実習（8単位修得すること）
・コース間実習（2単位修得すること）

【特別支援科学コース】
○共通科目（18単位以上修得すること）
・教育課程の編成・実施に関する領域（2単位修得すること）
・教科等の実践的な指導方法に関する領域（2単位以上修得すること）
・生徒指導、教育相談に関する領域（6単位修得すること）
・学級経営、学校経営に関する領域（2単位以上修得すること）
・学校教育と教員の在り方に関する領域（2単位以上修得すること）
・学校改善と校内研修に関する領域（2単位修得すること）
※「教科等の実践的な指導方法に関する領域」、「学級経営、学校経営に関する領域」及び
「学校教育と教員の在り方に関する領域」から合計8単位以上修得すること

○専門科目（20単位以上修得すること）
・コース別科目（14単位以上修得すること）
・コース間融合科目（6単位以上修得すること）

○実習科目（10単位修得すること）
学部新卒学生
・コース別実習（6単位修得すること）
・コース間実習（4単位修得すること）
現職教員学生
・コース別実習（8単位修得すること）
・コース間実習（2単位修得すること）

【養護科学コース】
○共通科目（18単位以上修得すること）
・教育課程の編成・実施に関する領域（2単位修得すること）
・教科等の実践的な指導方法に関する領域（2単位以上修得すること）
・生徒指導、教育相談に関する領域（4単位以上修得すること）
・学級経営、学校経営に関する領域（2単位以上修得すること）
・学校教育と教員の在り方に関する領域（2単位以上修得すること）
・学校改善と校内研修に関する領域（2単位修得すること）
※「教科等の実践的な指導方法に関する領域」、「生徒指導、教育相談に関する領域」、「学
級経営、学校経営に関する領域」及び「学校教育と教員の在り方に関する領域」から合計14単
位以上修得すること

○専門科目（20単位以上修得すること）
・コース別科目（14単位以上修得すること）
・コース間融合科目（6単位以上修得すること）

○実習科目（10単位修得すること）
・コース別実習（8単位修得すること）
・コース間実習（2単位修得すること）

【学校運営コース】
○共通科目（20単位以上修得すること）
・教育課程の編成・実施に関する領域（2単位修得すること）
・教科等の実践的な指導方法に関する領域（4単位以上修得すること）
・生徒指導、教育相談に関する領域（4単位修得すること）
・学級経営、学校経営に関する領域（4単位以上修得すること）
・学校教育と教員の在り方に関する領域（4単位修得すること）
・学校改善と校内研修に関する領域（2単位修得すること）

○専門科目（18単位以上修得すること）
・コース別科目（16単位修得すること）
・コース間融合科目（2単位以上修得すること）

○実習科目（10単位修得すること）
・コース別実習（8単位修得すること）
・コース間実習（2単位修得すること）

【教育方法開発コース，児童生徒支援コース】
○共通科目（20単位以上修得すること）
・教育課程の編成・実施に関する領域（2単位修得すること）
・教科等の実践的な指導方法に関する領域（4単位以上修得すること）
・生徒指導、教育相談に関する領域（4単位修得すること）
・学級経営、学校経営に関する領域（4単位以上修得すること）
・学校教育と教員の在り方に関する領域（4単位修得すること）
・学校改善と校内研修に関する領域（2単位修得すること）

○専門科目（18単位以上修得すること）
・コース別科目（12単位修得すること）
・コース間融合科目（6単位以上修得すること）

○実習科目（10単位修得すること）
・コース別実習（8単位修得すること）
・コース間実習（2単位修得すること）

【教科領域コース】
○共通科目（18単位以上修得すること）
・教育課程の編成・実施に関する領域（2単位修得すること）
・教科等の実践的な指導方法に関する領域（4単位以上修得すること）
・生徒指導、教育相談に関する領域（4単位以上修得すること）
・学級経営、学校経営に関する領域（2単位以上修得すること）
・学校教育と教員の在り方に関する領域（2単位以上修得すること）
・学校改善と校内研修に関する領域（2単位修得すること）
※「教科等の実践的な指導方法に関する領域」、「生徒指導、教育相談に関する領域」、「学
級経営、学校経営に関する領域」及び「学校教育と教員の在り方に関する領域」から合計14単
位以上修得すること

○専門科目（20単位以上修得すること）
・コース別科目（10単位以上修得すること）
・コース間融合科目（10単位以上修得すること）

○実習科目（10単位修得すること）
学部新卒学生
・コース別実習（6単位修得すること）
・コース間実習（4単位修得すること）
現職教員学生
・コース別実習（8単位修得すること）
・コース間実習（2単位修得すること）

【全コース（合計48単位以上修得すること）】

（履修科目の登録の上限：44単位（年間））

【特別支援科学コース】
○共通科目（18単位以上修得すること）
・教育課程の編成・実施に関する領域（2単位修得すること）
・教科等の実践的な指導方法に関する領域（2単位以上修得すること）
・生徒指導、教育相談に関する領域（6単位修得すること）
・学級経営、学校経営に関する領域（2単位以上修得すること）
・学校教育と教員の在り方に関する領域（2単位以上修得すること）
・学校改善と校内研修に関する領域（2単位修得すること）
※「教科等の実践的な指導方法に関する領域」、「学級経営、学校経営に関する領域」及び
「学校教育と教員の在り方に関する領域」から合計8単位以上修得すること

○専門科目（20単位以上修得すること）
・コース別科目（14単位以上修得すること）
・コース間融合科目（6単位以上修得すること）

○実習科目（10単位修得すること）
学部新卒学生
・コース別実習（6単位修得すること）
・コース間実習（4単位修得すること）
現職教員学生
・コース別実習（8単位修得すること）
・コース間実習（2単位修得すること）

【養護科学コース】
○共通科目（18単位以上修得すること）
・教育課程の編成・実施に関する領域（2単位修得すること）
・教科等の実践的な指導方法に関する領域（2単位以上修得すること）
・生徒指導、教育相談に関する領域（4単位以上修得すること）
・学級経営、学校経営に関する領域（2単位以上修得すること）
・学校教育と教員の在り方に関する領域（2単位以上修得すること）
・学校改善と校内研修に関する領域（2単位修得すること）
※「教科等の実践的な指導方法に関する領域」、「生徒指導、教育相談に関する領域」、「学
級経営、学校経営に関する領域」及び「学校教育と教員の在り方に関する領域」から合計14単
位以上修得すること

○専門科目（20単位以上修得すること）
・コース別科目（14単位以上修得すること）
・コース間融合科目（6単位以上修得すること）

○実習科目（10単位修得すること）
・コース別実習（8単位修得すること）
・コース間実習（2単位修得すること）

（履修科目の登録の上限：44単位（年間））

卒業要件及び履修方法

【全コース（合計48単位以上修得すること）】

卒業要件及び履修方法
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（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・  認可申請書又は設置届出書の様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　・  各欄の作成方法は「大学の設置等に係る提出書類作成の手引き」の「教育課程等の概要」を確認してください。

　　　・ 「認可時又は届出時」には 設置認可時又は届出時の授業科目全て（兼任、兼担教員が担当する科目を含む。）を

　　　　黒字で記入してください。その上で、各年度については、認可時又は届出時から変更となっている箇所は太字の赤字としてください。

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても科目名の後ろに「（未開講）」として記入してください。

　　　・　１ページ目には認可時又は届出時と報告年度２つの表を記入してください。

　　　・　不要な年度（令和元年度開設であれば平成３０年度）の表は適宜削除してください。

　　　　（２つの表が１ページに表示されるようにしてください。）

　　　・　専門職大学等の場合、「実験、実習又は実技による授業科目」には「【※】」、「臨地実務実習」による授業科目には「【臨】」、

　　　　　「連携実務演習」による授業科目には「【連】」を授業科目の名称の右側に記入してください。

【令和３年度】

（注）・  ２（１）ー① 授業科目表に記入された各年度における変更内容（配当年次の変更、専任教員等の配置の変更、

　　　　授業科目名の変更、新規科目の追加など）を箇条書きで記入してください。変更がない年度は「特になし。」と記入してください。

　　　・　変更内容には、授業科目の未開講や廃止については記入しないでください。

　　　・　不要な年度（平成３０年度開設であれば平成２９年度）の表は適宜削除してください。

科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

（注）・　未開講科目も含めた教育課程上の授業科目数を記入するとともに、［　］内に、設置時の計画からの増減を

　　　　記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）

（１）－②授業科目表に関する変更内容

計

4 174 0 178 4 175 0 179

[　　　0] [　　１] [　　　0] [　　１]

備考
必修 選択 自由 計（Ａ） 必修 選択 自由

設置時の計画 変更状況

　　　　 　　　　

（２） 授業科目数

・昇進により、「カリキュラム・マネジメントの理論と実践Ⅱ」の教員配置を「教授３」から「教授４」に、「准教授２」から「准教授１」に変更。
・昇進により、「ICT活用とプログラミング」の教員配置を「教授０」から「教授１」に、「准教授１」から「准教授０」に変更。
・退職により、「校内研修の企画・立案と実践」の教員配置を「准教授２」から「准教授１」に変更。
・昇進により、「教育測定（評価）と校内研修」の教員配置を「教授０」から「教授１」に、「准教授１」から「准教授０」に変更。
・退職により、「教育政策の実施と評価」の教員配置を「准教授１」から「准教授０」に、「兼任・兼担０」から「兼任・兼担１」に変更。
・退職により、「教育行財政と法規」の教員配置を「准教授１」から「准教授０」に、「兼任・兼担０」から「兼任・兼担１」に変更。
・退職により、「学校危機管理論と実践演習」の教員配置を「准教授１」から「准教授０」に、「兼任・兼担０」から「兼任・兼担１」に変更。
・退職により、「学校運営課題研究Ⅰ」の教員配置を「准教授１」から「准教授０」に変更。
・退職により、「学校運営課題研究Ⅱ」の教員配置を「准教授１」から「准教授０」に変更。
・退職により、「学校運営課題研究Ⅲ」の教員配置を「准教授１」から「准教授０」に変更。
・退職により、「学校運営課題研究Ⅳ」の教員配置を「准教授１」から「准教授０」に変更。
・退職により、「学校運営実践研究Ⅰ」の教員配置を「准教授１」から「准教授０」に変更。
・退職により、「学校運営実践研究Ⅱ」の教員配置を「准教授１」から「准教授０」に変更。
・サバティカルにより、「社会科内容総合研究」の教員配置を「兼任・兼担５」から「兼任・兼担４」に変更。
・サバティカルにより、「社会科科目研究（地理）」の教員配置を「兼任・兼担２」から「兼任・兼担１」に変更。
・サバティカルにより、「社会科総合演習ⅠA」の教員配置を「兼任・兼担３」から「兼任・兼担２」に変更。
・サバティカルにより、「社会科総合演習ⅡA」の教員配置を「兼任・兼担３」から「兼任・兼担２」に変更。
・昇進により、「技術科内容総合研究」の教員配置を「教授０」から「教授１」に、「准教授１」から「准教授０」に変更。
・昇進により、「技術科科目研究（材料と加工・生物育成）」の教員配置を「教授０」から「教授１」に、「准教授１」から「准教授０」に変更。
・昇進により、「技術科総合演習Ⅰ」の教員配置を「教授０」から「教授１」に、「准教授１」から「准教授０」に変更。
・昇進により、「技術科総合演習Ⅱ」の教員配置を「教授０」から「教授１」に、「准教授１」から「准教授０」に変更。
・退職により、「英語科内容総合研究」の教員配置を「兼任・兼担２」から「兼任・兼担１」に変更。
・退職により、「英語科科目研究（英語文学）」の教員配置を「兼任・兼担２」から「兼任・兼担１」に変更。
・退職により、「英語科総合演習Ⅰ」の教員配置を「兼任・兼担４」から「兼任・兼担３」に変更。
・退職により、「英語科総合演習Ⅱ」の教員配置を「兼任・兼担４」から「兼任・兼担３」に変更。
・授業科目の充実を図るため、授業科目「特別支援教育総合演習」を追加。
・退職により、「学校を基盤としたカリキュラム開発と実践」の教員配置を「准教授１」から「准教授０」に変更。
・昇進により、「防災を含む安全に関する教育」の教員配置を「教授０」から「教授１」に、「准教授１」から「准教授０」に変更。
・昇進により、「課題探索演習」の教員配置を「教授７」から「教授８」に、「准教授４」から「准教授３」に変更。
・退職及び採用により、「学校運営実習Ⅰ」の教員配置を「准教授１」から「准教授０」に、「助教０」から「助教１」に変更。
・退職及び採用により、「学校運営実習Ⅱ」の教員配置を「准教授１」から「准教授０」に、「助教０」から「助教１」に変更。
・教育効果向上のため、「教科領域実習Ｉ」の配当年次を「１後」から「１通」に変更。
・昇進、サバティカル及び退職により、「教科領域実習Ｉ」の教員配置を「教授５」から「教授６」に、「准教授４」から「准教授３」に、「兼任・兼担５２」から「兼任・兼担
５０」に変更。
・昇進、サバティカル及び退職により、「教科領域実習Ⅱ」の教員配置を「教授５」から「教授６」に、「准教授４」から「准教授３」に、「兼任・兼担５２」から「兼任・兼担
５０」に変更。
・昇進、サバティカル及び退職により、「教科領域実習Ⅲ」の教員配置を「教授５」から「教授６」に、「准教授４」から「准教授３」に、「兼任・兼担５２」から「兼任・兼担
５０」に変更。
・退職及び採用により、「課題発見実習(学校運営コース)」の教員配置を「准教授４」から「准教授３」に、「助教１」から「助教２」に変更。
・退職及び採用により、「課題発見実習(教育方法開発コース)」の教員配置を「准教授４」から「准教授３」に、「助教１」から「助教２」に変更。
・退職及び採用により、「課題発見実習（児童生徒支援コース）」の教員配置を「准教授４」から「准教授３」に、「助教１」から「助教２」に変更。
・昇進、サバティカル及び退職により、「教材開発実習ⅠＡ（教科領域コース）」の教員配置を「教授５」から「教授６」に、「准教授４」から「准教授３」に、「兼任・兼担５
２」から「兼任・兼担５０」に変更。
・昇進、サバティカル及び退職により、「教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）」の教員配置を「教授５」から「教授６」に、「准教授４」から「准教授３」に、「兼任・兼担５
２」から「兼任・兼担５０」に変更。
・昇進、サバティカル及び退職により、「教材開発実習ⅠＢ(特別支援科学コース）」の教員配置を「教授５」から「教授６」に、「准教授４」から「准教授３」に、「兼任・兼
担５２」から「兼任・兼担５０」に変更。
・昇進、サバティカル及び退職により、「教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）」の教員配置を「教授５」から「教授６」に、「准教授４」から「准教授３」に、「兼任・兼担５
２」から「兼任・兼担５０」に変更。
・昇進、サバティカル及び退職により、「子どもと大人への一次救命処置実習（教科領域コース）」の教員配置を「教授５」から「教授６」に、「准教授４」から「准教授３」
に、「兼任・兼担５２」から「兼任・兼担５０」に変更。
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番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 共通・実習・その他 必修・選択

１

２

３

（注）・　配当年次に達しているにも関わらず、何らかの理由で未開講となっている授業科目について記入して

　　　　ください。なお、理由については可能な限り具体的に記入してください。

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目については記入しないでください。

　　　・　教職大学院の場合は、「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 共通・実習・その他 必修・選択

１

２

３

（注）・　設置時の計画にあり、何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について記入して

　　　　ください。なお、理由については可能な限り具体的に記入してください。

（注）・　授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する大学の所見、

　　　　学生への周知方法、今後の方針などを可能な限り具体的に記入してください。

（６） 「設置時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

0

178

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

　　　・　「未開講科目と廃止科目の計」が、「（３）未開講科目」と「（４）廃止科目」の合計数となるように
　　　　留意してください。

　　　　ください。

＝ 0 ％
未開講科目（３）と廃止科目（４）の計

設置時の計画の授業科目数の計（Ａ）
＝

（３） 未開講科目　　「該当無し」

未開講の理由，代替措置の有無

　　　　ください。

　　　・　専門職大学等の場合は、「一般・専門」を「基礎、展開、職業専門、総合」と修正して記入して

　　　　「該当無し」

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」　

（４） 廃止科目　　「該当無し」

　　　・　教職大学院の場合は、「一般・専門」を「共通・実習・その他」として記入してください。

廃止の理由，代替措置の有無

　　　・　専門職大学等の場合は、「一般・専門」を「基礎、展開、職業専門、総合」と修正して記入して
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備考

大学全体

大学全体
不算入用地見直し(3)
△2,008

３　施設・設備の整備状況，経費

区　　　　　分 内　　　　　　　　　　　　　　　　　容

(１) 区　　 分 専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計

0㎡ 63,287㎡　74,277㎡

小　　　計 365,948㎡　386,308㎡ 0㎡ 0㎡ 365,948㎡　386,308㎡

不算入用地見直し(3)
577㎡

校
　
　
地
　
　
等

校 舎 敷 地 302,661㎡　312,031㎡ 0㎡ 0㎡ 302,661㎡　312,031㎡

運動場用地 63,287㎡　74,277㎡ 0㎡

そ　の　他 445,442㎡　424,505㎡ 0㎡ 0㎡ 445,442㎡　424,505㎡

合　　　計 811,390㎡　810,813㎡ 0㎡ 0㎡ 811,390㎡　810,813㎡

(２) 校　　　　　舎

専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計

50室 38室

不算入用地見直し(3)
△4,105㎡143,350㎡　147,455㎡ 0㎡ 0㎡ 143,350㎡　147,455㎡

（　　　147,455㎡） （　　　　　　0㎡） （　　　　　　0㎡） （　　147,455㎡）

(４) 専任教員研究室
新設学部等の名称 室　　　　　　数

教育学研究科教育実践高度化専攻 26 室

17室
室 室

（補助職員　　人） （補助職員　　人）

(３) 教　　室　　等

講　義　室 演　習　室 実験実習室 情報処理学習施設 語学学習施設

機械・器具 標　　本

研究科単位での特定不
能なため、大学全体の
数

【図書及び視聴覚資
料】
新規購入による増加及
び除却による減少のた
め

【学術雑誌】
新規購入による増加及
び購入タイトル見直し
による減少のため

(５) 〔うち外国書〕 〔うち外国書〕 電子ジャーナル

図
書
・
設
備

冊 種

　

新設学部等
の名称

図　　書 学術雑誌
視聴覚資料

〔うち外国書〕 点

計

1,014,952〔283,436〕
1,009,497〔283,199〕

16,468〔4,707〕
17,414〔5,688〕

2,608〔2,604〕
2,519〔2,516〕

3,193
2,761

点 点

教育学研究科
教育実践高度化
専攻

1,014,952〔283,436〕
1,009,497〔283,199〕

16,468〔4,707〕
17,414〔5,688〕

2,608〔2,604〕
2,519〔2,516〕

3,193
2,761

0 0

(1,014,952〔283,436〕)
(1,009,497〔283,199〕)

0 0

(1,014,952〔283,436〕)
(1,009,497〔283,199〕)

(16,468〔4,707〕)
(17,414〔5,688〕)

(2,608〔2,604〕)
(2,519〔2,516〕)

(3,193)
(2,761)

(0) （0）

(16,468〔4,707〕)
(17,414〔5,688〕)

(2,608〔2,604〕)
(2,519〔2,516〕)

(3,193)
(2,761)

(0) （0）

(７) 体　　育　　館

面　　　　　積 体育館以外のスポーツ施設の概要

3,687㎡　5,695㎡ 武 道 場 武 道 館

(６) 図　　書　　館
面　　　　　積 閲 覧 座 席 数 収 納 可 能 冊 数

11,986㎡ 865 952,000

開設前年度 開設年度 完成年度

(８) 教員１人当り研究費等 千円 千円 図書購入費 千円 千円
経費
の見
積り

区　　　　分 開設年度 完成年度 区　　分

経費の見
積り及び
維持方法
の 概 要

共 同 研 究 費 等 千円 千円 設備購入費 千円 千円 千円

学生１人当り
納付金

千円 千円

第１年次 第２年次 第３年次 第４年次 第５年次 第６年次

千円

　　　　を併せて提出してください。

　　　　　なお、昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については、黒字で記入してください。

　　　・　国立大学については「（８）経費の見積り及び維持方法の概要」は記載不要です。

　　　・　運動場用地が校舎敷地と別地にある場合は、その旨（所要時間・距離等）を「備考」に記入してください。

　　　・　「(５)図書・設備」については、上段に完成年度の予定数値を、下段には令和３年５月１日現在の数値を記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更のあったものについては、変更部分を赤字で見え消し修正するとともに、

　　　　その理由及び報告年度「（２）」を「備考」に赤字で記入してください。

　　　　　なお、昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については、見え消しのまま黒字にしてください。

　　　・　校舎等建物の計画の変更（校舎又は体育館の総面積の減少、建築計画の遅延）がある場合には、「建築等設置計画変更書」

学生納付金以外の維持方法の概要

（注）・　設置時の計画を、申請書の様式第２号（その１の１）に準じて作成してください。（複数のキャンパスに分かれている場合、　　　　

　　　　複数の様式に分ける必要はありません。なお、「（１）校地等」及び「（２）校舎」は大学全体の数字を、その他の

　　　　項目はＡＣ対象学部等の数値を記入してください。）

千円 千円 千円 千円

12



４．既設大学等の状況

大 学 の 名 称 学生募集停止学科数 27
平均入学定員超
過率1.3倍以上の
学科等数

2 備　　考

年 人 年次 人 倍 倍 年度 年度 年度

人

人文社会科学部 4 360 - 1,440 - 1.02 1.03 - 平成29 -

　現代社会学科 4 130 - 520 学士
（現代社会学）

1.04 1.02 - 平成29 茨城県水戸市文京2-1-1

　法律経済学科 4 120 - 480 学士
（社会科学）

1.03 1.04 - 平成29 同上

　人間文化学科 4 110 - 440 学士
（人文科学）

1.01 1.03 - 平成29 同上

人文学部 4 - - - - - - - 昭和42 同上

　人文コミュニケーション学科 4 - - - 学士
（人文科学）

- - - 平成18 同上 平成29年度より学生募集停止

　社会科学科 4 - - - 学士
（社会科学）

- - - 昭和50 同上 平成29年度より学生募集停止

教育学部 4 275 - 1,100 - 1.03 1.02 - 昭和24 -

　学校教育教員養成課程 4 240 - 960 学士
（教育学）

1.04 1.03 - 平成8 茨城県水戸市文京2-1-1

　養護教諭養成課程 4 35 - 140 学士
（教育学）

1.01 1.00 - 昭和50 同上

　情報文化課程 4 - - - 学士
（教養）

- - - 平成元 同上 平成29年度より学生募集停止

　人間環境教育課程 4 - - - 学士
（教養）

- - - 平成11 同上 平成29年度より学生募集停止

理学部 - 205
3年次

4
828 - 1.06 1.06 - 昭和42 -

　理学科 4 205
3年次

4
828 学士

（理学）
1.06 1.06 - 平成17 茨城県水戸市文京2-1-1

工学部 4 545
3年次

20
2,220 - 1.02 1.02 - 昭和24 -

　機械システム工学科(昼) 4 130
3年次

6
532 学士

（工学）
1.02 1.02 - 平成30 茨城県日立市中成沢町4-12-1

　機械システム工学科(夜) 4 40 - 160 学士
（工学）

1.04 1.07 - 平成30 同上

　電気電子システム工学科 4 125
3年次

5
510 学士

（工学）
1.02 1.02 - 平成30 同上

　物質科学工学科 4 110
3年次

3
446 学士

（工学）
1.00 1.02 - 平成30 同上

　情報工学科 4 80
3年次

4
328 学士

（工学）
1.02 1.02 - 平成30 同上

　都市システム工学科 4 60
3年次

2
244 学士

（工学）
1.06 1.03 - 平成30 同上

　機械工学科 4 - - - 学士
（工学）

- - - 平成2 同上 平成30年度より学生募集停止

　生体分子機能工学科 4 - - - 学士
（工学）

- - - 平成17 同上 平成30年度より学生募集停止

　マテリアル工学科 4 - - - 学士
（工学）

- - - 平成17 同上 平成30年度より学生募集停止

　電気電子工学科 4 - - - 学士
（工学）

- - - 平成2 同上 平成30年度より学生募集停止

　情報工学科 4 - - - 学士
（工学）

- - - 平成2 同上 平成30年度より学生募集停止

　都市システム工学科 4 - - - 学士
（工学）

- - - 平成2 同上 平成30年度より学生募集停止

　メディア通信工学科 4 - - - 学士
（工学）

- - - 平成8 同上 平成30年度より学生募集停止

　知能システム工学科 4 - - - 学士
（工学）

- - - 平成17 同上 平成30年度より学生募集停止

　知能システム工学科(B) 4 - - - 学士
（工学）

- - - 平成17 同上 平成30年度より学生募集停止

農学部 4 160
3年次

10
660 - 1.04 1.05 - 昭和27 -

　食生命科学科 4 80
3年次

5
330 学士

（農学）
1.03 1.02 - 平成29 茨城県稲敷郡阿見町中央3-21-1

　地域総合農学科 4 80
3年次

5
330 学士

（農学）
1.04 1.07 - 平成29 同上

　生物生産科学科 4 - - - 学士
（農学）

- - - 平成12 同上 平成29年度より学生募集停止

　資源生物科学科 4 - - - 学士
（農学）

- - - 昭和62 同上 平成29年度より学生募集停止

　地域環境科学科 4 - - - 学士
（農学）

- - - 平成12 同上 平成29年度より学生募集停止

大学全体（学部） - 1,545 34 6,248 - 1.03 1.03 - - -

　茨　城　大　学

既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

平均入学
定員

超過率

令和3年度
入学定員
超過率

定員変更
年度

（AC期間の
学科のみ）

開設
年度

所　在　地
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人文社会科学研究科 2 31 - 62 - 0.58 0.58 - 平成29 -

　人文科学専攻 2 17 - 34 修士
（学術）

0.64 0.64 - 令和3 茨城県水戸市文京2-1-1

　社会科学専攻 2 14 - 28 修士
（学術）

0.50 0.50 - 令和3 同上

　文化科学専攻 2 - - - 修士
（学術）

- - - 平成21 同上 令和3年度より学生募集停止

　社会科学専攻 2 - - - 修士
（学術）

- - - 平成26 同上 令和3年度より学生募集停止

教育学研究科 2 43 - 86 - 0.93 0.93 - 昭和63 -

　教育実践高度化専攻 2 43 - 86 教職修士
（専門職）

0.93 0.93 - 令和3 茨城県水戸市文京2-1-1

　障害児教育専攻 2 - - - 修士
（教育学）

- - - 昭和63 同上 令和3年度より学生募集停止

　教科教育専攻 2 - - - 修士
（教育学）

- - - 昭和63 同上 令和3年度より学生募集停止

　養護教育専攻 2 - - - 修士
（教育学）

- - - 平成9 同上 令和3年度より学生募集停止

　学校臨床心理専攻 2 - - - 修士
（教育学）

- - - 平成13 同上 令和3年度より学生募集停止

　教育実践高度化専攻 2 - - - 教職修士
（専門職）

- - - 平成28 同上 令和3年度より学生募集停止

理工学研究科 2 348 - 696 1.20 1.27 - 平成7 -

（博士前期課程）

　量子線科学専攻 2 102 - 204 修士（理学）

修士（工学） 1.05 1.15 - 平成28
茨城県水戸市文京2-1-1
茨城県日立市中成沢町4-
12-1

　理学専攻 2 45 - 90 修士
（理学）

1.29 1.35 - 平成21 茨城県水戸市文京2-1-1

　機械システム工学専攻 2 86 - 172 修士
（工学）

1.21 1.15 - 平成30 茨城県日立市中成沢町4-12-1

　電気電子システム工学専攻 2 58 - 116 修士
（工学）

1.10 1.08 - 平成30 同上

　情報工学専攻 2 30 - 60 修士
（工学）

1.64 2.06 - 平成30 同上

　都市システム工学専攻 2 27 - 54 修士
（工学）

1.31 1.55 - 平成30 同上

農学研究科 - 48 - 96 修士
（農学）

0.90 0.87 - 昭和45 -

　農学専攻 2 48 - 96 修士
（農学）

0.90 0.87 - 平成29 茨城県稲敷郡阿見町中央3-21-1

　地域環境科学専攻 2 - - - 修士
（農学）

- - - 平成16 同上 平成29年度より学生募集停止

大学全体（大学院） - 470 - 940 1.11 1.15 - - -

理工学研究科 3 38 - 114
博士（理学）

博士（工学）

博士（学術）
0.56 0.63 - 平成7 -

（博士後期課程）

　量子線科学専攻 3 20 - 60
博士（理学）

博士（工学）

博士（学術）
0.45 0.40 - 平成28

茨城県水戸市文京2-1-1
茨城県日立市中成沢町4-
12-1

　複雑系システム科学専攻 3 10 - 30
博士（理学）

博士（工学）

博士（学術）
0.60 0.70 - 平成28 同上

　社会インフラシステム科学専攻 3 8 - 24
博士（理学）

博士（工学）

博士（学術）
0.79 1.12 - 平成28 同上

　生産科学専攻 3 - - -
博士（理学）

博士（工学）

博士（学術）
- - - 平成7 茨城県日立市中成沢町4-12-1 平成28年度より学生募集停止

　情報・システム科学専攻 3 - - -
博士（理学）

博士（工学）

博士（学術）
- - - 平成7 同上 平成28年度より学生募集停止

　宇宙地球システム科学専攻 3 - - -
博士（理学）

博士（工学）

博士（学術）
- - - 平成7 茨城県水戸市文京2-1-1 平成28年度より学生募集停止

大学全体（大学院（博士後期）） - 38 - 114 0.56 0.63 - - -

（注）・本調査の対象となっている大学等の設置者が既に設置している全ての大学（大学院含む）、短期大学及び

　　　　高等専門学校についてそれぞれの学校ごとに、報告年度の５月１日現在の状況を記入してください。

　　　　（専攻科及び別科を除く）。なお、調査対象の学科等が設置されている大学から順に記載してください

　　　・学部の学科または研究科の専攻等、「入学定員を定めている組織」ごとに全ての組織を記入してください。

　　　　※「入学定員を定めている組織」ごとには、課程認定等によりコース・専攻に入学定員を定めている

　　　　　場合を含めます。履修上の区分としてコース・専攻を設けている場合は含めません。

　　　・本年度ＡＣ対象となる学部等については、必ず下線を引いてください。

　　　・「平均入学定員超過率」には、報告年度（令和３年度）から起算した修業年限に相当する期間の

　　　　入学定員超過率の平均を記載してください。

　　　・「備考」の欄については、学年進行中の入学定員の増減や学生募集停止など、収容定員に影響のある情報を

　　　　記入してください。
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【認可時又は届出時】 【令和３年度】

三輪　壽二
（59）

＜令和３年４月＞
教育学修士

課題発見実習(教育方法開発コース)

課題発見実習（児童生徒支援コース）

専 教授

教育相談の課題と支援

学校不適応問題への理解と対応

児童生徒支援課題研究Ⅰ

児童生徒支援課題研究Ⅱ

児童生徒支援課題研究Ⅲ

児童生徒支援課題研究Ⅳ

児童生徒支援実践研究Ⅰ

児童生徒支援実践研究Ⅱ

子ども理解と学習支援

児童生徒支援実習

学校適応アセスメント実習

学校適応支援実習

課題発見実習(学校運営コース)

課題発見実習(教育方法開発コース)

課題発見実習（児童生徒支援コース）

専 教授

三輪　壽二
（59）

＜令和３年４月＞
教育学修士

教育相談の課題と支援

学校不適応問題への理解と対応

児童生徒支援課題研究Ⅰ

児童生徒支援課題研究Ⅱ

児童生徒支援課題研究Ⅲ

児童生徒支援課題研究Ⅳ

学校適応アセスメント実習

学校適応支援実習

課題発見実習(学校運営コース)

課題発見実習(教育方法開発コース)

課題発見実習（児童生徒支援コース）

児童生徒支援実践研究Ⅰ

児童生徒支援実践研究Ⅱ

子ども理解と学習支援

児童生徒支援実習

５　教員組織の状況

＜大学院教育学研究科　教育実践高度化専攻＞

（１）ー① 担当教員表

の別　 の別　

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名 担当授業科目名

職名

専 教授

生越　達
（61）

＜令和３年４月＞
教育学修士※

専 教授

生越　達
（61）

＜令和３年４月＞
教育学修士※

子ども理解にもとづく学習指導

教育方法開発実践研究Ⅱ

課題発見実習(学校運営コース)

課題発見実習(教育方法開発コース)

課題発見実習（児童生徒支援コース）

子ども理解と学習支援

教育方法開発実習Ⅰ

教育方法開発実習Ⅱ

人間形成の現代的課題と学習指導

教育方法開発課題研究Ⅰ

教育方法開発課題研究Ⅱ

教育方法開発課題研究Ⅲ

教育方法開発課題研究Ⅳ

教育方法開発実践研究Ⅰ

子ども理解にもとづく学習指導

人間形成の現代的課題と学習指導

教育方法開発課題研究Ⅰ

教育方法開発課題研究Ⅱ

教育方法開発課題研究Ⅲ

教育方法開発課題研究Ⅳ

教育方法開発実践研究Ⅰ

教育方法開発実践研究Ⅱ

子ども理解と学習支援

教育方法開発実習Ⅰ

教育方法開発実習Ⅱ

課題発見実習(学校運営コース)

15



の別　 の別　

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名 担当授業科目名

職名

専 教授

加藤　崇英
（50）

＜令和３年４月＞
修士（教育学）※

学校マネジメント実践演習

茨城の教育改革と開かれた学校づくり

校内研修の企画・立案と実践

スクール・リーダーシップとその実践

学校における評価マネジメント実践演習

学校運営課題研究Ⅰ

学校運営課題研究Ⅱ

学校運営課題研究Ⅲ

学校運営課題研究Ⅳ

学校運営実践研究Ⅰ

学校運営実践研究Ⅱ

学校運営実習Ⅰ

学校運営実習Ⅱ

課題発見実習(学校運営コース)

課題発見実習（児童生徒支援コース）

専 教授

渡部　玲二郎
（56）

＜令和３年４月＞
博士（心理学）

学級経営実践演習

学級集団づくりとソーシャルスキル教育
の実践法

児童生徒支援課題研究Ⅰ

児童生徒支援課題研究Ⅱ

児童生徒支援課題研究Ⅲ

児童生徒支援課題研究Ⅳ

児童生徒支援実践研究Ⅰ

児童生徒支援実践研究Ⅱ

子ども理解と学習支援

児童生徒支援実習

学校適応アセスメント実習

学校適応支援実習

課題発見実習(学校運営コース)

課題発見実習(教育方法開発コース)

課題発見実習（児童生徒支援コース）

学校運営実践研究Ⅰ

学校運営実践研究Ⅱ

学校運営実習Ⅰ

学校運営実習Ⅱ

課題発見実習(教育方法開発コース)

課題発見実習（児童生徒支援コース）

課題発見実習(学校運営コース)

専 教授

渡部　玲二郎
（56）

＜令和３年４月＞
博士（心理学）

学級経営実践演習

学級集団づくりとソーシャルスキル教育
の実践法

児童生徒支援課題研究Ⅰ

児童生徒支援課題研究Ⅱ

児童生徒支援課題研究Ⅲ

児童生徒支援課題研究Ⅳ

児童生徒支援実践研究Ⅰ

児童生徒支援実践研究Ⅱ

子ども理解と学習支援

児童生徒支援実習

学校適応アセスメント実習

学校適応支援実習

課題発見実習(学校運営コース)

課題発見実習(教育方法開発コース)

課題発見実習（児童生徒支援コース）

加藤　崇英
（50）

＜令和３年４月＞
修士（教育学）※

課題発見実習(教育方法開発コース)

教授

学校マネジメント実践演習

茨城の教育改革と開かれた学校づくり

校内研修の企画・立案と実践

スクール・リーダーシップとその実践

学校における評価マネジメント実践演習

学校運営課題研究Ⅰ

学校運営課題研究Ⅱ

学校運営課題研究Ⅲ

学校運営課題研究Ⅳ

専
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の別　 の別　

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名 担当授業科目名

職名

専 教授

吉野　聡
（53）

＜令和３年４月＞
修士（体育学）

主体的・対話的で深い学びの授業づくり
（芸術・スポーツ系）

体育科内容総合研究

保健体育科科目研究（保健・体育学）

保健体育科科目研究（運動学）

保健体育科総合演習Ⅰ

保健体育科総合演習Ⅱ

課題探索演習

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）

専 教授

千葉(小酒井)真由美
（50）

＜令和３年４月＞
博士（学術）

社会科内容総合研究

社会科科目研究（歴史）

社会科総合演習ⅠＡ

社会科総合演習ⅡＡ

ことばの諸相と教育

社会の数理

茨城に学ぶ－地域における教員の在り方
－Ⅰ

茨城に学ぶ－地域における教員の在り方
－Ⅱ

課題探索演習

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）

専 教授

吉野　聡
（53）

＜令和３年４月＞
修士（体育学）

主体的・対話的で深い学びの授業づくり
（芸術・スポーツ系）

体育科内容総合研究

保健体育科科目研究（保健・体育学）

保健体育科科目研究（運動学）

保健体育科総合演習Ⅰ

保健体育科総合演習Ⅱ

課題探索演習

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）

専 教授

社会科内容総合研究

社会科科目研究（歴史）

社会科総合演習ⅠＡ

社会科総合演習ⅡＡ

ことばの諸相と教育

社会の数理

茨城に学ぶ－地域における教員の在り方
－Ⅰ

茨城に学ぶ－地域における教員の在り方
－Ⅱ

課題探索演習

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

千葉(小酒井)真由美
（50）

＜令和３年４月＞
博士（学術）
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の別　 の別　

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名 担当授業科目名

職名

専 教授

小林　英美
（53）

＜令和３年４月＞
博士（学術）

英語科科目研究（英語文学）

英語科総合演習Ⅰ

英語科総合演習Ⅱ

あそびに学ぶ-Communication with
Imagination-

課題探索演習

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）

専 教授

佐藤（大西）裕紀子
（53）

＜令和３年４月＞
博士（学術）

学校における多様性の受容と活用

家庭科内容総合研究

家庭科科目研究（人間生活分野）

家庭科総合演習Ⅰ

家庭科総合演習Ⅱ

課題探索演習

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）

専 教授

小林　英美
（53）

＜令和３年４月＞
博士（学術）

英語科科目研究（英語文学）

英語科総合演習Ⅰ

英語科総合演習Ⅱ

あそびに学ぶ-Communication with
Imagination-

課題探索演習

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）

専 教授

佐藤（大西）裕紀子
（53）

＜令和３年４月＞
博士（学術）

学校における多様性の受容と活用

家庭科内容総合研究

家庭科科目研究（人間生活分野）

家庭科総合演習Ⅰ

家庭科総合演習Ⅱ

課題探索演習

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）
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の別　 の別　

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名 担当授業科目名

職名

障害児の生理機能評価と支援

特別支援教育課題発見演習

特別支援教育課題分析演習

特別支援教育課題解決演習

動きにぎこちなさがみられる子どもの指
導方法

特別支援教育教材開発実習Ⅰ

特別支援教育教材開発実習Ⅱ

特別支援教育アセスメント実習Ⅰ

特別支援教育アセスメント実習Ⅱ

特別支援教育ケースカンファレンス実習
Ⅰ
特別支援教育ケースカンファレンス実習
Ⅱ

特別支援教育授業改善実習

教材開発実習ＩＡ（特別支援科学コー
ス）
教材開発実習ⅡＡ（特別支援科学コー
ス）
教材開発実習ⅠＢ（特別支援科学コー
ス）
教材開発実習ⅡＢ（特別支援科学コー
ス）

子どもと大人への一次救命処置実習（特
別支援科学コース）

勝二　博亮
（50）

＜令和３年４月＞
博士（教育学）

勝二　博亮
（50）

＜令和３年４月＞
博士（教育学）

障害児の生理機能評価と支援

特別支援教育課題発見演習

特別支援教育課題分析演習

特別支援教育課題解決演習

動きにぎこちなさがみられる子どもの指
導方法

特別支援教育教材開発実習Ⅰ

特別支援教育教材開発実習Ⅱ

特別支援教育アセスメント実習Ⅰ

特別支援教育アセスメント実習Ⅱ

特別支援教育ケースカンファレンス実習
Ⅰ
特別支援教育ケースカンファレンス実習
Ⅱ

特別支援教育授業改善実習

教材開発実習ＩＡ（特別支援科学コー
ス）
教材開発実習ⅡＡ（特別支援科学コー
ス）

教材開発実習ⅡＢ（特別支援科学コー
ス）

子どもと大人への一次救命処置実習（特
別支援科学コース）

教材開発実習ⅠＢ（特別支援科学コー
ス）

専 教授 専 教授

特別支援教育総合演習
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の別　 の別　

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名 担当授業科目名

職名

教材開発実習ⅡＡ（特別支援科学コー
ス）
教材開発実習ⅠＢ（特別支援科学コー
ス）
教材開発実習ⅡＢ（特別支援科学コー
ス）

子どもと大人への一次救命処置実習（特
別支援科学コース）

新井　英靖
（48）

＜令和３年４月＞
博士（教育学）

カリキュラム・マネジメントの理論と実
践Ⅱ

特別支援教育の自立活動の授業づくり

特別支援学校の教材開発

特別支援学校の授業づくり

特別支援教育課題発見演習

特別支援教育課題分析演習

特別支援教育課題解決演習

特別支援教育教材開発実習Ⅰ

特別支援教育教材開発実習Ⅱ

特別支援教育アセスメント実習Ⅰ

特別支援教育アセスメント実習Ⅱ

特別支援教育ケースカンファレンス実習
Ⅰ
特別支援教育ケースカンファレンス実習
Ⅱ

特別支援教育授業改善実習

課題探索演習

教材開発実習ＩＡ（特別支援科学コー
ス）

特別支援教育の自立活動の授業づくり

特別支援学校の教材開発

特別支援学校の授業づくり

特別支援教育課題発見演習

特別支援教育課題分析演習

特別支援教育課題解決演習

特別支援教育教材開発実習Ⅰ

特別支援教育教材開発実習Ⅱ

特別支援教育アセスメント実習Ⅰ

特別支援教育アセスメント実習Ⅱ

特別支援教育授業改善実習

課題探索演習

子どもと大人への一次救命処置実習（特
別支援科学コース）

特別支援教育ケースカンファレンス実習
Ⅰ
特別支援教育ケースカンファレンス実習
Ⅱ

教材開発実習ＩＡ（特別支援科学コー
ス）
教材開発実習ⅡＡ（特別支援科学コー
ス）
教材開発実習ⅠＢ（特別支援科学コー
ス）
教材開発実習ⅡＢ（特別支援科学コー
ス）

新井　英靖
（48）

＜令和３年４月＞
博士（教育学）

カリキュラム・マネジメントの理論と実
践Ⅱ

専 教授 専 教授

特別支援教育総合演習
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の別　 の別　

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名 担当授業科目名

職名

専 教授

石原　研治
（49）

＜令和３年４月＞
博士（薬学）

子どもの健康と生徒指導

健康科学と社会創造

養護科学課題発見演習

養護科学課題分析演習

養護科学課題解決演習

養護科学実習Ⅰ

養護科学実習Ⅱ

養護科学実習Ⅲ

養護科学実習Ⅳ

課題探索演習

教材開発実習ⅠＡ（養護科学コース）

教材開発実習ⅠＢ（養護科学コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（養
護科学コース）

専 教授

瀧澤　利行
（58）

＜令和３年４月＞
博士（教育学）
博士（医学）

カリキュラム・マネジメントの理論と実
践Ⅱ

子どもの健康と生徒指導

健康科学と社会創造

養護科学課題発見演習

養護科学課題分析演習

養護科学課題解決演習

養護科学実習Ⅰ

養護科学実習Ⅱ

養護科学実習Ⅲ

養護科学実習Ⅳ

教材開発実習ⅠＡ（養護科学コース）

教材開発実習ⅠＢ（養護科学コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（養
護科学コース）

瀧澤　利行
（58）

＜令和３年４月＞
博士（教育学）
博士（医学）

教授

石原　研治
（49）

＜令和３年４月＞
博士（薬学）

子どもの健康と生徒指導

健康科学と社会創造

養護科学課題発見演習

養護科学課題分析演習

養護科学課題解決演習

養護科学実習Ⅰ

養護科学実習Ⅱ

養護科学実習Ⅲ

養護科学実習Ⅳ

課題探索演習

教材開発実習ⅠＡ（養護科学コース）

教材開発実習ⅠＢ（養護科学コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（養
護科学コース）

養護科学課題解決演習

養護科学実習Ⅰ

養護科学実習Ⅱ

養護科学実習Ⅲ

養護科学実習Ⅳ

教材開発実習ⅠＡ（養護科学コース）

教材開発実習ⅠＢ（養護科学コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（養
護科学コース）

専 教授

専

カリキュラム・マネジメントの理論と実
践Ⅱ

子どもの健康と生徒指導

健康科学と社会創造

養護科学課題発見演習

養護科学課題分析演習

21



の別　 の別　

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名 担当授業科目名

職名

課題発見実習(教育方法開発コース)

課題発見実習（児童生徒支援コース）

専 准教
授

杉本　憲子
（47）

＜令和３年４月＞
修士（教育学）※

授業研究の方法と実践

授業研究による授業改善

教育方法開発課題研究Ⅰ

教育方法開発課題研究Ⅱ

教育方法開発課題研究Ⅲ

教育方法開発課題研究Ⅳ

教育方法開発実践研究Ⅰ

教育方法開発実践研究Ⅱ

学習指導・学習評価の課題と方法

子ども理解と学習支援

教育方法開発実習Ⅰ

教育方法開発実習Ⅱ

課題発見実習(学校運営コース)

課題発見実習(教育方法開発コース)

課題発見実習（児童生徒支援コース）

専 准教
授

丸山　広人
（49）

＜令和３年４月＞
博士（教育学）

学級経営と個別指導の実践

児童生徒支援課題研究Ⅰ

児童生徒支援課題研究Ⅱ

児童生徒支援課題研究Ⅲ

児童生徒支援課題研究Ⅳ

児童生徒支援実践研究Ⅰ

児童生徒支援実践研究Ⅱ

教育カウンセリング実践と事例研究

子ども理解と学習支援

児童生徒支援実習

学校適応アセスメント実習

学校適応支援実習

課題発見実習(学校運営コース)

専 准教
授

杉本　憲子
（47）

＜令和３年４月＞
修士（教育学）※

授業研究の方法と実践

授業研究による授業改善

教育方法開発課題研究Ⅰ

教育方法開発課題研究Ⅱ

教育方法開発課題研究Ⅲ

教育方法開発課題研究Ⅳ

教育方法開発実践研究Ⅰ

教育方法開発実践研究Ⅱ

学習指導・学習評価の課題と方法

子ども理解と学習支援

教育方法開発実習Ⅰ

教育方法開発実習Ⅱ

課題発見実習(学校運営コース)

課題発見実習(教育方法開発コース)

課題発見実習（児童生徒支援コース）

専 准教
授

丸山　広人
（48）

＜令和３年４月＞
博士（教育学）

学級経営と個別指導の実践

児童生徒支援課題研究Ⅰ

児童生徒支援課題研究Ⅱ

児童生徒支援課題研究Ⅲ

児童生徒支援課題研究Ⅳ

児童生徒支援実践研究Ⅰ

児童生徒支援実践研究Ⅱ

教育カウンセリング実践と事例研究

子ども理解と学習支援

児童生徒支援実習

学校適応アセスメント実習

学校適応支援実習

課題発見実習(学校運営コース)

課題発見実習(教育方法開発コース)

課題発見実習（児童生徒支援コース）
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の別　 の別　

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名 担当授業科目名

職名

専 准教
授

田中　宏明
（51）

＜令和３年４月＞
修士（音楽）

音楽科内容総合研究

音楽科科目研究（表現）

音楽科総合演習Ⅰ

音楽科総合演習Ⅱ

課題探索演習

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）

専 准教
授

田中　宏明
（51）

＜令和３年４月＞
修士（音楽）

音楽科内容総合研究

音楽科科目研究（表現）

音楽科総合演習Ⅰ

音楽科総合演習Ⅱ

課題探索演習

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）

専 准教
授

照屋　翔太
（39）

＜令和３年４月＞
修士（教育学）※

校内研修の企画・立案と実践

教育政策の実施と評価

教育行財政と法規

学校危機管理論と実践演習

学校運営課題研究Ⅰ

学校運営課題研究Ⅱ

学校運営課題研究Ⅲ

学校運営課題研究Ⅳ

学校運営実践研究Ⅰ

学校運営実践研究Ⅱ

学校を基盤としたカリキュラム開発と実
践

学校運営実習Ⅰ

学校運営実習Ⅱ

課題発見実習(学校運営コース)

課題発見実習(教育方法開発コース)

課題発見実習（児童生徒支援コース）
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の別　 の別　

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名 担当授業科目名

職名

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）

専 助教

宮本　浩紀
（34）

＜令和３年４月＞
修士（教育学）※

教材研究と授業設計

教育方法開発課題研究Ⅰ

教育方法開発課題研究Ⅱ

教育方法開発課題研究Ⅲ

教育方法開発課題研究Ⅳ

教育方法開発実践研究Ⅰ

教育方法開発実践研究Ⅱ

教育臨床問題と道徳

子ども理解と学習支援

教育方法開発実習Ⅰ

教育方法開発実習Ⅱ

課題発見実習(学校運営コース)

課題発見実習(教育方法開発コース)

課題発見実習（児童生徒支援コース）

専 准教
授

片口　直樹
（43）

＜令和３年４月＞
修士（芸術）

図画工作科内容総合研究

美術科科目研究（絵画・彫刻）

美術科総合演習Ⅰ

美術科総合演習Ⅱ

あそびに学ぶ-Communication with
Imagination-

茨城に学ぶ－地域における教員の在り方
－Ⅰ

茨城に学ぶ－地域における教員の在り方
－Ⅱ

課題探索演習

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）

専 助教

宮本　浩紀
（34）

＜令和３年４月＞
修士（教育学）※

教材研究と授業設計

教育方法開発課題研究Ⅰ

教育方法開発課題研究Ⅱ

教育方法開発課題研究Ⅲ

教育方法開発課題研究Ⅳ

教育方法開発実践研究Ⅰ

教育方法開発実践研究Ⅱ

教育臨床問題と道徳

子ども理解と学習支援

教育方法開発実習Ⅰ

教育方法開発実習Ⅱ

課題発見実習(学校運営コース)

課題発見実習(教育方法開発コース)

課題発見実習（児童生徒支援コース）

専 准教
授

片口　直樹
（43）

＜令和３年４月＞
修士（芸術）

図画工作科内容総合研究

美術科科目研究（絵画・彫刻）

美術科総合演習Ⅰ

美術科総合演習Ⅱ

あそびに学ぶ-Communication with
Imagination-

茨城に学ぶ－地域における教員の在り方
－Ⅰ

茨城に学ぶ－地域における教員の在り方
－Ⅱ

課題探索演習

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）
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の別　 の別　

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名 担当授業科目名

職名

専 助教

髙野　貴大
（28）

＜令和３年４月＞
修士（教育学）

学校運営実習Ⅰ

学校運営実習Ⅱ

課題発見実習(学校運営コース)

課題発見実習(教育方法開発コース)

課題発見実習（児童生徒支援コース）

実専 教授

豊田　昌幸
（62）

＜令和３年４月＞
経済学士

カリキュラム・マネジメントの理論と実
践Ⅰ

カリキュラム・マネジメントの理論と実
践Ⅱ

授業研究の方法と実践

茨城の教育改革と開かれた学校づくり

教育政策の実施と評価

学校危機管理論と実践演習

学校における評価マネジメント実践演習

学校運営課題研究Ⅰ

学校運営課題研究Ⅱ

学校運営課題研究Ⅲ

学校運営課題研究Ⅳ

学校運営実践研究Ⅰ

学校運営実践研究Ⅱ

学校運営実習Ⅰ

学校運営実習Ⅱ

課題発見実習(学校運営コース)

課題発見実習(教育方法開発コース)

課題発見実習（児童生徒支援コース）

実専 教授

豊田　昌幸
（62）

＜令和３年４月＞
経済学士

カリキュラム・マネジメントの理論と実
践Ⅰ

カリキュラム・マネジメントの理論と実
践Ⅱ

授業研究の方法と実践

茨城の教育改革と開かれた学校づくり

教育政策の実施と評価

学校危機管理論と実践演習

学校における評価マネジメント実践演習

学校運営課題研究Ⅰ

学校運営実践研究Ⅱ

学校運営実習Ⅰ

学校運営実習Ⅱ

課題発見実習(学校運営コース)

課題発見実習(教育方法開発コース)

課題発見実習（児童生徒支援コース）

学校運営課題研究Ⅱ

学校運営課題研究Ⅲ

学校運営課題研究Ⅳ

学校運営実践研究Ⅰ
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の別　 の別　

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名 担当授業科目名

職名

実専 教授

打越　正貴
（60）

＜令和３年４月＞
修士（教育学）

子ども理解にもとづく学習指導

校内研修の企画・立案と実践

教材研究と授業設計

授業研究による授業改善

教育方法開発課題研究Ⅰ

教育方法開発課題研究Ⅱ

教育方法開発課題研究Ⅲ

教育方法開発課題研究Ⅳ

教育方法開発実践研究Ⅰ

教育方法開発実践研究Ⅱ

子ども理解と学習支援

教育方法開発実習Ⅰ

教育方法開発実習Ⅱ

課題発見実習(学校運営コース)

課題発見実習(教育方法開発コース)

課題発見実習（児童生徒支援コース）

実専 教授

永田　　博
（62）

＜令和３年４月＞
文学士

学校マネジメント実践演習

教師のライフステージと資質向上

校内研修の企画・立案と実践

教育行財政と法規

スクール・リーダーシップとその実践

学校運営課題研究Ⅰ

学校運営課題研究Ⅱ

学校運営課題研究Ⅲ

学校運営課題研究Ⅳ

学校運営実践研究Ⅰ

学校運営実践研究Ⅱ

人間形成の現代的課題と学習指導

学校運営実習Ⅰ

学校運営実習Ⅱ

課題発見実習(学校運営コース)

課題発見実習(教育方法開発コース)

課題発見実習（児童生徒支援コース）

課題発見実習(学校運営コース)

課題発見実習(教育方法開発コース)

課題発見実習（児童生徒支援コース）

実専 教授

永田　　博
（62）

＜令和３年４月＞
文学士

学校マネジメント実践演習

教師のライフステージと資質向上

校内研修の企画・立案と実践

教育行財政と法規

スクール・リーダーシップとその実践

学校運営課題研究Ⅰ

学校運営課題研究Ⅱ

学校運営課題研究Ⅲ

学校運営実習Ⅰ

学校運営実習Ⅱ

課題発見実習(学校運営コース)

課題発見実習(教育方法開発コース)

課題発見実習（児童生徒支援コース）

実専 教授

打越　正貴
（60）

＜令和３年４月＞
修士（教育学）

子ども理解にもとづく学習指導

校内研修の企画・立案と実践

教材研究と授業設計

授業研究による授業改善

教育方法開発課題研究Ⅰ

教育方法開発課題研究Ⅱ

教育方法開発課題研究Ⅲ

教育方法開発課題研究Ⅳ

教育方法開発実践研究Ⅰ

教育方法開発実践研究Ⅱ

子ども理解と学習支援

教育方法開発実習Ⅰ

教育方法開発実習Ⅱ

学校運営課題研究Ⅳ

学校運営実践研究Ⅰ

学校運営実践研究Ⅱ

人間形成の現代的課題と学習指導
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の別　 の別　

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名 担当授業科目名

職名

技術科科目研究（材料と加工・生物育
成）

技術科科目研究（材料と加工・生物育
成）

技術科総合演習Ⅰ 技術科総合演習Ⅰ

技術科総合演習Ⅱ 技術科総合演習Ⅱ

防災を含む安全に関する教育 防災を含む安全に関する教育

課題探索演習 課題探索演習

教科領域実習Ⅰ 教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ 教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

実専 教授

鈴木　一史
（53）

＜令和３年４月＞
修士（教育学）

学級力を高めるコミュニケーション

実専 准教
授

大西　　有
（55）

＜令和３年４月＞
修士（教育学）

実専 教授

大西　　有
（55）

＜令和３年４月＞
修士（教育学）

カリキュラム・マネジメントの理論と実
践Ⅱ

カリキュラム・マネジメントの理論と実
践Ⅱ

ICT活用とプログラミング ICT活用とプログラミング

教育測定（評価）と校内研修 教育測定（評価）と校内研修

技術科内容総合研究

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース） 教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース） 教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース） 教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）

技術科内容総合研究

国語科内容総合研究

国語科科目研究（国文学・漢文学）

国語科総合演習Ⅰ

国語科総合演習Ⅱ

課題探索演習

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教科領域実習Ⅲ

実専 教授

鈴木　一史
（53）

＜令和３年４月＞
修士（教育学）

学級力を高めるコミュニケーション

国語科内容総合研究

国語科科目研究（国文学・漢文学）

国語科総合演習Ⅰ

国語科総合演習Ⅱ

課題探索演習

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）
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の別　 の別　

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名 担当授業科目名

職名

実専 准教
授

宮本　直樹
（49）

＜令和３年４月＞
修士（教育学）

カリキュラム・マネジメントの理論と実
践Ⅱ

主体的・対話的で深い学びの授業づくり
（自然・科学技術系）

理科内容総合研究

理科科目研究（エネルギー・粒子）

理科科目研究（生命・地球）

理科総合演習Ⅰ

理科総合演習Ⅱ

課題探索演習

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）

実専 准教
授

開田　晃央
（51）

＜令和３年４月＞
修士（教育学）

教育相談の課題と支援

学級経営実践演習

校内研修の企画・立案と実践

学校不適応問題への理解と対応

学級経営と個別指導の実践

学級集団づくりとソーシャルスキル教育
の実践法

児童生徒支援課題研究Ⅰ

児童生徒支援課題研究Ⅱ

児童生徒支援課題研究Ⅲ

児童生徒支援課題研究Ⅳ

児童生徒支援実践研究Ⅰ

児童生徒支援実践研究Ⅱ

教育臨床問題と道徳

子ども理解と学習支援

児童生徒支援実習

学校適応アセスメント実習

学校適応支援実習

課題発見実習(学校運営コース)

課題発見実習(教育方法開発コース)

課題発見実習（児童生徒支援コース）

実専 准教
授

宮本　直樹
（49）

＜令和３年４月＞
修士（教育学）

カリキュラム・マネジメントの理論と実
践Ⅱ

主体的・対話的で深い学びの授業づくり
（自然・科学技術系）

理科内容総合研究

理科科目研究（エネルギー・粒子）

理科科目研究（生命・地球）

理科総合演習Ⅰ

理科総合演習Ⅱ

課題探索演習

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）

実専 准教
授

開田　晃央
（51）

＜令和３年４月＞
修士（教育学）

教育相談の課題と支援

学級経営実践演習

校内研修の企画・立案と実践

学校不適応問題への理解と対応

学級経営と個別指導の実践

学級集団づくりとソーシャルスキル教育
の実践法

児童生徒支援課題研究Ⅰ

児童生徒支援課題研究Ⅱ

児童生徒支援課題研究Ⅲ

児童生徒支援課題研究Ⅳ

児童生徒支援実践研究Ⅰ

児童生徒支援実践研究Ⅱ

学校適応アセスメント実習

学校適応支援実習

課題発見実習(教育方法開発コース)

課題発見実習（児童生徒支援コース）

教育臨床問題と道徳

子ども理解と学習支援

児童生徒支援実習

課題発見実習(学校運営コース)
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の別　 の別　

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名 担当授業科目名

職名

実専 助教

荻原　文弘
（55）

＜令和３年４月＞
理学修士

算数科内容総合研究

数学科科目研究（代数学・幾何学）

数学科総合演習Ⅰ

数学科総合演習Ⅱ

課題探索演習

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）

兼担 教授

齋木　久美
（58）

＜令和３年４月＞
修士（教育学）

国語科内容総合研究

国語科科目研究（国語学・書写書道）

国語科総合演習Ⅰ

国語科総合演習Ⅱ

読み・書き・計算のつまずきと支援

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）

実専 助教

荻原　文弘
（55）

＜令和３年４月＞
理学修士

算数科内容総合研究

数学科科目研究（代数学・幾何学）

数学科総合演習Ⅰ

数学科総合演習Ⅱ

課題探索演習

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）

兼担 教授

齋木　久美
（58）

＜令和３年４月＞
修士（教育学）

国語科内容総合研究

国語科科目研究（国語学・書写書道）

国語科総合演習Ⅰ

国語科総合演習Ⅱ

読み・書き・計算のつまずきと支援

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）
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の別　 の別　

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名 担当授業科目名

職名

兼担 教授

木村　勝彦
（60）

＜令和３年４月＞
教育学修士※

カリキュラム・マネジメントの理論と実
践Ⅱ

主体的・対話的で深い学びの授業づくり
（言語・社会・生活科学系）

社会科内容総合研究

社会科科目研究（社会と人間）

社会科科目研究（法律と政治）

社会科総合演習ⅠＢ

社会科総合演習ⅡＢ

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）

兼担 教授

昌子　佳広
（55）

＜令和３年４月＞
修士（教育学）

主体的・対話的で深い学びの授業づくり
（言語・社会・生活科学系）

国語科内容総合研究

国語科科目研究（国語学・書写書道）

国語科総合演習Ⅰ

国語科総合演習Ⅱ

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）

兼担 教授

川嶋　秀之
（65）

＜令和３年４月＞
文学修士

国語科科目研究（国語学・書写書道）

国語科総合演習Ⅰ

国語科総合演習Ⅱ

ことばの諸相と教育

兼担 教授

木村　勝彦
（60）

＜令和３年４月＞
教育学修士※

カリキュラム・マネジメントの理論と実
践Ⅱ

主体的・対話的で深い学びの授業づくり
（言語・社会・生活科学系）

社会科内容総合研究

社会科科目研究（社会と人間）

社会科科目研究（法律と政治）

社会科総合演習ⅠＢ

社会科総合演習ⅡＢ

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）

兼担 教授

昌子　佳広
（55）

＜令和３年４月＞
修士（教育学）

主体的・対話的で深い学びの授業づくり
（言語・社会・生活科学系）

国語科内容総合研究

国語科科目研究（国語学・書写書道）

国語科総合演習Ⅰ

国語科総合演習Ⅱ

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）

兼担 教授

川嶋　秀之
（65）

＜令和３年４月＞
文学修士

国語科科目研究（国語学・書写書道）

国語科総合演習Ⅰ

国語科総合演習Ⅱ

ことばの諸相と教育
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の別　 の別　

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名 担当授業科目名

職名

兼担 教授

小口　祐一
（58）

＜令和３年４月＞
博士（教育学）

カリキュラム・マネジメントの理論と実
践Ⅱ

算数科内容総合研究

数学科科目研究（解析学・統計学）

数学科総合演習Ⅰ

数学科総合演習Ⅱ

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）

兼担 教授

村山　朝子
（62）

＜令和３年４月＞
文学修士

社会科内容総合研究

社会科科目研究（歴史）

社会科科目研究（地理）

社会科総合演習ⅠＡ

社会科総合演習ⅡＡ

防災を含む安全に関する教育

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）

兼担 教授

小口　祐一
（58）

＜令和３年４月＞
博士（教育学）

カリキュラム・マネジメントの理論と実
践Ⅱ

算数科内容総合研究

数学科科目研究（解析学・統計学）

数学科総合演習Ⅰ

数学科総合演習Ⅱ

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）

兼担 教授

村山　朝子
（62）

＜令和３年４月＞
文学修士

社会科内容総合研究

社会科科目研究（歴史）

社会科科目研究（地理）

社会科総合演習ⅠＡ

社会科総合演習ⅡＡ

防災を含む安全に関する教育

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）
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の別　 の別　

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名 担当授業科目名

職名

兼担 教授

伊藤　孝
（56）

＜令和３年４月＞
博士（理学）

理科内容総合研究

理科科目研究（生命・地球）

理科総合演習Ⅰ

理科総合演習Ⅱ

茨城に学ぶ－地域における教員の在り方
－Ⅰ

茨城に学ぶ－地域における教員の在り方
－Ⅱ

防災を含む安全に関する教育

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）

兼担 教授

梅津　健一郎
（56）

＜令和３年４月＞
博士（数学）

算数科内容総合研究

数学科科目研究（解析学・統計学）

数学科総合演習Ⅰ

数学科総合演習Ⅱ

自然現象の数理

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）

兼担 教授

伊藤　孝
（56）

＜令和３年４月＞
博士（理学）

理科内容総合研究

理科科目研究（生命・地球）

理科総合演習Ⅰ

理科総合演習Ⅱ

茨城に学ぶ－地域における教員の在り方
－Ⅰ

茨城に学ぶ－地域における教員の在り方
－Ⅱ

防災を含む安全に関する教育

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）

兼担 教授

梅津　健一郎
（56）

＜令和３年４月＞
博士（数学）

算数科内容総合研究

数学科科目研究（解析学・統計学）

数学科総合演習Ⅰ

数学科総合演習Ⅱ

自然現象の数理

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）
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の別　 の別　

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名 担当授業科目名

職名

兼担 教授

阿部　信一郎
（54）

＜令和３年４月＞
博士（水産学）

理科内容総合研究

理科科目研究（生命・地球）

理科総合演習Ⅰ

理科総合演習Ⅱ

持続可能な開発目標(SDGs)を学ぶ

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）

兼担 教授

神部　智
（57）

＜令和３年４月＞
 Ph.D（音楽学）
（フィンランド）

音楽科内容総合研究

音楽科科目研究（鑑賞）

音楽科総合演習Ⅰ

音楽科総合演習Ⅱ

芸術の言葉

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）

兼担 教授

阿部　信一郎
（54）

＜令和３年４月＞
博士（水産学）

理科内容総合研究

理科科目研究（生命・地球）

理科総合演習Ⅰ

理科総合演習Ⅱ

持続可能な開発目標(SDGs)を学ぶ

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）

兼担 教授

音楽科内容総合研究

音楽科科目研究（鑑賞）

音楽科総合演習Ⅰ

音楽科総合演習Ⅱ

芸術の言葉

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）

神部　智
（57）

＜令和３年４月＞
 Ph.D（音楽学）
（フィンランド）
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の別　 の別　

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名 担当授業科目名

職名

兼担 教授

谷川　佳幸
（56）

＜令和３年４月＞
修士（芸術学）

音楽科内容総合研究

音楽科科目研究（表現）

音楽科総合演習Ⅰ

音楽科総合演習Ⅱ

時間と空間の表現世界

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）

兼担 教授

島田　裕之
（64）

＜令和３年４月＞
修士（芸術学）

図画工作科内容総合研究

美術科科目研究（デザイン・工芸）

美術科総合演習Ⅰ

美術科総合演習Ⅱ

時間と空間の表現世界

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）

兼担 教授

谷川　佳幸
（56）

＜令和３年４月＞
修士（芸術学）

音楽科内容総合研究

音楽科科目研究（表現）

音楽科総合演習Ⅰ

音楽科総合演習Ⅱ

時間と空間の表現世界

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）

兼担 教授

島田　裕之
（63）

＜令和３年４月＞
修士（芸術学）

図画工作科内容総合研究

美術科科目研究（デザイン・工芸）

美術科総合演習Ⅰ

美術科総合演習Ⅱ

時間と空間の表現世界

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）
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の別　 の別　

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名 担当授業科目名

職名

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）

兼担 教授

向野　康江
（61）

＜令和３年４月＞
博士（芸術学）
博士（学術）

カリキュラム・マネジメントの理論と実
践Ⅱ

美術科科目研究（絵画・彫刻）

美術科科目研究（デザイン・工芸）

美術科総合演習Ⅰ

美術科総合演習Ⅱ

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）

兼担 教授

甲斐　教行
（60）

＜令和３年４月＞
博士（文学）

図画工作科内容総合研究

美術科科目研究（絵画・彫刻）

美術科科目研究（デザイン・工芸）

美術科総合演習Ⅰ

美術科総合演習Ⅱ

芸術の言葉

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

兼担 教授

カリキュラム・マネジメントの理論と実
践Ⅱ

美術科科目研究（絵画・彫刻）

美術科科目研究（デザイン・工芸）

美術科総合演習Ⅰ

美術科総合演習Ⅱ

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）

兼担 教授

甲斐　教行
（60）

＜令和３年４月＞
博士（文学）

図画工作科内容総合研究

美術科科目研究（絵画・彫刻）

美術科科目研究（デザイン・工芸）

美術科総合演習Ⅰ

美術科総合演習Ⅱ

芸術の言葉

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）

向野　康江
（61）

＜令和３年４月＞
博士（芸術学）
博士（学術）
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の別　 の別　

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名 担当授業科目名

職名

兼担 教授

島　　剛
（57）

＜令和３年４月＞
芸術学修士

図画工作科内容総合研究

美術科科目研究（絵画・彫刻）

美術科総合演習Ⅰ

美術科総合演習Ⅱ

あそびに学ぶ-Communication with
Imagination-

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）

兼担 教授

齋藤　芳徳
（59）

＜令和３年４月＞
博士（工学）

図画工作科内容総合研究

美術科科目研究（デザイン・工芸）

美術科総合演習Ⅰ

美術科総合演習Ⅱ

時間と空間の表現世界

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）

兼担 教授

齋藤　芳徳
（59）

＜令和３年４月＞
博士（工学）

図画工作科内容総合研究

美術科科目研究（デザイン・工芸）

美術科総合演習Ⅰ

美術科総合演習Ⅱ

時間と空間の表現世界

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）

兼担 教授

島　　剛
（57）

＜令和３年４月＞
芸術学修士

図画工作科内容総合研究

美術科科目研究（絵画・彫刻）

美術科総合演習Ⅰ

美術科総合演習Ⅱ

あそびに学ぶ-Communication with
Imagination-

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）
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の別　 の別　

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名 担当授業科目名

職名

兼担 教授

勝本　真
（62）

＜令和３年４月＞
体育学修士

体育科内容総合研究

保健体育科科目研究（運動学）

保健体育科総合演習Ⅰ

保健体育科総合演習Ⅱ

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）

兼担 教授

富樫　泰一
（64）

＜令和３年４月＞
体育学修士

体育科内容総合研究

保健体育科科目研究（運動学）

保健体育科総合演習Ⅰ

保健体育科総合演習Ⅱ

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）

兼担 教授

富樫　泰一
（63）

＜令和３年４月＞
体育学修士

体育科内容総合研究

保健体育科科目研究（運動学）

保健体育科総合演習Ⅰ

保健体育科総合演習Ⅱ

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）

兼担 教授

勝本　真
（62）

＜令和３年４月＞
体育学修士

体育科内容総合研究

保健体育科科目研究（運動学）

保健体育科総合演習Ⅰ

保健体育科総合演習Ⅱ

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）
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の別　 の別　

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名 担当授業科目名

職名

兼担 教授

佐々木　忠之
（63）

＜令和３年４月＞
工学修士

技術科内容総合研究

技術科科目研究（エネルギー変換・情
報）

技術科総合演習Ⅰ

技術科総合演習Ⅱ

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）

兼担 教授

上地　勝
（51）

＜令和３年４月＞
博士（医学）

体育科内容総合研究

保健体育科科目研究（保健・体育学）

保健体育科総合演習Ⅰ

保健体育科総合演習Ⅱ

防災を含む安全に関する教育

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）

兼担 教授

上地　勝
（51）

＜令和３年４月＞
博士（医学）

体育科内容総合研究

保健体育科科目研究（保健・体育学）

保健体育科総合演習Ⅰ

保健体育科総合演習Ⅱ

防災を含む安全に関する教育

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）

兼担 教授

佐々木　忠之
（63）

＜令和３年４月＞
工学修士

技術科内容総合研究

技術科科目研究（エネルギー変換・情
報）

技術科総合演習Ⅰ

技術科総合演習Ⅱ

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）

38



の別　 の別　

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名 担当授業科目名

職名

兼担 教授

野崎　英明
（60）

＜令和３年４月＞
博士（工学）

主体的・対話的で深い学びの授業づくり
（自然・科学技術系）

技術科内容総合研究

技術科科目研究（材料と加工・生物育
成）

技術科総合演習Ⅰ

技術科総合演習Ⅱ

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）

兼担 教授

工藤　雄司
（61）

＜令和３年４月＞
教育学修士

技術科内容総合研究

技術科科目研究（エネルギー変換・情
報）

技術科総合演習Ⅰ

技術科総合演習Ⅱ

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）

兼担 教授

工藤　雄司
（61）

＜令和３年４月＞
教育学修士

技術科内容総合研究

技術科科目研究（エネルギー変換・情
報）

技術科総合演習Ⅰ

技術科総合演習Ⅱ

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）

兼担 教授

野崎　英明
（60）

＜令和３年４月＞
博士（工学）

主体的・対話的で深い学びの授業づくり
（自然・科学技術系）

技術科内容総合研究

技術科科目研究（材料と加工・生物育
成）

技術科総合演習Ⅰ

技術科総合演習Ⅱ

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）
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の別　 の別　

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名 担当授業科目名

職名

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）

兼担 教授

木村　美智子
（63）

＜令和３年４月＞
学術博士

家庭科内容総合研究

家庭科科目研究（生活環境分野）

家庭科総合演習Ⅰ

家庭科総合演習Ⅱ

持続可能な開発目標(SDGs)を学ぶ

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）

兼担 教授

榊　　守
（60）

＜令和３年４月＞
博士（工学）

技術科内容総合研究

技術科科目研究（材料と加工・生物育
成）
技術科科目研究（エネルギー変換・情
報）

技術科総合演習Ⅰ

技術科総合演習Ⅱ

茨城に学ぶ－地域における教員の在り方
－Ⅰ

茨城に学ぶ－地域における教員の在り方
－Ⅱ

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

兼担 教授

木村　美智子
（63）

＜令和３年４月＞
学術博士

家庭科内容総合研究

家庭科科目研究（生活環境分野）

家庭科総合演習Ⅰ

家庭科総合演習Ⅱ

持続可能な開発目標(SDGs)を学ぶ

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）

兼担 教授

榊　　守
（59）

＜令和３年４月＞
博士（工学）

技術科内容総合研究

技術科科目研究（材料と加工・生物育
成）
技術科科目研究（エネルギー変換・情
報）

技術科総合演習Ⅰ

技術科総合演習Ⅱ

茨城に学ぶ－地域における教員の在り方
－Ⅰ

茨城に学ぶ－地域における教員の在り方
－Ⅱ

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）
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の別　 の別　

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名 担当授業科目名

職名

兼担 教授

数井　みゆき
（60）

＜令和３年４月＞
Ph.D（応用発達心理学）

（米国）

家庭科内容総合研究

家庭科科目研究（人間生活分野）

家庭科総合演習Ⅰ

家庭科総合演習Ⅱ

近代化と現代の生活問題

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）

兼担 教授

野中　美津枝
（60）

＜令和３年４月＞
修士（教育学）

カリキュラム・マネジメントの理論と実
践Ⅱ

主体的・対話的で深い学びの授業づくり
（言語・社会・生活科学系）

家庭科内容総合研究

家庭科科目研究（人間生活分野）

家庭科総合演習Ⅰ

家庭科総合演習Ⅱ

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）

兼担 教授

野中　美津枝
（60）

＜令和３年４月＞
修士（教育学）

カリキュラム・マネジメントの理論と実
践Ⅱ

主体的・対話的で深い学びの授業づくり
（言語・社会・生活科学系）

家庭科内容総合研究

家庭科科目研究（人間生活分野）

家庭科総合演習Ⅰ

家庭科総合演習Ⅱ

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）

家庭科内容総合研究

家庭科科目研究（人間生活分野）

家庭科総合演習Ⅰ

家庭科総合演習Ⅱ

近代化と現代の生活問題

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）

数井　みゆき
（59）

＜令和３年４月＞
Ph.D（応用発達心理学）

（米国）

兼担 教授
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の別　 の別　

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名 担当授業科目名

職名

兼担 教授

君塚　淳一
（61）

＜令和３年４月＞
文学修士※

英語科科目研究（英語文学）

英語科総合演習Ⅰ

英語科総合演習Ⅱ

時間と空間の表現世界

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）

兼担 教授

西川　陽子
（52）

＜令和３年４月＞
博士（学術）

家庭科内容総合研究

家庭科科目研究（生活環境分野）

家庭科総合演習Ⅰ

家庭科総合演習Ⅱ

持続可能な開発目標(SDGs)を学ぶ

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）

兼担 教授

家庭科内容総合研究

家庭科科目研究（生活環境分野）

家庭科総合演習Ⅰ

家庭科総合演習Ⅱ

持続可能な開発目標(SDGs)を学ぶ

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）

西川　陽子
（51）

＜令和３年４月＞
博士（学術）

兼担 教授

君塚　淳一
（61）

＜令和３年４月＞
文学修士※

英語科科目研究（英語文学）

英語科総合演習Ⅰ

英語科総合演習Ⅱ

時間と空間の表現世界

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）
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の別　 の別　

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名 担当授業科目名

職名

兼担 教授

佐藤　環
（61）

＜令和３年４月＞
修士（教育学）※

カリキュラム・マネジメントの理論と実
践Ⅰ

カリキュラム・マネジメントの理論と実
践Ⅱ

課題発見実習(学校運営コース)

課題発見実習(教育方法開発コース)

課題発見実習（児童生徒支援コース）

兼担 教授

神永　直美
（61）

＜令和３年４月＞
修士（教育学）

課題発見実習(学校運営コース)

課題発見実習(教育方法開発コース)

課題発見実習（児童生徒支援コース）

兼担 教授

小川　哲哉
（63）

＜令和３年４月＞
博士（教育学）

学級力を高めるコミュニケーション

教師のライフステージと資質向上

校内研修の企画・立案と実践

課題発見実習(学校運営コース)

課題発見実習(教育方法開発コース)

課題発見実習（児童生徒支援コース）

教師のライフステージと資質向上

校内研修の企画・立案と実践

課題発見実習(学校運営コース)

課題発見実習(教育方法開発コース)

課題発見実習（児童生徒支援コース）

カリキュラム・マネジメントの理論と実
践Ⅰ

カリキュラム・マネジメントの理論と実
践Ⅱ

課題発見実習(学校運営コース)

兼担 教授

佐藤　環
（60）

＜令和３年４月＞
修士（教育学）※

課題発見実習(教育方法開発コース)

課題発見実習（児童生徒支援コース）

兼担 教授

神永　直美
（60）

＜令和３年４月＞
修士（教育学）

課題発見実習(学校運営コース)

課題発見実習(教育方法開発コース)

課題発見実習（児童生徒支援コース）

兼担 教授

小川　哲哉
（63）

＜令和３年４月＞
博士（教育学）

学級力を高めるコミュニケーション
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の別　 の別　

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名 担当授業科目名

職名

特別支援教育課題分析演習

特別支援教育課題解決演習

特別支援教育教材開発実習Ⅰ

特別支援教育教材開発実習Ⅱ

特別支援教育アセスメント実習Ⅰ

特別支援教育アセスメント実習Ⅱ

特別支援教育ケースカンファレンス実習
Ⅰ
特別支援教育ケースカンファレンス実習
Ⅱ

特別支援教育授業改善実習

教材開発実習ＩＡ（特別支援科学コー
ス）
教材開発実習ⅡＡ（特別支援科学コー
ス）
教材開発実習ⅠＢ（特別支援科学コー
ス）
教材開発実習ⅡＢ（特別支援科学コー
ス）

子どもと大人への一次救命処置実習（特
別支援科学コース）

兼担 教授

廣原　紀恵
（63）

＜令和３年４月＞
修士（教育学）

子どもの健康と生徒指導

学校における医学・看護学

養護科学課題発見演習

養護科学課題分析演習

養護科学課題解決演習

養護科学実習Ⅰ

養護科学実習Ⅱ

養護科学実習Ⅲ

養護科学実習Ⅳ

教材開発実習ⅠＡ（養護科学コース）

教材開発実習ⅠＢ（養護科学コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（養
護科学コース）

荒川　智
（63）

＜令和３年４月＞
教育学博士

インクルーシブ教育の学校づくり

特別支援教育課題発見演習

特別支援教育課題分析演習

特別支援教育課題解決演習

特別支援教育教材開発実習Ⅰ

特別支援教育教材開発実習Ⅱ

荒川　智
（63）

＜令和３年４月＞
教育学博士

インクルーシブ教育の学校づくり

特別支援教育課題発見演習

特別支援教育アセスメント実習Ⅰ

特別支援教育アセスメント実習Ⅱ

特別支援教育ケースカンファレンス実習
Ⅰ
特別支援教育ケースカンファレンス実習
Ⅱ

特別支援教育授業改善実習

教材開発実習ＩＡ（特別支援科学コー
ス）

教材開発実習ⅠＢ（特別支援科学コー
ス）
教材開発実習ⅡＢ（特別支援科学コー
ス）

子どもと大人への一次救命処置実習（特
別支援科学コース）

教材開発実習ⅡＡ（特別支援科学コー
ス）

兼担 教授

廣原　紀恵
（63）

＜令和３年４月＞
修士（教育学）

子どもの健康と生徒指導

学校における医学・看護学

養護科学課題発見演習

養護科学課題分析演習

養護科学課題解決演習

養護科学実習Ⅰ

養護科学実習Ⅱ

養護科学実習Ⅲ

養護科学実習Ⅳ

教材開発実習ⅠＡ（養護科学コース）

教材開発実習ⅠＢ（養護科学コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（養
護科学コース）

兼担 教授 兼担 教授

特別支援教育総合演習
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の別　 の別　

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名 担当授業科目名

職名

兼担 教授

古池　雄治
（57）

＜令和３年４月＞
博士（医学）

心とからだの発達と保健

学校における医学・看護学

養護科学課題発見演習

養護科学課題分析演習

養護科学課題解決演習

養護科学実習Ⅰ

養護科学実習Ⅱ

養護科学実習Ⅲ

養護科学実習Ⅳ

教材開発実習ⅠＡ（養護科学コース）

教材開発実習ⅠＢ（養護科学コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（養
護科学コース）

兼担 教授

青栁　直子
（52）

＜令和３年４月＞
博士（教育学）

養護活動と健康増進科学

養護科学課題発見演習

養護科学課題分析演習

養護科学課題解決演習

動きにぎこちなさがみられる子どもの指
導方法

養護科学実習Ⅰ

養護科学実習Ⅱ

養護科学実習Ⅲ

養護科学実習Ⅳ

教材開発実習ⅠＡ（養護科学コース）

教材開発実習ⅠＢ（養護科学コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（養
護科学コース）

青栁　直子
（52）

＜令和３年４月＞
博士（教育学）

養護活動と健康増進科学

養護科学課題発見演習

養護科学課題分析演習

養護科学課題解決演習

動きにぎこちなさがみられる子どもの指
導方法

養護科学実習Ⅰ

養護科学実習Ⅱ

養護科学実習Ⅲ

養護科学実習Ⅳ

教材開発実習ⅠＡ（養護科学コース）

教材開発実習ⅠＢ（養護科学コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（養
護科学コース）

兼担 教授

古池　雄治
（57）

＜令和３年４月＞
博士（医学）

心とからだの発達と保健

学校における医学・看護学

養護科学課題発見演習

養護科学課題分析演習

養護科学課題解決演習

養護科学実習Ⅰ

養護科学実習Ⅱ

養護科学実習Ⅲ

養護科学実習Ⅳ

教材開発実習ⅠＡ（養護科学コース）

教材開発実習ⅠＢ（養護科学コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（養
護科学コース）

兼担 教授
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の別　 の別　

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名 担当授業科目名

職名

兼担 教授

布施（長瀬）泰子
（58）

＜令和３年４月＞
博士（医学）

心とからだの発達と保健

臨床医学特論

養護科学課題発見演習

養護科学課題分析演習

養護科学課題解決演習

養護科学実習Ⅳ

兼担
准教
授

五島　浩一
（60）

＜令和３年４月＞
教育学士 兼担 教授

五島　浩一
（60）

＜令和３年４月＞
教育学士

校内研修の企画・立案と実践 校内研修の企画・立案と実践

学校を基盤としたカリキュラム開発と実
践

学校を基盤としたカリキュラム開発と実践

兼担 教授

渡邊　雅彦
（60）

＜令和３年４月＞
博士（医学）

心とからだの発達と保健

臨床医学特論

養護科学課題発見演習

養護科学課題分析演習

養護科学課題解決演習

養護科学実習Ⅳ

教材開発実習ⅠＡ（養護科学コース）

教材開発実習ⅠＢ（養護科学コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（養
護科学コース）

教材開発実習ⅠＡ（養護科学コース）

教材開発実習ⅠＢ（養護科学コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（養
護科学コース）

心とからだの発達と保健

臨床医学特論

養護科学課題発見演習

教材開発実習ⅠＡ（養護科学コース）

教材開発実習ⅠＢ（養護科学コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（養
護科学コース）

布施（長瀬）泰子
（57）

＜令和３年４月＞
博士（医学）

養護科学課題分析演習

養護科学課題解決演習

養護科学実習Ⅳ

兼担 教授

渡邊　雅彦
（60）

＜令和３年４月＞
博士（医学）

心とからだの発達と保健

臨床医学特論

養護科学課題発見演習

養護科学課題分析演習

養護科学課題解決演習

養護科学実習Ⅳ

教材開発実習ⅠＡ（養護科学コース）

教材開発実習ⅠＢ（養護科学コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（養
護科学コース）

兼担 教授
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の別　 の別　

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名 担当授業科目名

職名

兼担
准教
授

中野　雅紀
（57）

＜令和３年４月＞
博士（法学）

社会科内容総合研究

社会科科目研究（社会と人間）

社会科科目研究（法律と政治）

社会科総合演習ⅠＢ

社会科総合演習ⅡＢ

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）

兼担
准教
授

宮﨑　尚子
（46）

＜令和３年４月＞
修士（文学）

カリキュラム・マネジメントの理論と実
践Ⅱ

国語科内容総合研究

国語科科目研究（国文学・漢文学）

国語科総合演習Ⅰ

国語科総合演習Ⅱ

近代化と現代の生活問題

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）

兼担
准教
授

中野　雅紀
（57）

＜令和３年４月＞
博士（法学）

社会科内容総合研究

社会科科目研究（社会と人間）

社会科科目研究（法律と政治）

社会科総合演習ⅠＢ

社会科総合演習ⅡＢ

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）

兼担
准教
授

宮﨑　尚子
（46）

＜令和３年４月＞
修士（文学）

カリキュラム・マネジメントの理論と実
践Ⅱ

国語科内容総合研究

国語科科目研究（国文学・漢文学）

国語科総合演習Ⅰ

国語科総合演習Ⅱ

近代化と現代の生活問題

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）
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の別　 の別　

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名 担当授業科目名

職名

兼担
准教
授

栗原　博之
（51）

＜令和３年４月＞
博士（理学）

算数科内容総合研究

数学科科目研究（代数学・幾何学）

数学科総合演習Ⅰ

数学科総合演習Ⅱ

自然現象の数理

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）

兼担
准教
授

大島　規江
（48）

＜令和３年４月＞
博士（理学）

学校における多様性の受容と活用

兼担
准教
授

大島　規江
（47）

＜令和３年４月＞
博士（理学）

学校における多様性の受容と活用

社会科内容総合研究

社会科科目研究（地理）

社会科総合演習ⅠＡ

社会科総合演習ⅡＡ

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）

兼担
准教
授

栗原　博之
（50）

＜令和３年４月＞
博士（理学）

算数科内容総合研究

数学科科目研究（代数学・幾何学）

数学科総合演習Ⅰ

数学科総合演習Ⅱ

自然現象の数理

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）
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の別　 の別　

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名 担当授業科目名

職名

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）

兼担
准教
授

吉井　豊
（39）

＜令和３年４月＞
博士（理学）

主体的・対話的で深い学びの授業づくり
（自然・科学技術系）

算数科内容総合研究

数学科科目研究（代数学・幾何学）

数学科総合演習Ⅰ

数学科総合演習Ⅱ

社会の数理

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）

兼担
准教
授

松村　初
（42）

＜令和３年４月＞
博士（理学）

ICT活用とプログラミング

教育測定（評価）と校内研修

算数科内容総合研究

数学科科目研究（解析学・統計学）

数学科総合演習Ⅰ

数学科総合演習Ⅱ

読み・書き・計算のつまずきと支援

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

兼担
准教
授

松村　初
（42）

＜令和３年４月＞
博士（理学）

ICT活用とプログラミング

教育測定（評価）と校内研修

算数科内容総合研究

数学科科目研究（解析学・統計学）

数学科総合演習Ⅰ

数学科総合演習Ⅱ

読み・書き・計算のつまずきと支援

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）

兼担
准教
授

吉井　豊
（39）

＜令和３年４月＞
博士（理学）

主体的・対話的で深い学びの授業づくり
（自然・科学技術系）

算数科内容総合研究

数学科科目研究（代数学・幾何学）

数学科総合演習Ⅰ

数学科総合演習Ⅱ

社会の数理

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）
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の別　 の別　

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名 担当授業科目名

職名

兼担
准教
授

棗田　孝晴
（53）

＜令和３年４月＞
博士（理学）

理科内容総合研究

理科科目研究（生命・地球）

理科総合演習Ⅰ

理科総合演習Ⅱ

持続可能な開発目標(SDGs)を学ぶ

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）

兼担
准教
授

郡司　晴元
（53）

＜令和３年４月＞
博士（理学）

理科内容総合研究

理科科目研究（エネルギー・粒子）

理科総合演習Ⅰ

理科総合演習Ⅱ

持続可能な開発目標(SDGs)を学ぶ

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）

兼担
准教
授

棗田　孝晴
（53）

＜令和３年４月＞
博士（理学）

理科内容総合研究

理科科目研究（生命・地球）

理科総合演習Ⅰ

理科総合演習Ⅱ

持続可能な開発目標(SDGs)を学ぶ

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）

兼担
准教
授

郡司　晴元
（52）

＜令和３年４月＞
博士（理学）

理科内容総合研究

理科科目研究（エネルギー・粒子）

理科総合演習Ⅰ

理科総合演習Ⅱ

持続可能な開発目標(SDGs)を学ぶ

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）
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の別　 の別　

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名 担当授業科目名

職名

兼担
准教
授

青島　政之
（48）

＜令和３年４月＞
博士（理学）

理科内容総合研究

理科科目研究（エネルギー・粒子）

理科総合演習Ⅰ

理科総合演習Ⅱ

自然現象の数理

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）

兼担
准教
授

永尾　敬一
（47）

＜令和３年４月＞
博士（学術）

理科内容総合研究

理科科目研究（エネルギー・粒子）

理科総合演習Ⅰ

理科総合演習Ⅱ

自然現象の数理

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）

兼担
准教
授

青島　政之
（48）

＜令和３年４月＞
博士（理学）

理科内容総合研究

理科科目研究（エネルギー・粒子）

理科総合演習Ⅰ

理科総合演習Ⅱ

自然現象の数理

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）

兼担
准教
授

永尾　敬一
（47）

＜令和３年４月＞
博士（学術）

理科内容総合研究

理科科目研究（エネルギー・粒子）

理科総合演習Ⅰ

理科総合演習Ⅱ

自然現象の数理

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）
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の別　 の別　

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名 担当授業科目名

職名

兼担
准教
授

藤田　文子
（63）

＜令和３年４月＞
博士（人間科学）

カリキュラム・マネジメントの理論と実
践Ⅱ

音楽科内容総合研究

音楽科科目研究（表現）

音楽科総合演習Ⅰ

音楽科総合演習Ⅱ

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）

兼担
准教
授

上栗　伸一
（43）

＜令和３年４月＞
博士（理学）

理科内容総合研究

理科科目研究（生命・地球）

理科総合演習Ⅰ

理科総合演習Ⅱ

茨城に学ぶ－地域における教員の在り方
－Ⅰ

茨城に学ぶ－地域における教員の在り方
－Ⅱ

防災を含む安全に関する教育

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）

茨城に学ぶ－地域における教員の在り方
－Ⅰ

上栗　伸一
（43）

＜令和３年４月＞
博士（理学）

理科内容総合研究

理科科目研究（生命・地球）

理科総合演習Ⅰ

理科総合演習Ⅱ

兼担
准教
授

茨城に学ぶ－地域における教員の在り方
－Ⅱ

防災を含む安全に関する教育

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）

兼担
准教
授

藤田　文子
（63）

＜令和３年４月＞
博士（人間科学）

カリキュラム・マネジメントの理論と実
践Ⅱ

音楽科内容総合研究

音楽科科目研究（表現）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

音楽科総合演習Ⅰ

音楽科総合演習Ⅱ

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）
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の別　 の別　

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名 担当授業科目名

職名

兼担
准教
授

渡邊　將司
（42）

＜令和３年４月＞
博士（体育科学）

カリキュラム・マネジメントの理論と実
践Ⅱ

体育科内容総合研究

保健体育科科目研究（運動学）

保健体育科総合演習Ⅰ

保健体育科総合演習Ⅱ

動きにぎこちなさがみられる子どもの指
導方法

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）

兼担
准教
授

山口　哲人
（52）

＜令和３年４月＞
修士（音楽）

音楽科内容総合研究

音楽科科目研究（鑑賞）

音楽科総合演習Ⅰ

音楽科総合演習Ⅱ

あそびに学ぶ-Communication with
Imagination-

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）

兼担
准教
授

山口　哲人
（52）

＜令和３年４月＞
修士（音楽）

音楽科内容総合研究

音楽科科目研究（鑑賞）

音楽科総合演習Ⅰ

音楽科総合演習Ⅱ

あそびに学ぶ-Communication with
Imagination-

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）

兼担
准教
授

渡邊　將司
（42）

＜令和３年４月＞
博士（体育科学）

カリキュラム・マネジメントの理論と実
践Ⅱ

体育科内容総合研究

保健体育科科目研究（運動学）

保健体育科総合演習Ⅰ

保健体育科総合演習Ⅱ

動きにぎこちなさがみられる子どもの指
導方法

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）
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の別　 の別　

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名 担当授業科目名

職名

兼担
准教
授

中嶋　哲也
（38）

＜令和３年４月＞
博士（スポーツ科学）

体育科内容総合研究

保健体育科科目研究（保健・体育学）

保健体育科総合演習Ⅰ

保健体育科総合演習Ⅱ

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）

兼担
准教
授

篠田（上栗）明音
（44）

＜令和３年４月＞
修士（教育学）

体育科内容総合研究

保健体育科科目研究（運動学）

保健体育科総合演習Ⅰ

保健体育科総合演習Ⅱ

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）

兼担
准教
授

中嶋　哲也
（38）

＜令和３年４月＞
博士（スポーツ科学）

体育科内容総合研究

保健体育科科目研究（保健・体育学）

保健体育科総合演習Ⅰ

保健体育科総合演習Ⅱ

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）

兼担
准教
授

篠田（上栗）明音
（44）

＜令和３年４月＞
修士（教育学）

体育科内容総合研究

保健体育科科目研究（運動学）

保健体育科総合演習Ⅰ

保健体育科総合演習Ⅱ

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）
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の別　 の別　

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名 担当授業科目名

職名

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）

兼担
准教
授

臼坂　高司
（40）

＜令和３年４月＞
博士（学術）

技術科内容総合研究

技術科科目研究（材料と加工・生物育
成）

技術科総合演習Ⅰ

技術科総合演習Ⅱ

動きにぎこちなさがみられる子どもの指
導方法

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）

兼担
准教
授

石島　恵美子
（54）

＜令和３年４月＞
博士（教育学）

家庭科内容総合研究

家庭科科目研究（生活環境分野）

家庭科総合演習Ⅰ

家庭科総合演習Ⅱ

茨城に学ぶ－地域における教員の在り方
－Ⅰ

茨城に学ぶ－地域における教員の在り方
－Ⅱ

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

兼担

兼担
准教
授

臼坂　高司
（39）

＜令和３年４月＞
博士（学術）

技術科内容総合研究

技術科科目研究（材料と加工・生物育
成）

技術科総合演習Ⅰ

技術科総合演習Ⅱ

動きにぎこちなさがみられる子どもの指
導方法

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）

准教
授

石島　恵美子
（54）

＜令和３年４月＞
修士（教育学）

家庭科内容総合研究

家庭科科目研究（生活環境分野）

家庭科総合演習Ⅰ

家庭科総合演習Ⅱ

茨城に学ぶ－地域における教員の在り方
－Ⅰ

茨城に学ぶ－地域における教員の在り方
－Ⅱ

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）
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の別　 の別　

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名 担当授業科目名

職名

兼担
准教
授

小林　祐紀
（40）

＜令和３年４月＞
修士（教育学）

学習指導・学習評価の課題と方法

教育カウンセリング実践と事例研究

兼担
准教
授

齋藤　英敏
（54）

＜令和３年４月＞
Ph.D（教育学）

（米国）

カリキュラム・マネジメントの理論と実
践Ⅱ

学校における多様性の受容と活用

英語科内容総合研究

英語科科目研究（英語学）

英語科総合演習Ⅰ

英語科総合演習Ⅱ

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）

教科領域実習Ⅱ

兼担
准教
授

カリキュラム・マネジメントの理論と実
践Ⅱ

学校における多様性の受容と活用

英語科内容総合研究

英語科科目研究（英語学）

英語科総合演習Ⅰ

英語科総合演習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）

齋藤　英敏
（54）

＜令和３年４月＞
Ph.D（教育学）

（米国）

教科領域実習Ⅰ

兼担
准教
授

小林　祐紀
（40）

＜令和３年４月＞
修士（教育学）

学習指導・学習評価の課題と方法

教育カウンセリング実践と事例研究
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の別　 の別　

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名 担当授業科目名

職名

特別支援教育教材開発実習Ⅱ

特別支援教育アセスメント実習Ⅰ

特別支援教育アセスメント実習Ⅱ

特別支援教育ケースカンファレンス実習
Ⅰ
特別支援教育ケースカンファレンス実習
Ⅱ

特別支援教育授業改善実習

教材開発実習ＩＡ（特別支援科学コー
ス）
教材開発実習ⅡＡ（特別支援科学コー
ス）
教材開発実習ⅠＢ（特別支援科学コー
ス）
教材開発実習ⅡＢ（特別支援科学コー
ス）

子どもと大人への一次救命処置実習（特
別支援科学コース）

兼担
准教
授

特別支援教育総合演習

特別支援教育ケースカンファレンス実習
Ⅱ

特別支援教育授業改善実習

教材開発実習ＩＡ（特別支援科学コー
ス）
教材開発実習ⅡＡ（特別支援科学コー
ス）
教材開発実習ⅠＢ（特別支援科学コー
ス）
教材開発実習ⅡＢ（特別支援科学コー
ス）

子どもと大人への一次救命処置実習（特
別支援科学コース）

兼担
准教
授

特別支援教育総合演習

田原　敬
（36）

＜令和３年４月＞
博士（障害科学）

感覚障害児のアセスメントと支援

特別支援教育課題発見演習

特別支援教育課題分析演習

特別支援教育課題解決演習

読み・書き・計算のつまずきと支援

特別支援教育教材開発実習Ⅰ

細川（藤川）美由紀
（48）

＜令和３年４月＞
博士（心身障害学）

発達障害児の理解と支援

知的障害児のアセスメントと支援Ⅰ

知的障害児のアセスメントと支援Ⅱ

特別支援教育課題発見演習

特別支援教育課題分析演習

特別支援教育課題解決演習

特別支援教育教材開発実習Ⅰ

特別支援教育教材開発実習Ⅱ

特別支援教育アセスメント実習Ⅰ

特別支援教育アセスメント実習Ⅱ

特別支援教育ケースカンファレンス実習
Ⅰ

特別支援教育課題分析演習

特別支援教育課題解決演習

特別支援教育教材開発実習Ⅰ

特別支援教育教材開発実習Ⅱ

教材開発実習ⅡＢ（特別支援科学コー
ス）

特別支援教育課題解決演習

読み・書き・計算のつまずきと支援

特別支援教育教材開発実習Ⅰ

特別支援教育教材開発実習Ⅱ

特別支援教育アセスメント実習Ⅰ

特別支援教育アセスメント実習Ⅱ

特別支援教育ケースカンファレンス実習
Ⅰ

特別支援教育ケースカンファレンス実習
Ⅰ
特別支援教育ケースカンファレンス実習
Ⅱ

特別支援教育授業改善実習

教材開発実習ＩＡ（特別支援科学コー
ス）
教材開発実習ⅡＡ（特別支援科学コー
ス）
教材開発実習ⅠＢ（特別支援科学コー
ス）

子どもと大人への一次救命処置実習（特
別支援科学コース）

田原　敬
（36）

＜令和３年４月＞
博士（障害科学）

感覚障害児のアセスメントと支援

特別支援教育課題発見演習

特別支援教育課題分析演習

特別支援教育ケースカンファレンス実習
Ⅱ

兼担
准教
授

兼担
准教
授

教材開発実習ⅡＢ（特別支援科学コー
ス）

子どもと大人への一次救命処置実習（特
別支援科学コース）

細川（藤川）美由紀
（47）

＜令和３年４月＞
博士（心身障害学）

発達障害児の理解と支援

知的障害児のアセスメントと支援Ⅰ

知的障害児のアセスメントと支援Ⅱ

特別支援教育課題発見演習

特別支援教育アセスメント実習Ⅰ

特別支援教育アセスメント実習Ⅱ

特別支援教育授業改善実習

教材開発実習ＩＡ（特別支援科学コー
ス）
教材開発実習ⅡＡ（特別支援科学コー
ス）
教材開発実習ⅠＢ（特別支援科学コー
ス）
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の別　 の別　

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名 担当授業科目名

職名

講師

安原　正貴
（34）

＜令和３年４月＞
博士（言語学）

英語科科目研究（英語学）

英語科総合演習Ⅰ

英語科総合演習Ⅱ

ことばの諸相と教育

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）

兼担 講師

大津　展子
（42）

＜令和３年４月＞
修士（体育学）※

体育科内容総合研究

保健体育科科目研究（保健・体育学）

保健体育科科目研究（運動学）

保健体育科総合演習Ⅰ

保健体育科総合演習Ⅱ

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）

兼担

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）

兼担 講師

安原　正貴
（34）

＜令和３年４月＞
博士（言語学）

英語科科目研究（英語学）

英語科総合演習Ⅰ

英語科総合演習Ⅱ

ことばの諸相と教育

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）

兼担 講師

大津　展子
（42）

＜令和３年４月＞
修士（体育学）※

体育科内容総合研究

保健体育科科目研究（保健・体育学）

保健体育科科目研究（運動学）

保健体育科総合演習Ⅰ

保健体育科総合演習Ⅱ

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ
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の別　 の別　

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名 担当授業科目名

職名

助教

新谷　崇
（44）

＜令和３年４月＞
Ph.D（歴史学）
（イタリア）

社会科内容総合研究

社会科科目研究（歴史）

社会科総合演習ⅠＡ

社会科総合演習ⅡＡ

近代化と現代の生活問題

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

兼担 講師

竹下（七木田）智美
（43）

＜令和３年４月＞
修士（体育学）※

カリキュラム・マネジメントの理論と実
践Ⅱ

養護活動と健康増進科学

養護科学課題発見演習

養護科学課題分析演習

養護科学課題解決演習

養護科学実習Ⅰ

養護科学実習Ⅱ

養護科学実習Ⅲ

養護科学実習Ⅳ

教材開発実習ⅠＡ（養護科学コース）

教材開発実習ⅠＢ（養護科学コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（養
護科学コース）

兼担

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）

兼担 講師

竹下（七木田）智美
（43）

＜令和３年４月＞
修士（体育学）※

カリキュラム・マネジメントの理論と実
践Ⅱ

養護活動と健康増進科学

養護科学課題発見演習

養護科学課題分析演習

養護科学課題解決演習

養護科学実習Ⅰ

養護科学実習Ⅱ

養護科学実習Ⅲ

養護科学実習Ⅳ

教材開発実習ⅠＡ（養護科学コース）

教材開発実習ⅠＢ（養護科学コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（養
護科学コース）

兼担 助教

社会科内容総合研究

社会科科目研究（歴史）

社会科総合演習ⅠＡ

社会科総合演習ⅡＡ

近代化と現代の生活問題

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）

新谷　崇
（44）

＜令和３年４月＞
Ph.D（歴史学）
（イタリア）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）
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の別　 の別　

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名 担当授業科目名

職名

兼担 助教

門脇（稲吉）早聴子
（37）

＜令和３年４月＞
博士（音楽）

主体的・対話的で深い学びの授業づくり
（芸術・スポーツ系）

音楽科内容総合研究

音楽科科目研究（鑑賞）

音楽科総合演習Ⅰ

音楽科総合演習Ⅱ

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）

兼担 助教

小口　あや
（42）

＜令和３年４月＞
修士（教育学）

主体的・対話的で深い学びの授業づくり
（芸術・スポーツ系）

図画工作科内容総合研究

美術科総合演習Ⅰ

美術科総合演習Ⅱ

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）

兼担 助教

門脇（稲吉）早聴子
（37）

＜令和３年４月＞
博士（音楽）

主体的・対話的で深い学びの授業づくり
（芸術・スポーツ系）

音楽科内容総合研究

音楽科科目研究（鑑賞）

音楽科総合演習Ⅰ

音楽科総合演習Ⅱ

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）

兼担 助教

小口　あや
（42）

＜令和３年４月＞
修士（教育学）

主体的・対話的で深い学びの授業づくり
（芸術・スポーツ系）

図画工作科内容総合研究

美術科総合演習Ⅰ

美術科総合演習Ⅱ

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）
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の別　 の別　

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名 担当授業科目名

職名

石田　修
（35）

＜令和３年４月＞
博士（障害科学）

発達障害児の理解と支援

特別支援学校のセンター的機能とケース
カンファレンス

特別支援教育課題発見演習

特別支援教育課題分析演習

特別支援教育課題解決演習

特別支援教育教材開発実習Ⅰ

特別支援教育教材開発実習Ⅱ

特別支援教育アセスメント実習Ⅰ

特別支援教育アセスメント実習Ⅱ

特別支援教育ケースカンファレンス実習
Ⅰ
特別支援教育ケースカンファレンス実習
Ⅱ

特別支援教育授業改善実習

教材開発実習ＩＡ（特別支援科学コー
ス）
教材開発実習ⅡＡ（特別支援科学コー
ス）
教材開発実習ⅠＢ（特別支援科学コー
ス）
教材開発実習ⅡＢ（特別支援科学コー
ス）

子どもと大人への一次救命処置実習（特
別支援科学コース）

兼担 助教

今泉（山垣）友里
（39）

＜令和３年４月＞
修士（教育学）※

茨城の教育改革と開かれた学校づくり

校内研修の企画・立案と実践

兼担 助教

発達障害児の理解と支援

特別支援学校のセンター的機能とケース
カンファレンス

特別支援教育課題発見演習

特別支援教育ケースカンファレンス実習
Ⅰ
特別支援教育ケースカンファレンス実習
Ⅱ

特別支援教育授業改善実習

教材開発実習ＩＡ（特別支援科学コー
ス）
教材開発実習ⅡＡ（特別支援科学コー
ス）
教材開発実習ⅠＢ（特別支援科学コー
ス）
教材開発実習ⅡＢ（特別支援科学コー
ス）

子どもと大人への一次救命処置実習（特
別支援科学コース）

兼担 助教

小林　翔
（38）

＜令和３年４月＞
修士（外国語教育学）

主体的・対話的で深い学びの授業づくり
（言語・社会・生活科学系）

英語科内容総合研究

英語科科目研究（英語文学）

英語科総合演習Ⅰ

英語科総合演習Ⅱ

教科領域実習Ⅰ

教科領域実習Ⅱ

教科領域実習Ⅲ

教材開発実習ＩＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＡ（教科領域コース）

教材開発実習ⅠＢ（教科領域コース）

教材開発実習ⅡＢ（教科領域コース）

子どもと大人への一次救命処置実習（教
科領域コース）

兼担 助教

今泉（山垣）友里
（38）

＜令和３年４月＞
修士（教育学）※

茨城の教育改革と開かれた学校づくり

校内研修の企画・立案と実践

特別支援教育課題分析演習

特別支援教育課題解決演習

特別支援教育教材開発実習Ⅰ

特別支援教育教材開発実習Ⅱ

特別支援教育アセスメント実習Ⅰ

特別支援教育アセスメント実習Ⅱ

石田　修
（35）

＜令和３年４月＞
修士（教育学）

兼担 助教

特別支援教育総合演習
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の別　 の別　

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名 担当授業科目名

職名

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）
　　　・　認可申請書又は設置届出書の様式第３号（その２の１）に準じて作成してください。
　　　・ 「認可時又は届出時」には 設置認可時又は届出時の教員全て（兼任，兼担教員を含む。）を黒字で記入してください。
　　　　その上で，認可時又は届出時から変更となっている箇所は太字の赤字としてください。
　　　・  各欄の作成方法は「大学の設置等に係る提出書類作成の手引き」の「教員名簿」を確認してください。
　　　・　年齢は，それぞれの年度の５月１日時点の満年齢を記入してください。
　　　・　専任（専門職大学等は専、実専、実（研）、実み）、兼担、兼任の順に記入してください。
　　　・　不要な年度（平成３０年度開設であれば平成２９年度）の表は適宜削除し、詰めてください。

兼任 講師

増子　和男
（67）

＜令和３年９月＞
博士（文学）

国語科科目研究（国文学・漢文学）

兼任 講師

照屋　翔太
（39）

＜令和３年４月＞
修士（教育学）※

教育政策の実施と評価

教育行財政と法規

学校危機管理論と実践演習

兼任 講師

猪井　新一
（65）

＜令和３年４月＞
博士（学術）

主体的・対話的で深い学びの授業づくり
（言語・社会・生活科学系）

兼任 講師

増子　和男
（67）

＜令和３年４月＞
博士（文学）

国語科科目研究（国文学・漢文学）
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（１）ー②担当教員表に関する変更内容

　　　　 　　　　
　　　　 　　　　

（注）・  変更内容を箇条書きで記入してください。変更がない年度は「特になし。」と記入してください。

　　　・　不要な年度（令和元年度開設であれば平成３０年度）の表は適宜削除してください。

　　　　なお、設置認可審査時に教員審査省略となっている場合は、「教員審査省略」と記入してください。

【令和３年度】
准教授 照屋翔太退職。同氏を兼任として採用。令和３年４月に照屋の後任として助教 髙野貴大を採用。
准教授 大西有　令和３年４月教授昇進。

　

　　　　 　　　　

　　　・　認可で設置された学部等の専任教員を変更する場合は、当該専任教員が授業を開始する前に必ず「専任教員採用等設置計画変更書」を提出し、

　　　　大学設置・学校法人審議会による教員資格審査（ＡＣ教員審査）を受けてください。ＡＣ教員審査を受けずに専任教員として授業等を担当することは出来ません。

　　　・　「専任教員採用等変更書（ＡＣ）」を提出し「可」の教員判定を受けている場合は「○年○月教員審査済」と記入してください。
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（注）・　大学院に専攻ごとに置くものとする教員の数について定める件（平成十一年九月十四日文部省告示第百七十五号）により

（注）・「設置時の計画」には、設置時に予定されていた完成年度時の人数を記入するとともに、（　）内に開設時の状況を記入してください。

　　　・「現在（報告時）の状況」には、報告年度の５月１日の教員数（実人数）を記入してください。

　　　・「現在（報告時）の完成年度時の状況」には、「現在（報告時）の状況」に記入した数字に、教員審査を受審済みであり、

　　　　完成年度までに就任する教員数を加えた数を記入するとともに、［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

　　　・「現在（報告時）の完成年度時の計画」には、予定されている完成年度時の人数を記入するとともに、

　　　　［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

（注）・「年齢構成」には、当該学部における教員の定年に関する規定に基づく定年年齢（特例等による定年年齢ではありません）、

　　　　及び、報告年度の５月１日現在、定年に関する規定に基づく特例等により定年を超えて専任教員として採用されている

　　　　教員数及び完成年度時に定年を超えて専任教員として採用する教員数を記入してください。

　　　・なお、職位等によって定年年齢が異なる場合には、職位ごとの定年年齢を「定年規定の定める定年年齢」に二段書きで記入

　　　　し、「定年を延長している教員数」には合算した数を記入してください。

現在（報告時）の完成年度時の状況（Ｃ）
設置時の計画（Ａ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

報告時の教員のうち、定年を延長して採用している教員数
現在（報告時）の状況（Ｂ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

現在（報告時）の完成年度時の状況（Ｃ'）
設置時の計画（Ａ'）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

　（２）－⑥　設置時の計画に対する助手充足率

=
0

= #DIV/0! ％
0

= 100 ％

0

　（２）－⑤　現在（報告時）の状況における定年を延長している教員構成率

=
0

= ％
26

26

［0］

計
（Ｂ）

26

計
（Ｄ）

26

［0］

0

講　師 助　教
助手

（Ｄ'）

現在（報告時）の完成年度時の状況 現在（報告時）の完成年度時の計画

16 8 0 2 0
17 6

26

(26）

完成年度時（上記
（Ｃ））の教員う
ち、定年を延長し
て採用する教員数

0

名

年齢構成

准教授 講　師 助　教
助手

（Ｂ'）
教　授 准教授 講　師 助　教

助手
（Ａ'）

教　授
計

（Ａ）

（17） (6) （0） (3) （0）

0 3

計
（Ｃ）

完成年度時における
設置基準上の必要専

任教員数

専任教員数のうち、
完成年度時における
設置基準上の必要教

授数

（２） 専任教員数等

　（２）－①　設置基準上の必要専任教員数

　　　　算出される教員数を記入してください。

　（２）－②　専任教員等数【教職大学院】

設　置　時　の　計　画 現在（報告時）の状況

13 7

名 名

専任教員数のうち、
完成年度時における
設置基準上の必要実

務家教員数

6

名

研究者教員数 実務家教員数
講義のみ担当
の教員数

研究者教員数 実務家教員数
講義のみ担当

の教員数

18 8 0
18 8 0

（18） （8） (0)

65 0

歳 名

　（２）－③　年齢構成

定年規定の定める
定年年齢（歳）

報告時（上記
（Ｂ））の教員の
うち、定年を延長
して採用している

教員数

教　授 准教授

6

［＋1］ ［△2］ ［0］ ［＋1］ ［0］ ［＋1］

17 6 0 3

［0］ ［0］

研究者教員数

　（２）－④　設置時の計画に対する教員充足率

26
=

26

講　師 助　教
助手

（Ｃ'）
教　授 准教授

0 3 0

［△2］ ［0］ ［＋1］ ［0］

0 17

18 8 0 18 8 0

［0］ ［0］ ［0］ ［0］

実務家教員数
講義のみ担当
の教員数

研究者教員数 実務家教員数
講義のみ担当

の教員数
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時期

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

時期

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

R2.9　退職のため就任辞退（３）１ 准教授 照屋　翔太 R2.9

学校運営課題研究Ⅱ

学校運営課題研究Ⅲ

（注）・　認可時又は届出時以降、就任を辞退した全ての専任教員の就任辞退の理由を具体的に記入してください。

　　　　　「就任辞退（未就任）の理由」に就任辞退の理由等及び（　）書きで報告年度を記入してください。

③の合計数（c）

合計（Ｄ） 後任補充状況の集計（Ｅ）

職　位

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに就任を辞退した場合、赤字にて記入するとともに、

選択

必修 0

選択

必修

選択

自由自由 0

16 4

0必修必修 0 科目

選択
人

科目

16

0

科目

0 自由 0

必修

選択

自由

科目 必修 0

職　位 専任教員氏名

校内研修の企画・
立案と実践

課題発見実習（児
童生徒支援コー
ス）

必修・選択・自由の別

選択

①

選択

　（３）－①　専任教員の就任辞退（未就任）の理由及び後任補充状況

選択

①

①

後任補充状況 就任辞退（未就任）の理由担当予定科目

課題発見実習(教
育方法開発コー
ス)

選択

選択

選択

選択

教育政策の実施と評価

教育行財政と法規

学校危機管理論と実践演習

学校運営課題研究Ⅰ

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

　　　　　に辞任理由等及び（　）書きで報告年度を記入してください。

（注）・　一度就任した後に、定年による退職以外の理由で辞任した全ての専任教員についてに記入してください。

合計（Ｆ） 後任補充状況の集計（Ｇ）

①の合計数（a） ②の合計数（b）

0

選択 0 選択

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合、赤字にて記入するとともに、「辞任等の理由」

0 計

必修 0

計 0

自由

0

0 選択 0

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

③の合計数（c）

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

辞任した教員数

0 人

計

（３） 専任教員辞任等の理由

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

計

担当科目数の合計（a）+（b）+（c）就任を辞退した教員数

12

0

0

0

番　号

①の合計数（a）

専任教員氏名

②の合計数（b）

0

12 4

必修・選択・自由の別 辞任等の理由担当予定科目

　　　・　「就任辞退（未就任）」とは、認可又は届出時に就任予定としながら、実際には就任しなかった教員のことです。

　　　　　就任した後に辞任した教員は、以下「（３）－②専任教員辞任の理由及び後任補充状況」に記入してください。

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

自由自由

計 計計 0

1

番　号

0

科目

後任補充状況

0 科目

0 科目

0 科目 計

担当科目数の合計（a）+（b）+（c）

必修

　（３）－②　専任教員辞任の理由及び後任補充状況　　「該当無し」

0自由

学校運営課題研究Ⅳ

学校運営実践研究Ⅰ

学校運営実践研究Ⅱ

学校を基盤とした
カリキュラム開発
と実践

学校運営実習Ⅰ

学校運営実習Ⅱ

課題発見実習(学
校運営コース)

選択

選択

選択

選択

選択

選択

選択

選択

選択

②

①

①

①

②

②

②

①

①

①

①

①

①
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　（３）－③　上記（３）－①　・　（３）－②　の合計

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

（３）－③合計（Ｄ）+（Ｆ）
（２）－②設置時の計画（Ａ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

（注）・（３）－①、（３）－②で赤字で記載した専任教員数の合計数を記載してください。

　（３）－⑤　令和2年度報告書から、新たに辞任等した専任教員等の状況

－ 人

合計（Ｄ）＋（Ｆ）

辞任等した教員数

0

12 選択

必修

0

自由 0

計 16 科目 計 12 計 4

①の合計数（a） ②の合計数（b）

後任補充状況の集計（Ｅ）＋（Ｇ）

00

担当科目数の合計（a）+（b）+（c）

1 人

必修 0 科目 必修

計

4 選択

必修

科目 選択 0

③の合計数（c）

自由 0 科目 自由 0 自由 0

選択 16

　（３）－④　設置時の計画に対する教員辞任率

= = 3.84 ％
1
26

66



科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

（４） 専任教員交代に係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

　　　　今後の方針などを可能な限り具体的に記入してください。

准教授 照屋は共同で計１６科目を担当する予定であったが、令和２年９月に退職した。後任として専任教員助教を令和３年４月に採用。
なお、照屋を兼任（講師）として令和３年４月に採用し、１６科目のうち３科目を担当する。後任の助教は、うち５科目を担当、その他の
科目は他の専任教員及び兼担教員が担当する。
学生への周知方法については、履修要項に掲載するとともに、不足の情報は新入生ガイダンス、掲示及び教務情報ポータルシステムにおい
て周知した。そのため、特に履修上の問題は発生していない。

（注）・　上記（３）の専任教員辞任等による学生の履修等への影響に関する大学の所見、学生への周知方法、

　（３）－⑥　定年により退職した専任教員に対する後任補充状況　　「該当無し」

番　号 職　位 専任教員氏名 必修・選択・自由の別 担当予定科目 後任補充状況 辞任等の理由

必修 0 科目 必修

合計 後任補充状況の集計

辞任した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

計 0

（注）・　定年により退職した全ての専任教員についてに記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合、赤字にて記入するとともに、「辞任等の理由」

　　　　　に辞任理由等及び（　）書きで報告年度を記入してください。

0
0 自由 0

計 0 科目 計 0 計 0

選択 0 選択 0

自由 0

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

科目 自由 0 自由

0 必修 0 必修 0

選択 0 科目 選択 0
人
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区 分
今後の

の実施計画

認　可　時

（令和２年）

認　可　時

（令和２年）

・ 「設置計画履行状況調査時」には、当該年度の調査の結果、当該大学に付された指摘を

全て記入するとともに、付された指摘に対する履行状況等について、具体的に記入してください。

その履行状況等の参考となる資料があれば、添付してください。

・ 「履行状況」では、履行中であれば「履行中」、履行が完了していれば「履行済」を選択してください。

・ 該当がない場合には、「附帯事項等」の部分に「該当なし」と記入してください。

・ 「設置計画履行状況調査時」には、当該調査の実施年度の年を記入してください。

寄附行為変更の認可の申請に係る附帯事項を除く。） と、それに対する履行状況等について、

具体的に記入してください。

（注）・　「認可時」には、認可時または届出時に付された附帯事項（学校法人の寄附行為又は

改善事項

履　行　状　況

履行済

６　附帯事項等に対する履行状況等

附　帯　事　項　等

教職大学院の授業科目
の中で兼担教員が担当
する単位数の基準を示
すなど、兼担教員の負
担が過度にならないよ
う配慮することが望ま
しい。（助言事項）

修士課程で担当してきた授
業科目数を勘案し、実習科
目を除いた科目については
12単位程度を基準とする。
多くの授業はTTであり、
コーディネーター役から外
れたり，専任教員は教育学
研究科委員会専門委員会や
教育学研究科教育実践高度
化専攻実習連絡協議会の構
成員となり、教職大学院に
関わる業務に主体的に携わ
ることとしており、このよ
うに専任教員の役割を明確
化することで兼担教員に対
する過度の負担とならない
ように配慮されている（茨
城大学大学院教育学研究科
委員会専門委員会内規及び
教育学研究科教育実践高度
化専攻実習連絡協議会内規
を改正）。

特別支援科学コース及
び養護科学コースにつ
いて、専任の実務家教
員が配置されていない
ため、実践的指導力の
育成を担う兼担教員へ
の過度な負担が生じる
ことのないよう、専任
教員を中心とした教育
体制の更なる充実に努
めること。

遵守事項

特別支援科学コースは現場
指導歴10年の助教教員を新
規に採用【5(1)-①兼担 石
田修】した。養護科学コー
スは養護教諭及び医師経験
を有する多様な実務経験を
もつ兼担教員が3名いる。専
任教員は教育学研究科委員
会専門委員会や教育学研究
科教育実践高度化専攻実習
連絡協議会の構成員とな
り、教職大学院に関わる業
務に主体的に携わることと
しており、別紙に示すとお
り専任教員の役割を明確化
することで兼担教員に対す
る過度の負担とならないよ
うに配慮されている（茨城
大学大学院教育学研究科委
員会専門委員会内規及び教
育学研究科教育実践高度化
専攻実習連絡協議会内規を
改正）。

履行済
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設　置　時　の　計　画 変更内容・状況、今後の見通しなど

（注）・「①ａ　委員会の設置状況」には、関係規程等を転載又は添付すること。

　　　　「②実施状況」には、実施されている取組を全て記載すること。（記入例参照）

７　その他全般的事項

＜教育学研究科　教育実践高度化専攻＞

（１） 設置計画変更事項等　「該当無し」

　ｂ　実施方法

（注）・　１～６の項目に記入した事項以外で、設置時の計画より変更のあったもの（未実施を含む。）

　　　　及び法令適合性に関して生じた留意すべき事項について記入してください。

（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ・ＳＤ活動含む）

①　実施体制

　ａ　委員会の設置状況

　　　専門委員会内に教務点検専門部会を設置した。

　ｂ　委員会の開催状況（教員の参加状況含む）

　　　専門委員会主催で教職大学院に関するFDを2回行った。
　　　第1回教職大学院FD（R2.12.2），第2回教職大学院FD（R3.2）。

　ｃ　委員会の審議事項等

　　　今後，上記専門部会を中心に自己点検，FD等の企画，運営を行う予定である。

②　実施状況

　ａ　実施内容

　　　第1回はカリキュラム全般，実習科目を中心に周知検討した。第2回は茨城県教育委員会，茨城県教育研修セン
　　ター等の学外教育機関との連携について周知検討した。

　　　初年度のため、学生に対する授業評価はまだ行われていない。

　　　第1回，第2回とも対面及びオンラインで実施。

　ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）

　　　参加状況は，第1回は97名，第2回は85名。教員のほとんどが参加している。

　ｄ　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況

　　　初年度のため、今後のFD等で検討し取り組んでいく予定。

③　学生に対する授業評価アンケートの実施状況

　ａ　実施の有無及び実施時期

　　　初年度のため、学生に対する授業評価はまだ行われていない。各学期終了時に実施する。

　ｂ　教員や学生への公開状況、方法等
　　　授業アンケート結果は原則として授業担当者にWEB公開する。ただし，FD実施時に資料として使用するほか，限定
　　的に開示することがある。

69



茨城大学教育学研究科教育実践高度化専攻（特別支援科学コース・養護科学コース）における専任教員の役割の明確化について 

 

下表に示すように、特別支援科学コースは２名の専任教員と４名の兼担教員から構成され、専任の実務家教員は配置していないが、一定の

現場指導経験を有する専任教員をコース主任とし、現場指導経験豊富な兼担教員を含めて実践的な教育体制としている。 

また、養護科学コースは２名の専任教員と６名の兼担教員から構成され、専任の実務家教員は配置していないが、コース主任は、県教育研

修センターの研修（養護教諭）講師や県内の学校保健実務の必携手引書である「学校保健の手引き」（茨城県教育委員会）の監修者を継続的

に務めるなど実務に精通しており、現場指導経験豊富な兼担教員を含めて実践的な教育体制としている。 

専任教員の役割としては、授業、実習巡回指導、研究指導等の他、コース運営において主体的な役割を担っており、コース主任がコース内

での連絡調整や運営管理の責務にあたるとともに、教育学研究科委員会専門委員会委員がコースの教務・実習・入試・広報等の実務にあたっ

ている。加えて、教育学研究科教育実践高度化専攻教育課程連携協議会及び実習連絡協議会の委員として、教育関係者、実習学校等との連携

業務、連絡調整業務にあたっている。 

一方、兼担教員の役割は、授業、実習巡回指導、研究指導に限定されており、コース運営や実習学校等との連携、調整に関する負担はなく、

コース共通科目／コース間融合科目等、他コースとの調整を要する授業についても専任教員が担当することとしている。 

以上、実務に精通した専任教員の配置とその役割の明確化によって、兼担教員への過度な負担が生じることがない体制を構築している。 

 

 

コース運営 教育・研究指導

新井　英靖 教授
・コース主任
・教育課程連携協議会委員

・コース内の連絡調整
・教育関係者との連携、調整等

・授業、研究指導、実習巡回指導 ・現場指導歴あり（3年）

勝二　博亮 教授
・専門委員会委員
・実習連絡協議会委員

・教務、入試その他コース運営
・実習の計画、運営、実習学校等との調整等

・授業、研究指導、実習巡回指導

荒川　智 教授 ・授業、研究指導

細川美由紀 准教授 ・授業、研究指導、実習巡回指導 ・現場指導歴あり（2年）

田原　敬 准教授 ・授業、研究指導、実習巡回指導

石田　修 助教 ・授業、研究指導、実習巡回指導 ・現場指導歴あり（10年）

瀧澤　利行 教授
・コース主任
・教育課程連携協議会委員

・コース内の連絡調整
・教育関係者との連携、調整等

・授業、研究指導、実習巡回指導

石原　研治 教授
・専門委員会委員
・実習連絡協議会委員

・教務、入試その他コース運営
・実習の計画、運営、実習学校等との調整等

・授業、研究指導、実習巡回指導

古池　雄治 教授 ・授業、研究指導、実習巡回指導 ・医師免許

廣原　紀恵 教授 ・授業、研究指導、実習巡回指導
・養護教諭経験あり（26年）
・看護師免許

青栁　直子 教授 ・授業、研究指導、実習巡回指導

竹下　智美 講師 ・授業、研究指導、実習巡回指導 ・養護教諭経験あり（1年）

布施　泰子 教授 ・授業、研究指導、実習巡回指導 ・医師免許

渡邊　雅彦 教授 ・授業、研究指導、実習巡回指導 ・医師免許

（注1）研究科長

（注2）保健管理センター所属

兼担

特
別
支
援
科
学
コ
ー

ス

現場指導歴の有無
各コースでの役割

専任／兼担 氏名 職名 コース運営上の役職

養
護
科
学
コ
ー

ス

専任

兼担

専任

(注1)

(注2)

(注2)

履行状況報告書 P68 補足説明資料 



　　（5月1日現在の委員名簿も添付してください。委員に変更がある場合は、その内容と各区分を踏まえた委員構成で

　　　あることを説明してください。併せて、別途委員名簿を変更内容が分かるよう加筆の上、提出してください。）

（３） 教育課程連携協議会に関する事項

　※専門職大学、専門職短期大学、専門職学科、専門職大学院以外は「該当なし」と記入ください。

　　　・教育関係者との連携による授業科目の開設その他の教育課程の編成に関する基本的な事項

　　　・教育関係者との連携による授業の実施その他の教育課程の実施に関する基本的な事項及びその実施状況の評価
　　　　に関する事項

　　　・その他教育実践高度化専攻の教育課程及び教員養成に関し必要な事項

　　　開催は年1回7月を予定している。

　ｄ　その他

　c　教育課程連携協議会が審議した内容を踏まえた大学での教育課程への反映状況

①　体制

　ａ　委員会の設置状況

　ｂ　委員会の開催状況（回数や開催日など）

　ｃ　委員会の審議事項等

②　審議状況　　「令和3年7月開催予定」

　ａ　審議した内容

　b　教育課程連携協議会が審議した内容を踏まえた大学での教育課程への見直し状況

　　　設置計画書からの変更を行う予定である。教育課程連携協議会の重要性に鑑み、実務家1名を構成員から外し、新
　　たに実習協力校のある市町村教育委員会教育長、教育実践高度化専攻各コース主任を構成員とする。これによって
　　当該専攻の運営についてより有益な意見交換と改善の指針ができる。
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※設置計画が各大学等が社会に対して着実に実現していく構想を表したものであることに鑑み、

　設置計画履行状況報告書については、各大学等のウェブサイトに公表するなど、積極的な情報提供をお願いします。

　ａ　公表予定の有無　　〔　　　有　　　・　　　無　　　〕

≪ａで「有」の場合≫

　ｄ　公表しない理由　　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　ｂ　公表（予定）時期　〔　調査結果公表後１ヶ月以内　・　公表後２～３ヶ月以内　・　公表後３ヶ月以降　〕

≪ａで公表「無」の場合≫

　　　　いて記入してください。

（５） 情報公表に関する事項

（注）・　設置時の計画の変更（又は未実施）の有無に関わらず記入してください。

　　　　また、「①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見」については、できるだけ具体的な根拠を

　　　　含めて記入してください。

③　認証評価を受ける計画

　大学全体の機関別認証評価は令和３年度に受審する。教職大学院の認証評価は令和６年度を目途に受審予定である。

　ｃ　公表方法　　　　　〔　ウェブサイトへの掲載　・　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　〕

　（専門職大学、専門職短期大学、専門職大学院については、機関別認証評価と分野別認証評価それぞれの受審計画について記載してください。）

②　自己点検・評価報告書

　ａ　公表（予定）時期

①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見

○　設置計画履行状況報告書（令和３年度）

　１年間の実績をもとに評価すべきと考えており，来年度7月頃を予定している。

　ｂ　公表方法

　公表する場合は大学ホームページあるいは教育学部ホームページ上に公開する。

　　　　　なお、「②　自己点検・評価報告書」については、当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書につ

　入学者の状況は定員43名が入学者40名で3名の不足が生じたが、授業科目の開講、教員配置、連携協力校の設定等は計
画どおりに進行している。目的の達成状況については、現時点で評価することは困難であるが、概ね設置計画の趣旨に
基づき順調に実施している。また、計画書の基本方針・計画の考え方に基づきながら、委員会の内規等の改正を進める
と共に、新たに専門部会の発足を行い、基本的に計画書に沿って取り組んでいる。さらに、計画書の基本的趣旨を一層
前進させるため、教育課程連携協議会の構成員の変更を検討している。

（４） 自己点検・評価等に関する事項
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茨城大学教職大学院

（学校運営コース）

幼稚園 小学校
義務教育

学　校
中学校

中等教育
学　校

高 校
特別支援
学　　校

その他 計 備　　考

茨城県
教育委員会

1 6 7

0

0

0

0

0

0 1 0 6 0 0 0 0 7

7

（教育方法開発コース）

幼稚園 小学校
義務教育

学　校
中学校

中等教育
学　校

高 校
特別支援
学　　校

その他 計 備　　考

茨城県
教育委員会

1 1

0

0

0

0

0

0 1 0 0 0 0 0 0 1

4 4 4 4

5

学部新卒学生

その他（社会人等）

合　計

現

職

教

員

教育委員会から
の派遣制度

派遣制度以外

小　計

１　調査対象研究科等の令和３年度入学者・在学者の状況

① 調査対象研究科等の令和３年度入学者の状況

区　　　分

現

職

教

員

教育委員会から
の派遣制度

派遣制度以外

小　計

学部新卒学生

その他（社会人等）

合　計

区　　　分
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茨城大学教職大学院

（児童生徒支援コース）

幼稚園 小学校
義務教育

学　校
中学校

中等教育
学　校

高 校
特別支援
学　　校

その他 計 備　　考

茨城県
教育委員会

1 1

0

0

0

0

0

0 1 0 0 0 0 0 0 1

1 3 3 1 3

　 4

（教科領域コース）

幼稚園 小学校
義務教育

学　校
中学校

中等教育
学　校

高 校
特別支援
学　　校

その他 計 備　　考

茨城県
教育委員会

1 1

0

0

0

0

0

0 0 0 1 0 0 0 0 1

1 11 19 21 17

　 18

学部新卒学生

その他（社会人等）

合　計

現

職

教

員

教育委員会から
の派遣制度

派遣制度以外

小　計

学部新卒学生

その他（社会人等）

合　計

区　　　分

現

職

教

員

教育委員会から
の派遣制度

派遣制度以外

小　計

区　　　分
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茨城大学教職大学院

（特別支援科学コース）

幼稚園 小学校
義務教育

学　校
中学校

中等教育
学　校

高 校
特別支援
学　　校

その他 計 備　　考

茨城県
教育委員会

1 1

0

茨城大学教
育学部附属

学校
1 1

0

0

0

0 0 0 0 0 0 2 0 2

1 1 1 1

3

（養護科学コース）

幼稚園 小学校
義務教育

学　校
中学校

中等教育
学　校

高 校
特別支援
学　　校

その他 計 備　　考

茨城県
教育委員会

0

0

0

0

0

0

0 0 0 0 0 0 0 0 0

2 2 3 3
その他3名の内訳
・養護教諭免許状取得
者　3名

3

・ 学部新卒学生・その他（社会人等）で教員免許を所持していない場合は，「その他」に計上し，

備考欄にその旨が分かるように記載してください。

・ 現職教員・学部新卒学生・その他（社会人等）のいずれについても，「その他」に分類される院生がいる場合は，

具体的な内訳を備考欄に記載してください。

・ 黄色セル部分は自動計算されますので，手入力しないでください。

・ 現職教員については，現在所属する，休業・退職している場合は入学直前に所属していた学校種に基づいて計上してください。

・ 現職教員の区分は，各大学の実態に合わせて，適宜追加・削除してください。

・ 学部新卒学生・その他（社会人等）で教員免許を複数所持している場合は，該当する校種（幼稚園～特別支援学校）の

区分全てに記入し，「計」欄には実数を記入してください。

学部新卒学生

その他（社会人等）

合　計

（注）・　コースや領域・プログラム等，最小単位の区分ごとに表を作成してください。

現

職

教

員

教育委員会から
の派遣制度

派遣制度以外

小　計

学部新卒学生

その他（社会人等）

合　計

区　　　分

現

職

教

員

教育委員会から
の派遣制度

派遣制度以外

小　計

区　　　分

3



茨城大学教職大学院

（学校運営コース）

幼稚園 小学校
義務教育

学　校
中学校

中等教育
学　校

高 校
特別支援
学　　校

その他 計 備　　考

茨城県
教育委員会

1 6 7

0

0

0

0

0

0 1 0 6 0 0 0 0 7

7

（教育方法開発コース）

幼稚園 小学校
義務教育

学　校
中学校

中等教育
学　校

高 校
特別支援
学　　校

その他 計 備　　考

茨城県
教育委員会

1 1

0

0

0

0

0

0 1 0 0 0 0 0 0 1

4 4 4 4

5

学部新卒学生

その他（社会人等）

合　計

現

職

教

員

教育委員会から
の派遣制度

派遣制度以外

小　計

学部新卒学生

その他（社会人等）

合　計

区　　　分

区　　　分

現

職

教

員

教育委員会から
の派遣制度

派遣制度以外

小　計

② 調査対象研究科等の令和３年度在学者の状況
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茨城大学教職大学院

（児童生徒支援コース）

幼稚園 小学校
義務教育

学　校
中学校

中等教育
学　校

高 校
特別支援
学　　校

その他 計 備　　考

茨城県
教育委員会

1 1

0

0

0

0

0

0 1 0 0 0 0 0 0 1

1 3 3 1 3

　 4

（教科領域コース）

幼稚園 小学校
義務教育

学　校
中学校

中等教育
学　校

高 校
特別支援
学　　校

その他 計 備　　考

茨城県
教育委員会

1 1

0

0

0

0

0

0 0 0 1 0 0 0 0 1

1 11 19 21 17

　 18

派遣制度以外

小　計

学部新卒学生

その他（社会人等）

合　計

区　　　分

現

職

教

員

教育委員会から
の派遣制度

派遣制度以外

小　計

学部新卒学生

区　　　分

現

職

教

員

教育委員会から
の派遣制度

その他（社会人等）

合　計
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茨城大学教職大学院

（特別支援科学コース）

幼稚園 小学校
義務教育

学　校
中学校

中等教育
学　校

高 校
特別支援
学　　校

その他 計 備　　考

茨城県
教育委員会

1 1

0

茨城大学教
育学部附属

学校
1 1

0

0

0

0 0 0 0 0 0 2 0 2

1 1 1 1

　 3

（養護科学コース）

幼稚園 小学校
義務教育

学　校
中学校

中等教育
学　校

高 校
特別支援
学　　校

その他 計 備　　考

茨城県
教育委員会

0

0

0

0

0

0

0 0 0 0 0 0 0 0 0

2 2 3 3
その他3名の内訳
・養護教諭免許状取得
者　3名

　 3

派遣制度以外

小　計

学部新卒学生

派遣制度以外

小　計

学部新卒学生

区　　　分

現

職

教

員

教育委員会から
の派遣制度

現

職

教

員

教育委員会から
の派遣制度

区　　　分

その他（社会人等）

合　計

　　　・　学部新卒学生・その他（社会人等）で教員免許を所持していない場合は，「その他」に計上し，

　　　　備考欄にその旨が分かるように記載してください。

　　　・　現職教員・学部新卒学生・その他（社会人等）のいずれについても，「その他」に分類される院生がいる場合は，

　　　　具体的な内訳を備考欄に記載してください。

その他（社会人等）

（注）・　コースや領域・プログラム等，最小単位の区分ごとに表を作成してください。

　　　・　黄色セル部分は自動計算されますので，手入力しないでください。

　　　・　現職教員については，現在所属する，休業・退職している場合は入学直前に所属していた学校種に基づいて計上してください。

　　　・　現職教員の区分は，各大学の実態に合わせて，適宜追加・削除してください。

合　計

　　　・　学部新卒学生・その他（社会人等）で教員免許を複数所持している場合は，該当する校種（幼稚園～特別支援学校）の

　　　　区分全てに記入し，「計」欄には実数を記入してください。
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茨城大学教職大学院

（単位：人）

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 備　　　　考

派遣制度 0 3 0 －

派遣制度以外 0 0 0 －

小計（ａ） 0 3 0 －

2 2 2 －

0 0 1 －

2 5 3 －

3 3 3 －

67% 167% 100% －

（単位：人）

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 備　　　　考

派遣制度 0 0 1 －

派遣制度以外 0 0 1 －

小計（ａ） 0 0 2 0

22 15 20 －

1 0 1 －

23 15 23 #VALUE!

22 22 22 －

105% 68% 105% #VALUE!

（単位：人）

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 備　　　　考

派遣制度 0 0 0 －

派遣制度以外 1 0 0 －

小計（ａ） 1 0 0 0

3 2 3 －

0 2 0 －

4 4 3 #VALUE!

3 3 3 －

133% 133% 100% #VALUE!

２　既存の教員養成系修士課程の状況

【教育学研究科障害児専攻（Ｍ）】

区　　　分

入

学

者

数

現
職
教
員

令和3年度か
ら学生募集停
止

学部新卒学生（ｂ）

その他（社会人等）（ｃ）

令和3年度か
ら学生募集停
止

入学定員（ｅ）

定員超過率（ｄ/ｅ）

計（ｄ=ａ+ｂ+ｃ）

入学定員（ｅ）

定員超過率（ｄ/ｅ）

【教育学研究科教科教育専攻（Ｍ）】

学部新卒学生（ｂ）

その他（社会人等）（ｃ）

計（ｄ=ａ+ｂ+ｃ）

区　　　分

入

学

者

数

現
職
教
員

【教育学研究科養護教育専攻（Ｍ）】

区　　　分

入

学

者

数

現
職
教
員

令和3年度か
ら学生募集停
止

学部新卒学生（ｂ）

その他（社会人等）（ｃ）

計（ｄ=ａ+ｂ+ｃ）

入学定員（ｅ）

定員超過率（ｄ/ｅ）
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茨城大学教職大学院

（単位：人）

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 備　　　　考

派遣制度 0 1 2 －

派遣制度以外 1 0 0 －

小計（ａ） 1 1 2 0

7 6 6 －

3 2 0 －

11 9 8 #VALUE!

9 9 9 －

122% 100% 89% #VALUE!

（注）・　本表は既存の教員養成系修士課程における全ての専攻について作成してください。

　　　　必要に応じて表を追加してください。

　　　 ・　黄色セル部分は自動計算されますので，手入力しないでください。

　　　・　学生募集停止中の研究科・専攻等については，「－」を記入するとともに，「備考」

　　　　に「平成○年度から学生募集停止」と記入してください。

【教育学研究科学校臨床心理専攻（Ｍ）】

区　　　分

入

学

者

数

現
職
教
員

定員超過率（ｄ/ｅ）

令和3年度か
ら学生募集停
止

学部新卒学生（ｂ）

その他（社会人等）（ｃ）

計（ｄ=ａ+ｂ+ｃ）

入学定員（ｅ）
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茨城大学教職大学院

３　設置の趣旨等を記載した書類の履行状況

①　設置の趣旨及び必要性

認　可　（設　置）　時　の　計　画 履　　行　　状　　況

ア　教育上の理念，目的

　近年，我が国における少子・高齢化の進行，そして世界のグローバル化や情報化
といった社会の急激な変化や複雑化に対応できる教員が求められている。茨城県
でも「いばらき教育プラン」の中で基本テーマとして「一人一人が輝く 教育立県を目
指して ～子どもたちの自主性・自立性を育もう～」を掲げている。すなわち，茨城県
では多様性のある子どもたちへの対応が課題となっており，すべての子どもたちに
一人ひとり主体的で対話的な深い学びを実現させていくことが学校や教員に求めら
れる責務である。
　そこで，茨城大学教職大学院（教育実践高度化専攻）における指導理念（コンセプ
ト）を，「地域とともに“多様な子ども”に対する教育実践を高度化する教職大学院」と
し，その目的を「誰も置き去りにしない，すべての子どもの力を伸ばす教員を養成す
ること」とした。
　以上の目的を達成するために，以下のような教員の養成を行う。

設置時の計画どおりに履行
・茨城大学ホームページ（アドミッションポリシー，カリキュラムポリシー，ディプロマ
ポリシー）参照
https://www.ibaraki.ac.jp/education/policy/gs_education/gs_professional/index.htm
l

①　すべての子どもに対して「主体的・対話的で深い学び」を展開できる教員。

②　多様な子どもを深く理解し，実践につなげていくことができる教員。

③　地域の教育的課題を知り，協働して課題解決に取り組むことができる教員。

　以上のような人材を養成するため，３つの資質・能力を身に付けた者に修了を認
定し，教職修士（専門職）の学位を授与することとした。身につけさせる３つの能力と
は，以下のとおりである。

①　子どもを深く理解できる力　（子どもの諸能力・技能を多面的に評価するととも
に，子どもの願いや苦悩に寄り添い，またその背景にある環境にも目を配りながら，
子どもの真の学習ニーズを理解できる力）

②　広い視野　（社会の変化やニーズと子どもの実態を踏まえながら，同僚や様々
な人と協働し，学際的・多面的な広い視野で教育上の課題を探求できる力）

③　深い専門性　（子ども理解や広い視野に基づく教育上の課題と自分の専門分野
を結び付けて，その課題解決のための方法をさらに深く追究できる力）

イ　どのような教員を養成するのか。

　具体的には，目的に応じて以下のようにコース別で教員を養成する計画である。

「学校運営コース」

　「学校運営コース」は，原則として10年以上の教職経験をもつ現職教員を対象とし
ている。「学校運営コース」ではディプロマ・ポリシーに挙げた身に付けさせる３つの
資質・能力を以下のように考える。

１）子どもを深く理解できる力（子ども支援組織構築のリーダーシップ）
２）広い視野（教育政策を踏まえたビジョン形成力）
３）深い専門性（学校マネジメントの深い専門性）

　本コースに派遣される現職教員は，これまでの学校現場での経験を通して，自身
が授業改善を図ったり，校務分掌上の役割を遂行したりする基本的な力は備わって
いる。しかし，学校の多様な課題に対応する力が一層求められている状況を踏ま
え，若手や他の教員に対する指導力や組織として課題解決を推進するマネジメント
としての力量も求められてくる。そこで，子どもたちの有する問題状況を把握し，支
援するための組織として課題解決を遂行するリーダーシップを発揮できる力と，教育
政策を踏まえたうえで学校に必要となる課題解決のための道筋を明示し，その進む
べき方向性が明らかとなる学校ビジョンを形成する力を身に付けるとともに，これら
を根底において支える学校マネジメントの本質的な理解を深めることにより，スクー
ルリーダーとして学校づくりに貢献できる教員を養成する。

設置時の計画どおりに履行
・教育学研究科ホームページ参照
http://www.ppedu.ibaraki.ac.jp/course/
・教職大学院案内（資料1：p.1～24）
http://www.ppedu.ibaraki.ac.jp/images/2021pamphlet.pdf
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茨城大学教職大学院

「教育方法開発コース」

　「教育方法開発コース」は，学部新卒学生と現職教員を対象としている。「教育方
法開発コース」ではディプロマ・ポリシーに挙げた身に付けさせる３つの資質・能力を
以下のように考える。

１）子どもを深く理解できる力（児童生徒の学習状況の把握，多面的な児童生徒理
解）
２）広い視野（今日の社会と求められる資質・能力，授業像の理解）
３）深い専門性（授業設計と指導方法，授業研究に関する深い専門性）

　教職大学院での履修を通じて，以上の３つの資質・能力を修得していくが，学部新
卒者においては学部段階で修得した教員としての基礎的な実践力を基礎に，現職
教員においては教育経験を通して培ってきた実践力を基礎に学修していくため，最
終的に養成する教員像は学部新卒者と現職教員では異なる。
　学部新卒者は，教員としての基本的な資質・能力を身に付け，授業を実践する上
での基礎的な力は備わっている。しかし，育成する資質・能力や単元全体，道徳教
育や学級経営をはじめとする他の教育活動との関連等，広い視野を持って授業を
構想することや，児童生徒理解に基づいて授業を実践する力量はまだ不十分であ
る。そこで，学部新卒者においては，幅広い視野から育成すべき学力・授業像をとら
え，児童生徒の実態に即した授業の構想・展開を行うとともに，実施した授業を省察
し，授業改善を図ることのできる教員を養成する。
　現職教員は，これまでの学校現場での経験を通して，児童生徒の実態に即した授
業の工夫や授業改善を図る力量が備わっている。しかし，今後の社会の変容や，学
校・地域の実態，カリキュラム・マネジメントの視点による授業改善等，幅広い視野
に立って実践を構想・展開できる高度な実践力が必要である。またそのような視点
に基づいて，学校あるいは地域での授業改善の取り組みに貢献することのできる力
量が求められる。そこで，現職教員においては，幅広い視野と深い児童生徒理解に
基づいて，単元・授業を構想・展開できる実践的指導力を身に付けるとともに，実践
の省察を通して自らの授業改善を図ることができる教員，校内研修等を通して学校
全体の授業研究をリードすることのできる教員を養成する。

「児童生徒支援コース」

「児童生徒支援コース」は，学部新卒者と現職教員を対象としている。「児童生徒支
援コース」では，ディプロマ・ポリシーに挙げた身に付けさせる３つの資質・能力を以
下のように考える。

１）子どもを深く理解できる力（背景を踏まえた児童生徒理解）
２）広い視野（学校内外との連携力・チーム支援力）
３）深い専門性（児童生徒の成長を促進する支援力）

　教職大学院での履修を通じて，以上の３つの資質・能力を修得していくが，学部新
卒者においては学部段階で修得した教員としての基礎的な実践力を基礎に，現職
教員においては教育経験を通して培ってきた実践力を基礎に学修していくため，最
終的に養成する教員像は学部新卒者と現職教員では異なる。
　学部新卒学生の場合は，教員としての基本的な資質・能力を身に付け，児童生徒
とのかかわる基本的な力は備わっている。しかし，生徒指導上の課題に触れる機会
はほとんどなく，学級経営の意義を理解し，学級を意図的・計画的に指導しながら子
ども理解を進める具体的なイメージはまだ形成されてない。そこで，学部新卒者にお
いては，生徒指導上の課題を見聞きし，それが授業や学級経営の中でどのように対
応されているかを知ることによって，実際の取り組みに活かせる教員を養成する。
　現職教員は，児童生徒の問題に対してカウンセリングマインドを身に付け，望まし
い人間関係をつくり児童生徒や保護者との信頼関係を築く実践力が備わっている。
しかし，それは自分の学級でのことであり，学年全体，学校全体の問題にリーダーと
して対応できているとは限らない。そこで，現職教員においては，学校で生起してい
る生徒指導上の課題に対して，多面的・多角的にアセスメントし，個と集団の実態に
応じた適切な対応をとることができるとともに，外部人材を活用するなど協力体制を
整えて指導したり，教員の役割連携を調整したりしながら，チームとして対応できる
教員を養成する。

「教科領域コース」

「教科領域コース」は，学部新卒者と現職教員を対象としている。「教科領域コース」
ではディプロマ・ポリシーに挙げた身に付けさせる３つの資質・能力を以下のように
考える。

１）子どもを深く理解できる力（多様な子どもの学習能力の実態把握）
２）広い視野（教科・分野横断的視点）
３）深い専門性（教科の深い専門性）

　教職大学院での履修を通じて，以上の３つの資質・能力を修得していくが，学部新
卒者においては学部段階で修得した教員としての基礎的な実践力を基礎に，現職
教員においては教育経験を通して培ってきた実践力を基礎に学修していくため，最
終的に養成する教員像は学部新卒者と現職教員では異なる。
　学部新卒者は，教員としての基本的な資質・能力を身に付け，授業を実践する上
での基礎的な力や教科の知識が備わっている。しかし，現状の教育課題である「多
様な子ども」や「最新の教育課題」に協働して対応することはまだ不十分である。そ
こで，学部新卒者においては，児童生徒の実態に応じて，教科内容に関する深い知
識と概念を備え，それらを社会の変化や課題の複雑化に対応させつつ，教科指導
に活かすことができる教員を養成する。
　現職教員は，これまでの学校現場での経験を通して，児童生徒の実態に即した授
業の工夫や授業改善を図る力量が備わっている。しかし，社会の多様性に対応する
力が一層求められている状況を踏まえて，インクルーシブ教育の実現に貢献できる
教員としての力量も求められてくる。そこで，現職教員においては，教科指導におけ
る「経験知」と「内容知」，教科・分野の枠を超えた多様な「方法知」を有機的に結び，
総合的に活用する視点を身に付けるとともに，教材開発や教科内容に関する研究
の在り方を校内や近隣の学校にも発信することができる教員を養成する。
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茨城大学教職大学院

「特別支援科学コース」

「特別支援科学コース」は，学部新卒者と現職教員を対象としている。「特別支援科
学コース」ではディプロマ・ポリシーに挙げた身に付けさせる３つの資質・能力を以下
のように考える。

１）子どもを深く理解できる力（多様な子どもの学習能力の実態把握）
２）広い視野（教科・分野横断的視点）
３）深い専門性（特別支援教育の深い専門性）

　教職大学院での履修を通じて，以上の３つの資質・能力を修得していくが，学部新
卒者においては学部段階で修得した教員としての基礎的な実践力を基礎に，現職
教員においては教育経験を通して培ってきた実践力を基礎に学修していくため，最
終的に養成する教員像は学部新卒者と現職教員では異なる。
　学部新卒者は，特別支援教育に関する基本的な資質・能力を身に付け，授業を実
践する上での基礎的な力や教科の知識が備わっている。しかし，アセスメント情報を
具体的な支援に結び付けて考えたり，教育現場の実践課題に対して新しい教材を
開発し，授業実践に結び付けたりすることはまだ不十分である。そこで，学部新卒者
においては，特別支援教育に関するアセスメント能力と教材開発力を高め，特別支
援学校や特別支援学級において子どもの特別ニーズに専門的に対応できる教員を
養成する。
　現職教員は，これまでの学校現場での経験を通して，特別なニーズのある子ども
の実態把握や教材を開発する力量がある程度，備わっている。しかし，障害の多様
化・重度化が一層進んでいる状況を踏まえて，また，インクルーシブ教育の理念を
踏まえた教育実践を展開することが求められている状況において，特別支援教育を
担当する教員として新しい力量を身に付けることが求められている。そこで，現職教
員においては，様々な障害や学習困難に対応できるように，特別支援学校や特別
支援学級以外での実践経験を積むことで，自らの勤務校の実践課題を明確にし，ア
セスメント技法の深い理解や，インクルーシブ教育を踏まえた授業づくりの視点をも
つなどの新しい力量を身に付けていくことを目指す。そのうえで，現職教員において
は，校内の教育内容研究をリードするとともに，近隣の学校や地域にも発信すること
ができる教員を養成する。

「養護科学コース」

「養護科学コース」は，学部新卒者と現職教員を対象としている。「養護科学コース」
ではディプロマ・ポリシーに挙げた身に付けさせる３つの資質・能力を以下のように
考える。

１）子どもを深く理解できる力（児童生徒の心身の健康状態の実態把握と支援する
力）
２）広い視野（多職種と連携し展開する力）
３）深い専門性（養護の深い専門性）

　教職大学院での履修を通じて，以上の３つの資質・能力を身に付けさせるが，学
部新卒者においては学部段階で修得した教員としての基礎的な実践力を基礎に，
現職教員においては教育経験を通して培ってきた実践力を基礎に学修していくた
め，最終的に養成する教員像は学部新卒者と現職教員では異なる。
　学部新卒者は，養護教諭としての基本的な資質・能力を身に付け，児童生徒の心
身の健康観察，救急処置，保健指導等による健康保持増進の実践に関わる基礎的
な知識が備わっている。しかし，児童生徒の健康上の諸課題に触れる機会が少な
いため一人ひとりの子どもを理解した上で継続した支援を行う具体的イメージはまだ
不十分である。同様に，学校内外での連携についても理解はしていても主体的に実
践する力は不足している。そこで，学部新卒者においては，養護の高度な専門性の
追求と多職種連携を核としたチーム・アプローチに基づく学校マネジメントに主体的
に参画できる教員を養成する。
　現職教員は，これまでの学校現場での経験を通して，児童生徒の実態に即した養
護・保健活動の力量がある程度，備わっている。しかし，これまでの勤務経験から児
童生徒の心身の健康支援の在り方に関する困難感等を少なからず持っている。社
会の変化や多様性，新たに生じる健康課題に対応する力が一層求められている状
況を踏まえて，改めて子どもたちの心身の健康支援の在り方について深く理解し，
多職種と連携して支援する力を身に付けた養護教諭が求められる。そこで，現職教
員においては，多職種連携的な視点を踏まえた養護実践力と展開力，高度なカリ
キュラム・マネジメント能力を身に付けるとともに，子どもたちの発達段階に応じた支
援とインクルーシブ教育とを意識しながら，児童生徒の主体的な健康管理能力と多
面的な発達を促す支援を学校全体で推進していくことができる教員を養成する。
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②　教育課程の編成の考え方及び特色

認　可　（設　置）　時　の　計　画 履　　行　　状　　況

ア　教育課程の編成の考え方

　教育課程における科目区分を「共通科目」「専門科目」「実習科目」とし，「専門科
目」の中にコースごとに学修する「コース別科目」とコース間で学び合う「コース間融
合科目」を，「実習科目」の中にも「コース別実習」と「コース間融合実習」を配置し
た。カリキュラム・マネジメント能力に関しては，共通科目で6コース共通の必修科目
として設定し，その中で修得させる。「子どもを深く理解できる力」，「深い専門性」，
そして「広い視野」の3つの資質・能力に関しては，各コースの専門性に応じてこれら
の3つの資質・能力の養成が担保されるように，「共通科目」「専門科目」「実習科目」
で構成される全体のカリキュラムの中で修得させる。
　なお，本学教職大学院は6コース編成としているが，これまで設置されていた「学校
運営コース」「教育方法開発コース」「児童生徒支援コース」の3コースは，いずれも
学校教育の抱える具体的な課題に対しての教育実践で，新たに設置する「教科領
域コース」「特別支援科学コース」「養護科学コース」の3コースは，教科・分野横断的
視点や特別支援教育や養護教育の視点を融合して，学校教育の改善に貢献できる
教員を養成することが特色となっている。そこで，カリキュラムを編成するうえで，便
宜的に前者を「教育実践の深化」を図る教育実践系（以下「実践系」という。），後者
を「教育内容の深化」を図る教育内容系（以下「内容系」という。）とし，同系内のコー
ス間融合を強め，地域の中にある様々な教育課題に対して，協働して課題解決に取
り組むことができる教員養成プログラムとした。

設置時の計画どおりに履行
大学院学生便覧（専門職学位課程）（資料2：p.65-74）

①　共通科目について

　共通科目では，「誰も置き去りにしない，すべての子どもの力を伸ばす教員を養成
すること高度な専門性を備えた教員」を育成するため，全ての学生が共通して学ぶ
科目を設定している。さらに，実践系3コースと内容系3コースではその特色に合わ
せて，異なる科目群を立てている。

設置時の計画どおりに履行
大学院学生便覧（専門職学位課程）（資料2：p.65）

特色については以下のとおりである。

　ａ．「教育課程の編成・実施に関する領域」には，カリキュラム・マネジメントに関す
る科目（「カリキュラム・マネジメントの理論と実践Ⅰ，Ⅱ」）を設定し，6コース必修科
目とした。

　ｂ．「教科等の実践的な指導方法に関する領域」には，コースの専門性に基づいて
学びのニーズも異なるため，授業科目に多様性を持たせた。なお，最新の教育課題
である「ICT 活用とプログラミング」については，6コースすべての学生が履修可能な
科目として設定した。

　ｃ．「生徒指導，教育相談に関する領域」には，多様な子どもを理解し，一人ひとり
を尊重できるような学校づくりを目指すため，発達障害に関する科目（「発達障害児
の理解と支援」）を6 コース必修科目とした。また，「学級経営，学校経営に関する領
域」にも「インクルーシブ教育の学校づくり」を設定し，6コースすべての学生が受講
できるようにした。

　ｄ．「学校教育と教員の在り方に関する領域」には，地域の教育的課題を把握する
ため，茨城県の教育方針や学校現場の実情を学ぶ科目（「茨城の教育改革と開か
れた学校づくり」）を6コース必修科目とした。

　e．学校改善・授業改善のためには学校内における研修の活性化が必要となるた
め，専門職大学院設置基準上に明示された5つの領域に加えて，第6領域に本学教
職大学院独自で開講する「学校改善と校内研修に関する領域」を設定した（実践系3
コース：「校内研修の企画・立案と実践」，内容系3コース：「教育測定（評価）と校内
研修」）。

②　専門科目について

　専門科目には，それぞれのコースのねらいに沿って学修するコース別の科目
（コース別科目）に加え，コース間を融合した科目（コース間融合科目）を設定した。
さらに，理論と実践を往還するために，専門科目の中に実習での実践を振り返り，エ
ビデンスに基づいた教育実践の評価及び改善を目指したプロジェクト学習（Project
Based Learning:以下「ProjBL」という。）型の授業科目を設定した。

設置時の計画どおりに履行
大学院学生便覧（専門職学位課程）（資料2：p.66～74）

③　実習科目について

　理論と実践を往還するために，共通科目や専門科目で修得された知識を実践の
場で検証するための多様な実習科目を設定する。専門科目と同様に，それぞれの
コースで専門性に応じた実習科目（コース別実習）と，コース間で協働して取り組む
実習科目（コース間融合実習）を設定する。

設置時の計画どおりに履行
大学院学生便覧（専門職学位課程）（資料2：p.66～68，71～74）

「実践系3コース」

　実践系3 コースの実習科目は，コース別実習とコース間融合実習からなる。共通
科目や専門科目で学んだ理論を実践で確認し，実践的課題を見出す場として，1 年
次前期にて3コース共通のコース間融合科目である「課題発見実習」を設けている。
さらに，コースごとに課題の性質が異なるため，その特性に応じたコース別科目も用
意されている。例えば，「学校運営コース」や「教育方法開発コース」では学校内を実
習の中心に据えているが，「児童・生徒支援コース」では，学校での実習以外に適応
指導教室を実習先とすることで，学校に来られない学校不適応を示す児童・生徒と
の実際の関わりができるようにしている。さらに，協力校での実習においては，学生
が入試の段階で自らの解決したい教育課題を提示し，入学決定後にはその課題に
沿った実習校とのマッチングを行っていく点も特徴である。そのため，水戸市内すべ
ての小・中学校との実習関係を結んでいる。実践系として実習科目に共通のねらい
を設けつつも，コースの特性とニーズの多様性に応じるために個々のコースでの実
習科目のねらいも設定されている。

【コース間融合実習】

「課題発見実習」（P1前期・2単位）

【コース別実習】

「学校運営コース」

学校運営開発実習Ⅰ（P1後期・3単位）

学校運営開発実習Ⅱ（P2通年・5単位） 令和4年度開講

「教育方法開発コース」

教育方法開発実習Ⅰ（P1後期・3単位）

教育方法開発実習Ⅱ（P2通年・5単位） 令和4年度開講
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「児童生徒支援コース」

児童生徒支援実習（P1後期・3単位）

学校適応アセスメント実習（P2前期・3単位） 令和4年度開講

学校適応支援実習（P2後期・2単位） 令和4年度開講

「内容系3コース」

　内容系3 コースの実習科目については，コース別実習とコース間融合実習からな
る。共通科目や専門科目で学んだ理論を実践で検証する場として，1 年次前期に3
コース共通の実習科目（コース間融合実習）を設けている。この実習科目では内容
系3 コースが協働して実施し，各コースにおける専門性も発揮できる場としている。
「教科領域コース」と「特別支援科学コース」の学部新卒者においては，2 年次前期
も同様に実習科目（コース間融合実習）を行い，異学年チュートリアル教育の中で後
輩に指導する能力を身に付ける。実習科目（コース間融合実習）は地域にある学校
や社会教育施設，病院等を実習先とすることで，身近にある地域資源を活用しなが
ら地域での教育普及活動を通して教科・分野横断的な内容を指導する実践力を身
に付けることが期待される。さらに，コースごとのねらいに応じた実習科目（コース別
実習）も用意されている。共通科目や専門科目での学びを踏まえて実践力を高める
ことを目的としている。

【コース間融合実習】

「教材開発実習ⅠA」（P1前期・1単位）

「教材開発実習ⅠB」（P1通年・1単位）

「教材開発実習ⅡA」（P2前期・1単位） 令和4年度開講

「教材開発実習ⅡB」（P2通年・1単位） 令和4年度開講

「子供と大人への一次救命処置実習」（P1・前期1単位）

【コース別実習】

「教科領域コース」

教科領域実習Ⅰ（P1後期・3単位） 教育効果向上のため，教科領域実習Ⅰの配当年次を後期から通年に変更した。

教科領域実習Ⅱ（P2前期・3単位） 令和4年度開講

教科領域実習Ⅲ（P2通年・5単位） 令和4年度開講

「特別支援科学コース」

特別支援教育教材開発実習Ⅰ（P1前期・1単位）

特別支援教育教材開発実習Ⅱ（P2前期・1単位） 令和4年度開講

特別支援教育アセスメント実習Ⅰ（P1後期・1単位）

特別支援教育アセスメント実習Ⅱ（P2後期・1単位） 令和4年度開講

特別支援教育ケースカンファレンス実習Ⅰ（P1前期・1単位）

特別支援教育ケースカンファレンス実習Ⅱ（P2前期・1単位） 令和4年度開講

特別支援教育授業改善実習（P2通年・5単位） 令和4年度開講

「養護科学コース」

養護科学実習Ⅰ（P1通年・2単位）

養護科学実習Ⅱ（P2通年・4単位） 令和4年度開講

養護科学実習Ⅲ（P2通年・4単位） 令和4年度開講

養護科学実習Ⅳ（P1後期・2単位）

イ　教育課程の編成の特色

　１）共通科目としての5領域に加えて，第6領域「学校改善と校内研修に関する領
域」を独自に設置し，学校全体に貢献できる力を育成するとともに，各コースの専門
科目及び実習科目によって，教育者としての使命感と豊かな人間性を有し，子ども
理解に基づく高度な専門性を有する実践力を身に付けさせる。

設置時の計画どおりに履行
大学生学生便覧（専門職学位課程）（資料2：p.65）

　２）専門科目と実習科目において現職教員や学部新卒者といった年齢や経験の異
なる者，さらに専門性の異なる他教科・他分野の学生が協働して問題解決に取り組
むことを可能にするコース間“融合”の科目を設定した。これにより，教員の専門性
を高めるだけでなく，それらの知識・技能を社会に展開する力を高めることになり，
「社会に開かれた教育課程」の実現につなげていく。

設置時の計画どおりに履行
大学生学生便覧（専門職学位課程）（資料2：p.66～74）
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③　教員組織の編成の考え方及び特色

認　可　（設　置）　時　の　計　画 履　　行　　状　　況

ア　教員組織の編成の考え方

　 本専攻では，専任教員26名（研究者教員18名，実務家教員8名）の構成である。
教授数は16名である。

　 本専攻では，専任教員26名（研究者教員18名，実務家教員8名）の構成である。
教授数は1617名である。（教授数は、准教授1名昇進による変更。）

　・実務家教員の配置の考え方

　 実務家教員については，TT授業等，研究者教員と協力しながら，教育実践の現
実及び理論の実践化の側面を中心に授業計画作成及び授業実践を行うとともに，
実習指導に関わる主導的役割を担い，学生の高度な実践力養成につなげていくこ
とに大きな役割がある。 また，一部の実務家教員については，実習校との調整，毎
年度末に開催する教育実践フォー ラムの開催への中心的メンバーとしての役割も，
実務歴の強みを生かして担う。
　上記の考えをもとに配置をしている。

設置時の計画どおりに履行。

　・教員の年齢構成と定年規定

　 教員の年齢構成は資料5(p.431)のとおり。 教員の年齢構成は資料5(p.431)のとおり。

　 本学の定年は，国立大学法人茨城大学就業規則のとおり65歳である。（資料
6:p.432）

設置時の計画どおりに履行。

イ　教員組織の編成の特色

　 本専攻の特徴としては，専任教員を中心とし，兼担教員の強い協力を得ながら運
営を行うことである。これは，本専攻においては，学部との連続教育，及び教科や専
門を超える教育を意識してきたことによる。具体的には，従来より教育学と心理学の
融合科目の設定を行ってきたが，今回の改組においては，さらに、各教科等の専門
性に特化するだけなく，教科・分野横断的な視点や実践をカリキュラムの中に多く取
り込んで広い視野を持つことによる専門性の深化も目指しているためである。ただ
し，専任教員の負担が大きくならないように，全学授業の軽減，校務の役割分担の
軽減等を配慮するとともに，兼担教員の負担にも配慮し，兼担教員の協力を授業に
絞るようにしながら，授業数の配分が専任教員とバランスがとれるように運営してい
る。

設置時の計画どおりに履行

ウ　実務家教員と研究者教員の配置の比率の考え方

　 本専攻の専任教員における実務家教員と研究者教員の比率は，４：９である（研
究者教員であるが実務経験を有する実務家教員が４名を含む。）。各コースの特徴
に応じて、実務家教員を配置している。また，兼担教員の中でも教育実務経験があ
る教員からの協力を得て，授業対応を行う。

設置時の計画どおりに履行

エ　専任教員が担当する学部・大学院の科目一覧

　　学部・大学院の担当科目一覧(資料7：p.433～445）のとおり。 　　学部・大学院の担当科目一覧(資料7：p.433～445）のとおり。
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④　教育方法，履修指導の方法及び修了要件

認　可　（設　置）　時　の　計　画 履　　行　　状　　況

ア　標準修了年限，履修科目の年間登録上限，修了要件，既修得単位の

　認定方法，成績評価の方法等

1)標準修業年限
　標準修業年限は2年とするが，現職教員（大学院設置基準第14条による教育方法
を適用する者を除く），経済的事情等を有する学部新卒者等に対する長期履修制度
（3年修了）を設定する。ただし，教員免許取得支援プログラムを目的とした長期履修
制度の利用は認めない。

設置時の計画どおりに履行
大学院学生便覧（専門職学位課程）（資料2:p.36）

2)履修単位の年間上限枠の設定
　年間上限枠については44 単位とする。

設置時の計画どおりに履行
大学院学生便覧（専門職学位課程）（資料2:p.34）

3)修了要件
　2年以上在学し，48単位以上の修得を条件とする。なお，専修免許状取得要件の
違いや養成目的に違いがあるため，各科目区分における単位数はコースごとに異
なる。

設置時の計画どおりに履行
大学院学生便覧（専門職学位課程）（資料2:p.36）

4）既修得単位の認定方法
　学生が，他大学大学院教育学研究科及び教職大学院等において入学以前に修
得した授業科目単位のうち，本学大学院の授業内容と同等のものとみなす場合に
は，それを本学大学院教育学研究科の単位として認めることができる。ただし，10単
位を超えないものとする。読み替えについては，専門職大学院設置基準（平成15年
文部科学省令16号）に則り，当該大学院の教育課程及び科目シラバスと本専攻の
シラバスを検討して，研究科委員会で合議し，認定する。

設置時の計画どおりに履行
茨城大学大学院学則第20条に規定（資料8:p.446）

5）成績評価の方法
　実習科目については，学校等の実習監督教員等からの意見を参考にしながら，評
価を行う。それ以外の科目については，授業担当者が授業ごとの達成目標に照らし
て評価を行う。

設置時の計画どおりに履行
大学院学生便覧（専門職学位課程）（資料2:p.35～36）

イ　学修の修了を総合的・最終的に確認するための方策等

　修了認定については，修了要件に沿って研究科委員会において単位認定を行
い，学長が決定する。なお，学修の最終的成果は学生が自ら設定したテーマ探究の
結果も重要な要素となるため，その成果を発表する機会を設定し，これについても
複数の教員による客観的な判断を行うものとする。

設置時の計画どおりに履行

ウ　実践的な教育を行うための授業の工夫

　① 理論と実践の往還を確実に行うため，実習と課題研究をリンクさせ，共通科目
や専門科目の学びによって新たな発見と学びの検証を可能にする授業間の連携を
構築する。主として，研究者教員と実務家教員によるチーム・ティーチング授業，教
科専門と教科教育の教員によるチーム・ティーチング授業等を行う。

　② 広い視野をもって協働・連携して課題に取り組むことができるようにするため，
教科・分野横断的なコース間融合科目やコース間融合実習といった授業科目を設
定する。専門性の異なる複数分野の教員が授業を担当する中で，専門性の異なる
学生が互いに学び合う場を提供する。

　③ 各授業において，学生の主体的な学びを促進するため，グループ活動やディス
カッション等を取り入れた授業を積極的に展開する。

　④ 学生の研究テーマに対応するため，それぞれ指導教員を1 名配置するととも
に，多様な観点からの指導を行うために，各コースにおいて集団指導を実施する。

設置時の計画どおりに履行
教職大学院案内（資料1:p.4～7）
大学院学生便覧（専門職学位課程）（資料2:p.65～74）

エ　現職教員学生と学部新卒学生の合同教育を行う場合の工夫

　現職教員や学部新卒者といった年齢や経験の異なる者，さらに専門性の異なる他
教科・他分野の学生が協働して問題解決に取り組むことを可能にするコース間“融
合”の科目を設定した。

設置時の計画どおりに履行
教職大学院案内（資料1:p.4～7）
大学院学生便覧（専門職学位課程）（資料2:p.65～74）

オ　１年コースや長期コースを設定する場合の理念，方策

　記載なし 長期履修制度は、茨城大学大学院教育学研究科規程第9条のとおり。（資料
9:p.447）

カ　現職教員に対する実習免除の基準等

　記載なし 現職教員に対する実習の免除は行わない。　
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⑤　既存の学部（修士課程）との関係

認　可　（設　置）　時　の　計　画 履　　行　　状　　況

　修士課程を廃止し，教職大学院へ全面移行する。 設置時の計画どおりに履行

⑥　入学者選抜の概要

認　可　（設　置）　時　の　計　画 履　　行　　状　　況

ア　入学者選抜の概要(選抜方法，選抜体制等)

　各コースにおける選抜方法，配点，定員等は以下のとおりである

　選抜体制については，各コース（ただし，教科領域コースにおいては各教科単位）
で論述試験及び口述試験の結果について予備審査を行い，研究科判定委員会で
合否判定を行い，研究科委員会で審議する。その結果について最終的に学長が入
学者を決定する。なお，現職派遣教員については全員，口述試験200点で選抜を行
う。

イ　アドミッション・ポリシー

　教育学研究科教育実践高度化専攻は，学校教育に関わる高度な専門性と実践力
を有する人材の育成を目指すために，学部新卒学生については，教職に対して明
確な志望動機を有し，同僚性を育み，学校内の多様な教育活動において活躍する
意欲と能力のある即戦力としての人材を，現職教員については，ミドルリーダーある
いはスクールリーダーとして，学校や地域の教育活動をリードする意欲と能力のあ
る人材を求める。
そのため，受験資格は以下の通りとする。
・ 学校運営コースは，保護者や地域との連携・協力を推進し，課題解決のために教
職員の協働性を構築するマネジメント力を育成するため，原則として10年以上の現
職経験を有している者。
・ 教育方法開発コースは，幅広い視野から育成すべき学力・授業像をとらえ，児童
生徒の実態に即した授業の構想・展開を行うとともに，授業を省察し，授業改善を図
る能力を育成するため，小学校教諭一種免許状又は中学校教諭一種免許状を有し
ている者もしくは取得見込みの者。
・ 児童生徒支援コースは，児童生徒の教育的ニーズを把握し，指導方法や指導体
制の工夫改善を行うことによって，個に応じた指導を充実する能力を育成するため，
小学校教諭一種免許状又は中学校教諭一種免許状を有している者もしくは取得見
込みの者。
・ 教科領域コースは，深い教科専門性と教科の枠を超えた幅広い視野から，子ども
の現状に適切に対応する教育内容研究で学校をリードできる実践力を育成するた
め，小学校教諭一種免許状，中学校教諭一種免許状又は高等学校教諭一種免許
状を有している者もしくは取得見込みの者。
・ 特別支援教育コースは，障害のある子に対するアセスメント能力とその実態に応
じた教材開発力で特別支援教育をリードできる実践力を育成するため，特別支援学
校一種免許状を有している者もしくは取得見込みの者。
・ 養護科学コースは，養護の高度な専門性の追求と多職種連携を核としたチーム・
アプローチに基づく学校マネジメントに主体的に参画する力を育成するため，①養護
教諭一種免許状を有している者もしくは取得見込みの者，②養護教諭２種免許状を
有し，教員経験３年以上を有する者，③養護教諭２種免許状及び保健師免許状を
有する者もしくは取得見込みの者。
なお，全てのコースにおいて，スクールリーダー・ミドルリーダーを養成することが現
職教員に対する本専攻の目的であることから，現職教員は原則として10年以上の現
職経験を有する者とする

設置時の計画どおりに履行
茨城大学ホームページ
https://www.ibaraki.ac.jp/education/policy/gs_professional/index.html

設置時の計画どおりに履行
・研究科学生募集要項（専門職学位課程）（資料4:p392～430）
・学生数の状況は，「１　調査対象研究科等の令和３年度入学者・在学者の状況」
「①　調査対象研究科等の令和３年度入学者の状況」参照
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ウ　現職教員受入れのための具体的方策

　現職教員学生については茨城県教育委員会との協議により，毎年度派遣されるこ
ととなっている。また，本研究科の構想においては，茨城県教育委員会との複数の
協議会や個別の協議のうえ，最新の教育課題への対応やニーズ等を踏まえたもの
となっており，大学院修学休業制度を利用した現職教員学生の入学者も期待でき
る

設置時の計画どおりに履行

エ　学部新卒者受入れのための具体的方策

1)教職大学院説明会
　改組後の魅力的なカリキュラムを積極的にアピールするとともに，教員採用試験に
合格した場合の「採用候補者名簿登録の猶予制度」等のメリットについても周知徹
底を図り，教職大学院への志望者の増加を図る。

設置時の計画どおりに履行
学部内及び学外向けの説明会をオンラインにて実施した。

2)全学教職センターと連携した教育学部以外の学生に対する広報
　全学教職センターは教育学部以外の専門学部の教員養成の強化を図っており，
同センターと教職大学院とが連携した広報活動を実施する。

設置時の計画どおりに履行
教育学部以外の学生へは全学教職センターと連携し，メール及び動画配信による
広報活動を行った。

3）近隣他大学からの入学者確保に向けた取組
　近隣の連携大学（茨城キリスト教大学，常磐大学）の学部学生に対し，本学教職
大学院進学の魅力やメリットを伝える広報活動を積極的に行い，入学希望者の増加
を目指す。

設置時の計画どおりに履行
新型コロナウィルスによる影響で対面による実施はできなかったが，近隣の連携大
学にはメールにて説明会の案内等の周知を図った。

4）教職大学院進学者及び修了者のインセンティブ
　茨城県では，教員採用試験に合格した大学院進学者について，採用候補者名簿
登録の猶予が認められており，さらに，大学等推薦特別選考に対する指定を受けて
おり，推薦者については1次試験が免除されている。

設置時の計画どおりに履行

⑦　取得できる免許状

認　可　（設　置）　時　の　計　画 履　　行　　状　　況

ア　取得できる免許状 設置時の計画どおりに履行

・学校運営コース、教育方法開発コース、児童生徒支援コース ・大学院学生便覧（専門職学位課程）（資料2:p.36）

幼稚園教諭専修免許状、小学校教諭専修免許状

中学校教諭専修免許状（国語、社会、数学、理科、音楽、美術、保健体育、保健、技
術、家庭、職業指導、英語）

高等学校教諭専修免許状（国語、地理歴史、公民、数学、理科、音楽、美術、工芸、
書道、保健体育、保健、家庭、工業、職業指導、英語）

・教科領域コース

小学校教諭専修免許状

中学校教諭専修免許状（国語、社会、数学、理科、音楽、美術、保健体育、保健、技
術、家庭、英語）

高等学校教諭専修免許状（国語、地理歴史、公民、数学、理科、音楽、美術、保健
体育、家庭、工業、英語）

・特別支援科学コース

特別支援学校教諭専修免許状

・養護科学コース

養護教諭専修免許状、中学校教諭専修免許状（保健）、高等学校教諭専修免許状
（保健）

出願資格に小学校又は中学校教諭の一種免許状又は専修免許状を有する者を条
件としている。
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⑧　「大学院設置基準」第２条の２又は第１４条による教育方法の特例を実施する場合

認　可　（設　置）　時　の　計　画 履　　行　　状　　況

ア　修業年限

　2年間。2年目は週1日の登校である。 設置時の計画どおりに履行

イ　履修指導の方法

　1年目で講義等の授業中心に指導を行い，2年目は週1日登校し、実習関連科目等
を中心に研究指導を行う。また，必要に応じて，指導教員が，院生の現任校に趣い
て授業を行う。

設置時の計画どおりに履行

ウ　授業の実施方法

　2年目においても週1日は大学において授業や研究指導を受けられるようにし，指
導教員と十分なコミュニケーションのもとに研究が進められるようにする。また，現任
校実習については，現任校と協力しながら大学教員が指導訪問を行い，実習の質
を保つ。

設置時の計画どおりに履行

エ　教員の負担の程度

　専任教員には学部の基盤科目（教養科目）の担当を免除する等の負担軽減措置
をとるが， 基本的に教育学研究科教員の全員出動体制で運営するため，通常の勤
務の程度の負担となる。

設置時の計画どおりに履行

オ　図書館・情報処理施設等の利用方法や学生の厚生に対する配慮，

　大学図書館は平日夜21時45分まで開館しており，土日も利用できる。令和2年度
より全学的にネット利用可能な環境（BYOD）となるため，各自のパソコンを利用でき
る。

設置時の計画どおりに履行

カ　入学者選抜の概要

　茨城県の推薦を得た者に対して，研究計画書及び口頭試問によって選抜を行う。 設置時の計画どおりに履行
　本学教育学部附属学校園の教員が入学を希望する場合は，所属校長の推薦に
基づき，入学試験を経て学長が許可する。

⑨　２以上の校地において教育研究を行う場合

認　可　（設　置）　時　の　計　画 履　　行　　状　　況

ア　専任教員の配置，教員の移動への配慮 該当なし

イ　学生への配慮

ウ　施設設備，図書

エ　開設科目名及び開設科目ごとにおける対象の学生数

⑩　現職教員を対象とした教育の一部を本校以外の場所（サテライトキャンパス）で実施する場合

認　可　（設　置）　時　の　計　画 履　　行　　状　　況

ア　開講科目 該当なし

イ　教育研究環境，施設設備，図書

ウ　教員の移動

エ　受入れ学生数
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⑪　多様なメディアを高度に利用して，授業を教室以外の場所で履修させる場合

認　可　（設　置）　時　の　計　画 履　　行　　状　　況

ア　実施場所，実施方法，学則における規定等 該当なし

イ　開設科目名

ウ　開設科目ごとにおける対象の学生数

⑫　管理運営の考え方

認　可　（設　置）　時　の　計　画 履　　行　　状　　況

ア　研究科委員会 設置時の計画どおりに履行

　①　構成員 　茨城大学大学院教育学研究科委員会細則（資料10:p.448～449）

　大学院担当の全教員によって構成され，議長は研究科長が務め，実際の進行は
大学院専門委員長が行う。

　②　開催状況

　原則月1回の開催

　③　審議事項等

　研究科（専攻）の人事，教務，入試，組織，その他の重要事項

イ　その他の組織体制

(1)　大学院専門委員会 設置時の計画どおりに履行

　①　構成員 　茨城大学大学院教育学研究科委員会専門委員会内規（資料11:p.450～451）

　原則として専任教員の中から選ばれた専門委員長および副委員長と，大学院専
任教員によって構成される。コースに複数の専任教員がいる場合は一人を選出す
る。

　②　開催状況

　原則月1回の開催

　③　審議事項等

　研究科委員会に提案する審議事項，報告事項 　具体的には次の事項とする。
　教員選考，修了認定，学位、教育課程，実習，地域機関との連携等

　④　部会

　専門委員会内に教務・点検評価専門部会，入試・広報専門部会を設置し，教務や
FD，入学者対策や情報発信等に関わる業務を迅速に展開する。

（2）  コース会議 設置時の計画どおりに履行

　①　構成員

　コース主任及びコース所属の教員によって構成（教科領域コースにおいては各教
科の専任教員によって構成）

　②　開催状況

　記載なし 　各コースにおいて適宜実施

　③　審議事項等

　各コースの教務，学生支援，人事，予算，年間計画，評価等，各コースに関わる全
般的事項を協議

(3)　実習運営委員会
設置時の計画どおりに履行（①を除く）
　茨城大学大学院教育学研究科教育実践高度化専攻実習運営委員会内規（資料
12:p.452～453）

　①　構成員

　委員長は学部の教育実習委員長が兼ね，学部と大学院双方の実習に関わる対外
的な代表を務める。また，専門委員会副委員長が当委員会の副委員長となり，委員
長とともに学部との調整を図るとともに，当委員会の運営を司る。委員長を除き，委
員は専任教員が務める。

　委員長は学部の教育実習委員長が兼ね，学部と大学院双方の実習に関わる対外
的な代表を務める大学院専門委員会委員長とする。また，専門委員会副委員長が
当委員会の副委員長となり，委員長とともに学部との調整を図るとともに，当委員会
の運営を司る。委員長を除き，委員は専任教員が務める。
　当初は委員長を学部の教育実習委員長が兼ねる予定であったが、新型コロナウ
イルスの影響により実習先と個別に協議する必要性が高まったことから、学部の実
習と教職大学院の実習を分けて運営するため、委員長を大学院専門委員会委員長
へと変更する。代わりに、調整機関として教育実習合同委員会を設置する。

　②　開催状況

　原則月1回の開催。実習前後は、必要に応じて開催。

　③　審議事項等

　実習の計画，実施に関すること，実習連絡協議会に関すること等 19
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　④　学部実習との連携強化

　教育実習合同委員会を設置し，教育学部実習と教職大学院実習について，実習
時期・実習校等の情報共有を図り，連携を強化する。

(4)　実習連絡協議会 設置時の計画どおりに履行

　茨城大学大学院教育学研究科教育実践高度化専攻実習連絡協議会内規（資料
13:p.454～455）

　①　構成員

　大学側：学部長，大学院専門委員長，教育実習委員長，将来計画委員長，教育実
習委員，専攻長，専任教員，兼任教員（必要に応じて兼担教員，非常勤講師等）。
　実習施設（附属学校園，連携協力校，連携協力機関）側：各施設の実習監督者又
はその代理者。

　大学側：学部長研究科長，大学院専門委員長，教育実習委員長，将来計画委員
長，教育実習委員，専攻長，専任教員，兼任教員（必要に応じて兼担教員，非常勤
講師等）。
　実習施設（附属学校園，連携協力校，連携協力機関）側：各施設の実習監督者又
はその代理者。
　附帯事項での指摘を受けて、教員の負担を軽減するため及び実習運営委員会を
学部の実習と分けて運営するため、大学側の構成員を見直す。

　②　開催状況

　年2回開催（概ね5月と2月） 設置時の計画どおりに履行予定

　③　審議事項等

　第1回：実習の目的，実習の計画，実施体制等に関すること。
　第2回：実習成果の検討・改善及び次年度実習をめぐる課題に関すること。

設置時の計画どおりに履行予定

⑬　教育内容等の改善を図るための組織的な研修等

認　可　（設　置）　時　の　計　画 履　　行　　状　　況

ア　大学全体のＦＤの取組

　本学全学教育機構が構築したアンケート分析システムにより，ディプロマ・ポリシー
の達成度を可視化し，当該結果を全学的にFD に活用している。

設置時の計画どおりに履行予定

イ　教職大学院独自のＦＤの取組 　

　教務委員会，学生支援委員会，点検評価委員会などが中心となって，上記アの結
果や，研究科内の課題を捉えてFDを実施する。また、授業公開や授業の自己点検
をあわせて行う。
　FDは全教員を対象とし，研究科全体およびコース別でそれぞれ最低年1回は開催
する。

設置時の計画どおりに履行予定。計画のFD以外にも専門委員会に教務・点検評価
専門部会を組織し，FD等による研修を行う予定。

ウ　教職大学院専任教員の研究の質の向上に向けた取組

　実務家教員が研究者教員と共同で進める研究の成果を発表し，実務家教員の研
究能力を高める。

設置時の計画どおりに履行予定
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⑭　連携協力校等との連携

認　可　（設　置）　時　の　計　画 履　　行　　状　　況

ア　連携協力する学校名と具体的な連携内容

　コースごとに多様な実習を用意している。いずれのコースとも附属学校園を活用し
つつも，連携協力校等と連携した実習を行うことで，自ら主体的に取り組むべき教育
的課題を発見し，それを解決する方法を見出す資質能力を培うことをねらいとしてい
る。ただし，連携協力校等の選定及び実習の内容についてはコースの多様性に対
応してコースごとに異なっている。
　学部新卒者については，実習科目の多くを連携協力校等で行うこととなる。一方
で，現職教員については，実習科目の多くを現任校で行う。連携協力校等において
は，各コースにおける実習科目のねらいを達成するためにフィールドを提供するも
のであるが，教職大学院の教員及び学生が関わることにより，それぞれの連携協力
校等における実践課題を解決する糸口を示すとともに，実践的研究を発展させるこ
とができるものと期待される。具体的な連携協力校は下表のとおり。

設置時の計画どおりに履行
　教科領域コースに関しては，学生のニーズによっては高等学校での実習希望者が
増える可能性があるため，左表の赤字で記されている学校を新たに連携協力校に
加えている。
教職大学院実習の手引き（資料14:p.600）

イ　連携協力校以外の関係機関（民間企業，関係行政機関，教育センター等）の名
称と具体的な連携内容
　　　
　コースの特徴に応じて，児童生徒支援コース，内容系3 コース（教科領域コース，
特別支援科学コース，養護科学コース）については連携協力校以外の関係協力機
関で実習を行う。児童生徒支援コースにおいては，不登校等の理解と対応を実習す
るため，上表の適応指導教室において実習を行う。内容系3 コースについては，多
様な子どもに対する教材開発を地域での教育普及活動や子どもの学校における安
全確保と危機対応を行うため，上表の社会教育施設及び病院・開放学級において
コース間融合実習を実施する。

設置時の計画どおりに履行
教職大学院実習の手引き（資料14:p.600）

ウ　大学・学部が附属学校を設置している場合の活用方法

　茨城大学教育学部では附属幼稚園，附属小学校，附属中学校，附属特別支援学
校を有している。教職大学院の全ての学生がこれらの附属学校園を実習で活用す
る。詳細は下表参照。

設置時の計画どおりに履行
教職大学院実習の手引き（資料14:p.601）

幼稚園 小学校 中学校 高等学校 社会教育施設 特別支援学校 適応指導教室 病院・開放学級
牛久市 2東海村 6東海村 2鉾田市 1大洗町 1桜川市 1東海村 2水戸市 2

大洗町 2大洗町 2水戸市 3水戸市 1水戸市 4笠間市 2
水戸市 32水戸市 16ひたちな

か市 1 茨城町 1
ひたちな
か市 1

笠間市 1 水戸市 1

幼稚園 小学校 中学校 高等学校 社会教育施設 特別支援学校 適応指導教室 病院・開放学級
牛久市立

第一幼稚園 東海村

全小学校

東海村

全中学校

鉾田第一高等学校 アクアワールド
茨城県大洗水族館

友部東
特別支援学校

東海村教育支援
センター 水戸済生会総合病院

牛久市立
第二幼稚園 大洗町 大洗町 水戸第二高等学校 茨城県立歴史館 盲学校 東海村発達支援

センター
水戸市開放学級

（放課後児童健全
育成事業）

水戸市 水戸市 水戸第三高等学校 水戸聾学校
笠間市

適応指導教室
もくせい教室

緑岡高等学校 水戸飯富
特別支援学校

笠間市
適応指導教室教室
かしわのひろば

佐和高等学校 水戸特別支援学校
笠間市

適応指導教室教室
あたごのひろば

笠間高等学校
茨城町教育支援

センター
適応指導教室

とんぼのひろば
ひたちなか市
教育研究所

適応指導教室
「いちょう広場」

水戸市
適応指導教室
うめの香広場

実習科目名

〔特別支援科学コース〕
特別支援教育ケース・カン

ファレンス実習Ⅰ・Ⅱ

〔教育方法開発コース〕
教育方法開発実習Ⅰ・Ⅱ
〔児童生徒支援コース〕

学校適応アセスメント実習
学校適応支援実習

〔教科領域コース〕
教科領域実習Ⅱ※1
〔養護科学コース〕

養護科学実習Ⅰ・Ⅱ※1
※1水戸市のみ

〔教育方法開発コース〕
教育方法開発実習Ⅰ・Ⅱ
〔児童生徒支援コース〕

学校適応アセスメント実習
学校適応支援実習

〔教科領域コース〕
教科領域実習Ⅱ※1
〔養護科学コース〕

養護科学実習Ⅰ・Ⅱ※1
※1水戸市のみ

〔教科領域コース〕
教科領域実習Ⅱ※2
※2 鉾田一高を除く

〔養護科学コース〕
養護科学実習Ⅰ・Ⅱ※3
※3 佐和・笠間高校を除く

〔教科領域・特別支援科
学・養護科学コース〕
教材開発実習ⅠB
教材開発実習ⅡB

〔養護科学コース〕
養護科学実習Ⅰ・Ⅱ・Ⅳ

〔児童生徒支援コース〕
児童生徒支援実習

〔教科領域・特別支援科
学・養護科学コース〕
子どもと大人への一次
救命処置実習※4

※4水戸済生会総合病院

教材開発実習ⅠA ※5
教材開発実習ⅡA ※5

※5 水戸市開放学級

附属幼稚園 附属小学校 附属中学校 附属特別支援学校

〔学校運営・教育方法開発・
児童生徒支援コース〕

課題発見実習

〔教科領域コース〕
教科領域実習Ⅰ

〔学校運営・教育方法開発・
児童生徒支援コース〕

課題発見実習

〔教科領域コース〕
教科領域実習Ⅰ

〔養護科学コース〕
養護科学実習Ⅰ・Ⅱ

〔学校運営・教育方法開発・
児童生徒支援コース〕

課題発見実習

〔教科領域コース〕
教科領域実習Ⅰ

〔養護科学コース〕
養護科学実習Ⅰ・Ⅱ

〔学校運営・教育方法開発・
児童生徒支援コース〕

課題発見実習

〔教科領域コース〕
教科領域実習Ⅰ

〔特別支援科学コース〕
特別支援教育教材開発実習Ⅰ・Ⅱ

特別支援教育アセスメント実習Ⅰ・Ⅱ

〔養護科学コース〕
養護科学実習Ⅰ・Ⅱ
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⑮　実習の具体的計画

認　可　（設　置）　時　の　計　画 履　　行　　状　　況

ア　実習計画の概要

　　　・実習目標

①学校運営コース
　学校運営コースの実習のねらいは「子ども・保護者・地域の抱える様々な教育課
題について，学校の状況を分析し，リーダーシップを発揮して課題解決するマネジメ
ント力を身に付ける」ことである。

②教育方法開発コース
　教育方法開発コースの実習のねらいは「児童生徒理解に基づいて，効果的な授業
や指導方法を構想し，実践する力，児童生徒の学びの実際に即して授業を省察し，
改善していく力を身に付ける」ことである。

③児童生徒支援コース
　児童生徒支援コースの実習のねらいは「通常学級で学ぶ教育的ニーズのある児
童生徒に対して，学級経営や授業を工夫しながら支援する，個に応じた指導の力を
身に付ける」ことである。

④教科領域コース
　教科領域コースの実習のねらいは「多様な視点による児童生徒の実態分析を踏ま
え，教科内容の深い理解に基づいた教材を開発する力を身に付ける」ことである。

⑤特別支援科学コース
　特別支援科学コースの実習のねらいは，「特別支援教育に関するアセスメント能
力と教材開発力の深化」を身に付けることである。

⑥養護科学コース
　養護科学コースの実習のねらいは，「学生一人ひとりが求める養護実践力の深化
と学校内外の教職員と連携し諸機関との協働を推進する高度かつ展開的な実践力
の養成」である。

設置時の計画どおりに履行
教職大学院実習の手引き（資料14:p.473～595）

　　　・実習単位

　　　・具体的な実習内容，教育上の効果

　「②教育課程の編成の考え方及び特色」「ア ③実習科目について」にて記載のと
おりである。

設置時の計画どおりに履行
教職大学院実習の手引き（資料14:p.473～595）

　　　・実習施設に求める要件

　①　教職大学院における実習のねらいと学校で行っている教育・研究の取り組み
内容との関連があること
　②　校長，教頭をはじめとして，教職員の理解があり，十分な協働体制を構築する
ことができること

設置時の計画どおりに履行
なお，学校以外の連携協力機関においても連携協力校と同様の要件で選定してい
る。

　　　・実習期間・時間

　「②教育課程の編成の考え方及び特色」「ア ③実習科目について」にて記載のと
おりである。単位数に応じて実習期間は設定されている。

　教育効果向上のため，教科領域実習Ⅰの配当年次を後期から通年に変更した。
教職大学院実習の手引き（資料14:p.467）

　　　・学生の配置人数等

　記載なし 　連携協力校については，1校あたり1名から5名程度で行う。コース間融合実習にお
いては，1学年10～20名程度で実施する。

　　　・問題対応，きめ細やかな指導を行うための実習委員会の設置等

　専攻内に設置されていた実習運営委員会を教育学部の教育実習委員会へ統合
し，実習中の問題への対応やきめ細やかな指導を行うための方策を検討する。実
習中の問題で実習機関との連絡調整協議が必要な場合は，教育実習連絡協議会
で検討する。

　専攻内に設置されていた実習運営委員会を教育学部の教育実習委員会へ統合
し，実習中の問題への対応やきめ細やかな指導を行うための方策を検討する。実
習中の問題で実習機関との連絡調整協議が必要な場合は，教育実習連絡協議会
で検討する。
　実習運営委員会は，新型コロナウイルスの影響により実習先と個別に協議する必
要性が高まったことから，教育実習委員会へ統合していない。代わりに，調整機関と
して教育実習合同委員会を設置し，学部との連携を強化する。

　　　・学生へのオリエンテーションの内容，方法

　記載なし 入学後から授業開始の間にオリエンテーションを対面にて実施した。
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イ　実習指導体制と方法

　　　・巡回指導計画

　主に大学指導教員が巡回指導を行うが，指導教員以外の教員も訪問指導できる
こととし，多様な視点から指導にあたる。実習ごとに巡回指導計画表を作成した。

設置時の計画どおりに履行予定

　　　・実習担当教員ごとに勤務モデル等

　全ての専任教員の勤務モデルを作成した。 設置時の計画どおりに履行予定

　　　・実習計画全体が掌握できる年間スケジュール

　実習計画全体が把握できる表を作成した。 設置時の計画どおりに履行予定

　　　・各班のスケジュール表

　上記のとおり，実習科目ごとに巡回計画表を作成した。 設置時の計画どおりに履行予定

　　　・各段階における学生へのフィードバック，アドバイスの方法等

　実習の前後にはProjBL型の授業科目を設定している。 設置時の計画どおりに履行予定

　　　・学生の実習中，実習終了後のレポート作成・提出等

　実習中のレポートについては，定められた書式に従って作成を求め，提出させる。 設置時の計画どおりに履行予定

コロナウィルス対策で「自己健康管理票」の提出を求める。

教職大学院実習の手引き（資料14:p.635～648）

ウ　施設との連携体制と方法

　　　・施設との連携の具体的方法，内容

　下記のとおり実習連絡協議会を設置し，実習の目的，実習の計画，実施体制等に
関すること，実習成果の検討・改善及び次年度実習をめぐる課題に関することを協
議する。

設置時の計画どおりに履行予定
教職大学院実習の手引き（資料14:p.602～614）

　　　・相互の指導者の連絡会議設置の予定等

　各実習校（施設）の実習監督者と大学指導教員との連絡会議（実習連絡協議会）
を設置し，年2回開催（概ね5月と2月）実施する。

設置時の計画どおりに履行予定
教職大学院実習の手引き（資料14:p.602～614）

　　　・大学と実習施設との緊急連絡体制

　緊急事態が発生した場合は，専攻長の監督と責任のもと，教職大学院担当事務と
各実習校（施設）の実習監督者が迅速に連絡を取ることとする。

設置時の計画どおりに履行予定
教職大学院実習の手引き（資料14:p.602～614）

　　　・各施設での指導者の配置状況

　実習監督者，実習連絡教員，および実習支援教員を置く。 設置時の計画どおりに履行予定
教職大学院実習の手引き（資料14:p.602～614）

　　　・実習前，実習中，実習後等における施設との調整・連絡等

　大学指導教員が責任をもって，各実習校（施設）の実習連絡教員と実習にかかわ
る連絡・調整を行う。

設置時の計画どおりに履行予定
教職大学院実習の手引き（資料14:p.602～614）

エ　単位認定等評価方法

　　　・各施設での学生の評価方法

　大学指導教員が中心となって，実習内容について評価目標・評価内容・評価観点
に基づいて協議し，評価を行う。

設置時の計画どおりに履行予定
教職大学院実習の手引き（資料14:p.602～614）

　　　・各施設の指導者と大学側の指導者との評価方法・連携

　実習校の実習監督者，実習連絡教員及び実習支援教員から意見を求める。 設置時の計画どおりに履行予定
教職大学院実習の手引き（資料14:p.602～614）

　　　・大学における単位認定方法

実習運営委員会において承認し，教育実習連絡協議会において報告する。 設置時の計画どおりに履行予定

23



茨城大学教職大学院

４　教育委員会等との調整内容の履行状況
認　可　（設　置）　時　の　計　画 履　　行　　状　　況

ア　養成する人材像について

　　・対象とする学生層(現職教員学生と学部新卒者)と規模

   記載なし 　学生定員は43名である。令和3年度入学生の内訳は，学部新卒者28名，現職教員
１2名（茨城県教育委員会から11名，本学教育学部附属学校園から１名）となってい
る。

　　・教育委員会から推薦を受ける現職教員の派遣要件

　 記載なし 現職経験が１０年程度以上で，教育委員会が推薦できる教員。

イ　教育課程・教育方法について

　　・実践的指導力を育成する体系的で効果的なカリキュラム編成

　　・実践的で新しい教育方法の開発・導入の方策

　　・デマンド・サイドの意見・ニーズが反映される教育課程等の改善のシステム

   記載なし 　教育学研究科長，専攻長およびコース主任と茨城県教育委員会，実習校がある
市町村教育委員会の教育長を構成員とする教育課程連携協力会議を年一回程度
開催しており，その際に審議，意見聴取をしてきた。教育課程や教育方法の改善，
デマンドサイドのニーズ把握については引き続き本協議会によって行っていく。令和
３年度は教育課程連携協議会とし7月に開催予定である。

ウ　履修形態について

　　・現職教員学生が職務に従事しながら履修する場合における昼夜開講制等の
　　  配慮・工夫の方策

   記載なし 　現職派遣教員は，茨城県では，2年次は登校日が週一日になる。したがって，基本
的には１年次に多くの授業科目を履修をして，２年次は実習及び実習関連科目のみ
を履修している。２年次の実習については，必要に応じて，大学教員が現任校に赴
き、指導を行う等の対応を行っており，今後もその予定である。

エ　教員組織について

　　・理論と実践の融合が担保される教員組織の全体構成

   記載なし 　本専攻は，専任教員26名でうち実務家教員は8名であり，6つのコースに研究者教
員と実務家教員が配置されるようになっている。特に，教科領域コースにおいては
教科の特質があるため，教科教育を専門とする兼担教員の協力が得られるようにし
てある。また，今回の改組にあたり，理論と実践の往還を意識して，研究者教員も大
学院で授業を担当するには、教育論文（実践報告を含む）を有していることを条件に
した。

　　・実務家教員に求める教職経験の内容，資質等

   記載なし 　本専攻では，概ね20年以上の教職経験を有することを基本にするが，15年以上の
教職経験がある場合は教育に関わる研究論文（実践研究報告を含む）を有している
ことを条件にして実務家教員として採用している。

　　・都道府県等の教育センターの専門的職員の活用・協力

   記載なし 　茨城県教育研修センターに毎年度教職大学院の授業協力を依頼し実施している。
また，同センターの研究発表大会において，本専攻院生による発表の機会が設けら
れているとともに，その際の運営の補助業務を行っている。

　　・実務家教員の質確保にかかる継続的な採用の方策

   記載なし 　茨城県教育委員会の力のもと，3年任期で校長経験者を複数推薦してもらい，推
薦者から2名採用している。また，附属学校園からも3年任期で准教授を1名採用し
ている。

　　　　※以下の事項について，認可時に計画がない場合は，その旨を記載するとともに，現在の状況や検討状況を「履行状況」欄へ記載すること。
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オ　連携協力校の在り方について

　　・連携協力校設定の考え方

　　・具体的な連携協力内容

　　・毎年度継続して連携協力校等を確保できる方策

   記載なし 　学校運営コース，教育方法開発コース，児童生徒支援コースでは学生の課題に合
わせた学校を実習校とするように設定してきた。また，新設の教科領域コース，養護
科学コース，特別支援科学コースは各専門分野の実習の他に，教科横断的な視野
の獲得のために多様な実習を準備しており，学校のみでない歴史館，水族館，開放
学級を実習先として設定している。現在は，学生の交通の利便性を考え，主に実習
する学校は水戸市及び東海村が多くなっている。水戸市においては水戸市総合教
育研究所が，東海村においては東海村教育委員会が実習先の調整の窓口になっ
ており，毎年度実習先についての調整を行っている。

カ　実習の在り方について

　 ・設置の趣旨，特色，教育課程等を踏まえた，実習校の学校種，規模，立地条
　　件に応じた実習先の考え方

   記載なし 　今回の改組にあたり，多様な実習，教科横断的視点の獲得という本専攻の目的に
沿って，すべての学校種，開放学級，歴史館及び水族館が実習先となっている。ま
た、学生の利便性を考え，近隣市町村における実習を可能な限り行う。主な実習先
は，本専攻全体としては，水戸市，大洗町及び東海村が中心であり，適応指導教室
については，ひたちなか市，笠間市及び茨城町の協力を得ている。

　 ・学生層（現職教員・学部新卒者）に応じた実習校の学校種，実習内容，実施年
次の考え方

   記載なし 　学部新卒者については，専門性の涵養を目的とする専門実習における校種は学
生の希望に応じながら実習先を決定するが，他方，子供への深い理解，広い視野
の獲得を2年を通じた養成課題として，多様な場所での実習を行っている。現職教員
においては，2年目は現任校においての実習となる。

キ　教職大学院の管理運営体制

　　・恒常的に教育委員会等デマンド・サイドと密接に連携する方策

　　・学校教育の実態や社会の変化等に柔軟に対応しうる機動的な管理運営シス
　　　テムの確立

   記載なし 　茨城県教育委員会等の地域の教育諸機関とは、年1回開催する教育課程連携協
議会において教育課程や教職大学院の運営に関する意見交換を行うこととしてい
る。また，茨城県教育研修センターとの連携も平成２８年度の教職大学院開設以降
の協力関係があり，必要時に連携を取ることが可能である。
　また，学校等のニーズに機動力をもって応えるため，教育学研究科専門委員会内
に専門部会を設置している。

ク　その他

　　・FD活動への教育委員会等の協力内容

   記載なし 　毎年度，修了生の成果報告を中心に教育実践フォーラム（３月実施）を開催してい
る。本フォーラムは茨城県教育委員会が共催協力となっており，県内の学校関係者
の参加を得て，成果報告等についての意見交換を行いながら，ＦＤの一環としての
機能がある。また，茨城県教育研修センターの研究発表会の折の発表についても，
同様な機能がある。

　　・自己点検の評価等への取組

   記載なし 　今後，教育学研究科専門委員会専門部会からの提案に基づいて取り組んでいく。
前学期終了後，授業点検ＦＤを行う予定である。
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